


















































妄もう想そう少女が～る６




だって私は二次専だから








東　亮太







角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──ねえ、葛かつ本もとくん……。




　心ここ地ちよい眠ねむりの中で、ふと、囁ささやきを聞いた。

　紗さ衣えの声によく似ていた。

　だから葛本光みつ宏ひろは、重い瞼まぶたを持ち上げて、薄うす暗くらがりの空間を視界に入れる。

　自分の寝しん室しつ。すでに明かりが消えた中、パソコンのモニターだけが青く光り、室内を朧おぼろげに浮うかび上がらせている。

　開け放たれたドア。いや、開けていただろうか。

　乱れたベッド。自分は寝ねているのに、なぜここからベッドが見えるのか。

　どことなく不自然な、青白い空間。そして、その中に。




　──葛本くん、私……。




　紗衣がいた。やはり、北きた原はら紗衣が。

　白いワンピースに光を照り返らせ、彼女は神こう々ごうしく輝かがやいて見えた。

　ああこれは夢だ、と光宏は思った。

　その夢の中に、紗衣が現れている。今日のコミケからの帰り道、一いつ緒しよに歩いて一緒に語らった愛いとしい少女が、こうして出てきてくれている。

　嬉うれしかった。

　だから光宏は、紗衣に向かってニッコリと笑え顔がおを見せた。

　でも、紗衣は微ほほ笑えまない。それどころか、妙みように寂さみしげな表情で。




　──葛本くん、私……遠くへ行かなければならないの。




　不意に、そんなことを囁いた。

　その言葉の唐とう突とつさに、光宏は戸と惑まどう。いや、紗衣はいつだって唐突だから、これで間ま違ちがってはいないのだろうけど。

　どうしたんですか、北原さん……。

　そう訊たずねようとしたものの、唇くちびるが動かない。

　いや、動かないのは全身すべてだ。いわゆる金かな縛しばりだ。よほど疲つかれているらしい。

　しょうがないか。昼間は大変だったし……。




　──でも、本当は行きたくない。




　さらに紗衣が囁いた。

　何かを訴うつたえる眼まな差ざしで。

　明らかに、嘆なげきを秘ひめた声で。




　──私、どうすればいいの？




　ああ、応こたえなければ。

　金縛りになんてかかっている場合じゃない。応えなければ。




　──葛本くん。

　──ねえ葛本くん。




「大だい丈じよう夫ぶですよ、北原さん──」

　微かすかな吐と息いきのように、光宏はどうにか声を絞しぼり出した。

　あまりにか細く、小さなその声は、しかし紗衣の止やまない囁きを終わらせるには充じゆう分ぶんだった。

　彼女は黙だまり、こちらへ歩み寄って来る。そして光宏の言葉を聞き取ろうとするかのように、その寝顔に、そっと耳を近づけた。

「大丈夫です、北原さん」

　もう一度繰くり返し、光宏は言った。

　すぐ目の前に紗衣の顔がある。しかしそのポーカーフェイスには、いつにない憂うれいが漂ただよっている。

　そんな彼女を、ただ慰なぐさめてあげたくて。

　重い腕うでをもたげ、光宏は紗衣の頰ほおに、指先を伸のばした。

　触ふれると、人ひと肌はだの温ぬくもりとは違うひんやりとした感かん触しよくが、指を通して感じられた。

　まるで生身の人間ではないみたいだ。夢だから、しょうがないけど。

「北原さん、どうしていいのか分からないなら……」

　ゆっくりと指を動かし、耳元から長い髪かみへ。それから下がり、肩かたから二の腕へ。子をあやすように撫なでながら、光宏は囁く。

「──僕のところにいてください」




　──葛かつ本もとくんのところに？




「はい。いつまでもここにいていいですよ」

　そう言って、光みつ宏ひろがもう一度ニッコリ微笑むと、紗さ衣えはようやく憂いの色を解いた。

　安心したのだろう。ああよかった、北原さんを助けられて──。

　光宏もまた安あん堵どし、手を戻もどす。ほんの束つかの間の愛あい撫ぶを終え、紗衣は小さく後あと退ずさる。

　そして──。

「北原さん、ベッド、使ってください……」

　再び深みに嵌はまっていく意識の中、光宏が最後に告げたのは、そんな他た愛わいもない言葉だった。

　その勧すすめに、紗衣はコクリと頷うなずき。




「ありがとう。そうさせてもらうわね」




　妙にはっきりとした声で礼を言うと、光宏の空いたベッドに潜もぐり込んでいった。




　　　　＊




　そんな不可思議な出来事を、光宏が夢の内として忘ぼう却きやくの彼方かなたに送り去った、その翌朝。

「あ、あのあのあのっ！　……北きた原はらさんなぜここに？」

「……忘れたの？」

「えっ？」

「私をここに泊とめたのは葛本くんだけど」

「ええっ？」

「『いつまでもここにいていいよ』とか言って、私の髪やら肩やらいろんなトコを馴なれ馴なれしくナデナデしたのは、葛本くんのはずだけど」

「えええええっ？」

　時刻にして午前五時。光宏の部屋でちょっとしたパニックが起きたのは、言うまでもない。




　それから七時間が経たった、今──。
















　　　　１




　異変を取り巻く状じよう況きようは、すでに目まぐるしい進展を見せていた。

　ウェブ上から抜ぬけ出し、異世界として実体化した「ミラージュ・ネル」。その中へ籠こもり、帰って来ようとしない紗さ衣え。

　なぜなら、現実が辛つらいから。

　──留学することになったの。海外に。

　それを光みつ宏ひろに教えてくれたのは、紗衣本人ではなく、彼女の身代わりとして現実世界に留とどまっていた、紗衣自身の肖しよう像ぞう画がだった。

　フランスへの美術留学。しかしその内容は、想像する華はなやかさからは程ほど遠い。デジタルから隔かく離りされた全ぜん寮りよう制せいの学校で、古き良き時代の油絵を、何年もかけて修しゆ業ぎようする──。そのスパルタ的な海外生活に、今までの美少女イラストが踏ふみ込む余地はない。

　今後生しよう涯がいの芸術活動から「漫まん画がみたいな絵」を排はい除じよするために、両親に強しいられた未来への旅立ち。その苦しみは、光宏にも痛いほど分かった。

　でも──だからと言って、家出してしまうのは非常にまずいわけで。




「それじゃ、紗衣を連れ戻もどすに当たって、いくつか確かく認にんしておこうか」

　ミラージュ・ネルの魔ま法ほう学園。その女子寮を木立の陰かげから見上げながら、井い川かわ美み春はるが言った。

　その横には、もちろん光宏。それから月つき代よ。ついでに、この世界への転送装置の役割を担になっていたものの、今は月代の手で洗脳済みの二次元アンドロイド娘むすめ・ノア。

　今のところ、光宏のそばにいる味方は、この三人だけだ。一応紗衣の肖像画もこの世界に来ているが、今は学園の外で待機中だった。

　光宏が会いに行かなければならない相手は、あくまで「本物」の紗衣だから。

　──本物の北きた原はらさんに会ってきます。

　そう告げて、ひとり残してきた。

「葛かつ本もとくん、聞いてる？」

　半ば上の空になっている光宏に、美春が訊たずねかけてくる。それに対して光宏が慌あわてて頷うなずくと、彼女は「大だい丈じよう夫ぶ？」と案じるようにもう一度確かめてから、話を再開した。

「紗衣がいるのは、あの女子寮。ちなみに部屋は三階。だから当然私達は、紗衣に会うために、寮に潜せん入にゆうしなければならない……。けど、そこで大きな問題が一つ」

「うん、煩ぼん悩のう野や郎ろうの存在だね」

　美春の言葉に、月代がコクコクと頷いた。

「もう、萌もえっ娘こに見つかっただけで追い回されるもんね。あーあ、煩悩野郎がミツヒメたんにそっくりなせいで、えらい苦労だよ」

「違ちがうだろ。僕がミツヒメに似てるんじゃなくて、ミツヒメが僕に似てるんだ」

　……いや、どのみち状況は変わらないけど。

　自分で言っておきながら、光宏は情けない顔で溜ため息をついた。

　そう、あの寮に集つどう二次元娘達は、いつもミツヒメに侵しん入にゆうされては、撃げき退たいを繰くり返しているという設定。だからミツヒメ似の光宏が一たび踏み込もうものなら、それこそ寮内総出で迎げい撃げきされてしまう。

　だいたい、すでに一度単身での潜入に失敗し、今や指名手配中の身だ。正直に別人と主張しても無む駄だだった。どうやら彼女達は、「光宏」という存在そのものを、覚えてないようなのだ。

　おそらく──「設定」が違うから、だろう。

　ここにいる少女達は、あくまで「ミラージュ・ネルでお姉さまと日常を送っている」存在。だから、今まで現実世界に抜け出して光宏と出会ってきた記き憶おくは、設定の矛む盾じゆんを招かぬように、封ふう印いんされてしまっているらしい。

　最も頻ひん繁ぱんに会ってきたカリンでさえ、それは同じだった。哀かなしいことだが。

　加えて、いつもなら発揮される光宏の洗脳パワーも、紗衣の現実逃とう避ひ能力が高まっている今は、まるで効き目がない。まさにこの寮は付け入る隙すきがない。難なん攻こう不ふ落らくの大だい要よう塞さいだ。

「ねえ煩悩野郎」

「何だよ、月代」

「もうここで留守番してろよ」

「……ほっといてくれ」

　いや、本当はむしろ、月代の言う手段こそが賢けん明めいなのだろう。でも──。

　光宏は思う。できることなら、自分のこの手で紗衣を助けたい、と。

　巨きよ大だいな苦く悩のうを抱かかえ傾かたむいた彼女の心を、自分が支えてあげたい、と。

「問題は、ミツヒメだけじゃないよ」

　だが美春は、少し重々しげに、月代の言葉を否定した。

「ここにいるノアは、月代にリペイントされるまで、私に紗衣の居場所を教えようとしなかったんだ。理由はたぶん、紗衣が現実世界に戻ることを拒きよ否ひしてるから。ほら、二次元の娘は紗衣の願望どおりに動くわけだから──」

「んー？　ってことは、どういうこと？」

「要するに、葛本くんがいようがいまいが、私達は寮全体の敵ってこと」

　首を傾かしげる月代に向かって、美春はそう答えると、改めて光宏の方に向き直る。

　頭が切れ、頼たよりがいのある彼女だが……、果たしてここから先を、どう立ち回るのか。

　期待を込こめ、そのメガネに覆おおわれた顔を見返す光宏。だが。

「さて、どうやって忍しのび込むよ？」

　逆に訊きき返されてしまった。

「いや、どうやって……と言われても」

　なぜ失敗済みの人間に訊ねるか。だいたい、ただの男子高校生が、不法侵入のコツなんて知っているはずがない。

　光みつ宏ひろは難しい顔になりながら、そびえる女子寮りようにもう一度目を向けた。

　どうすれば、あの中にいる紗さ衣えと会えるのか。携けい帯たい電話で呼び出せれば……とも思うが、あいにく彼女は着信拒否状態。さっきなど、なぜか代わりに妹の佐さ和わが出ていた。

　あいつもアクシデントで、ここに来ているらしい。何でも、佐和をモデルにしたツンデレ二次元娘・ユキと勘かん違ちがいされて、ノアに強制的に転送させられたのだとか。

　光宏がミツヒメに間違えられている件といい、どうやら二次元達には、モデルと作品の区別がついてないようだ。いろいろと迷めい惑わくな話だ。

「ねえ、作戦ならあるよ？」

　光宏が頭を抱えていると、不意に月代がそんなことを囁ささやいた。

　何だろう。こいつが発言すると、まったく信用できない気がするけど。

「……作戦って？」

「まあ、私に任せておきなよ。きっと成功するからさ」

　不ふ審しんげに訊たずねた光宏に、月代はニンマリとほくそ笑えんでみせた。

　頼たのもしげと言うよりも、むしろ怪あやしげなその笑みに、やはり光宏は不安しか覚えなかった。




　　　　２




　光宏達が作戦会議をしている最中。一方女子寮の食堂は、異様な盛り上がりを見せていた。

　テーブルの上座に着いた紗衣。この学園の制服に合わせ、黒いローブなど着こなしたその姿は、まさに優等生魔ま法ほう使つかいといった風ふ情ぜいだ。そして彼女の周囲に集うのは、ミラージュ・ネルの世界に暮らす、大勢の二次元娘むすめ達。

　カリンがいる。アサミがいる。ナギサもナナコも、タマミもプラムもいる。

　さらには生徒会副会長のチナツ。巫女みこのヤヨイ。保健の先生ことサーヤに、ナースエンジェルのメイ。他ほかにも寮の女の子達が総出で、この食堂を拠きよ点てんに集結していた。

　ミツヒメがお姉さまをさらいに来る──。そんな「設定」のもと、紗衣を光宏に引き渡わたすまいと決起した乙おと女め達。

　もっとも、べつにミツヒメ撃退作戦を真しん剣けんに練っている……というわけでもなく。

「プラム先せん輩ぱい、この肉まんはボクがお姉さまに渡すんだから、邪じや魔ましないでくださいっ！」

「フフ、甘いわねカリン。あんたがお姉さまに一個しか渡さないなら、プラムは二個渡してみせるわ。二個なら三個、三個なら四個──。つまりあんたは、絶対にプラムを越こえられないのよっ！」

「何それ、ずるい！　じゃあボクは五個持ってく！」

「ならプラムは六個……って、何よこれ、でかすぎて六個も持てないじゃないのよっ！」

　テーブルの上に幾いく皿さらも並んだ山盛りの肉まんを前に、無む駄だかつ無む秩ちつ序じよに牽けん制せいし合う、ライバル同士の魔法使い──カリンとプラム。そこから少し離はなれた席では、カリンの使い魔であるメイドのアサミが、我関せずとばかりに、黙もく々もくとアイスウーロン茶を啜すする。

　グラスを忙いそがしそうに、しかし笑顔で運ぶのは、ウェイトレスコスチュームの少女、ナナコだ。近所の喫きつ茶さ店てんでアルバイトをしている彼女は、まさに看板娘の本領発揮。

　と、そんなナナコに猫妖精ケツト・シーのタマミが、なぜか頭のネコミミをペタンと寝ねかせて、涙なみだ目めで話しかける。

「ナナコちゃん、それ、冷たいですか？」

「ええ、もちろん。……どうしたんです、タマ先輩？」

「肉まん、熱々でした。猫ねこ舌じたなのに……ニャフゥ」

　そう言ってグラスを取り、中の氷をペロペロと舐なめ出す。誰だれもが、あくまでマイペースだ。

　ちなみに、この唐とう突とつな中ちゆう華かフェア。食堂で料理を担当している、チャイナドレスのお姉さん──リンリンからの差し入れだったりする。

「みんな、打だ倒とうミツヒメのため、これ食べて気合い入れるアル！」

　そんな定番チャイニーズ口調で、大量の肉まんを蒸してくれた。だからこそ、食堂というわけだ。

「やったわカリン、六個持てたわ！　これであんたに勝てるっ！」

「じゃ、じゃあボクは、この帽ぼう子しに十個詰つめ込んでみせるっ！」

　もはや何の対決だか自分達にも分からなくなっている、魔女っ娘こ二名。それを無視して横から小さな手を伸のばし、皿から取った肉まんを紗衣のもとへ運ぶのは、まだ中学生ぐらいの小さな美少女だ。

　彼女の名はマユという。ゴムヘアで結ゆわえた髪かみが、幼さを強調している。

「はい、お兄ちゃん♪」

「あら、ありがとう、マユ」

　少女の性を超ちよう越えつした呼び方も気にせず、ニッコリと微ほほ笑えみ返す紗衣。いや、むしろ呼ばせているのは紗衣自身だから、問題はない。

　マユは紗衣の妹──という設定の二次元娘だ。魔法学園の生徒ではないため、本来は寮にいないはずだが、今は話が別である。

　カリンが張り切って、紗衣の関係者に片かたっ端ぱしから招しよう集しゆうをかけた。だからマユも、つい今しがた寮に着いたばかり。

「久しぶりにお兄ちゃんに会えて、嬉うれしいな。マユがいっぱい食べさせてあげるね？」

「ええ。お手て柔やわらかにね？」

　紗さ衣えにそう言われ、マユはニコニコしながら肉まんを渡し、再びみんなの方へ戻もどっていった。

　そんな愛いとしい妹を見送りながら、紗衣はそっと肉まんを口に運ぶ。そこへチナツ副会長が歩み寄り、ウーロン茶を差し出す。

「お姉さま、どうぞ」

「ありがとう、チナツ。……それにしても、マユまで来るなんて。ずいぶん集まったわね」

「はい。でも、まだ全員じゃないんです」

　己おのれの胸に付いた剣の紋もん章しようを無意識に撫なでながら、チナツはそう告げた。

「──セシリア姫ひめの到とう着ちやくが遅おくれています」

「セシリア？　じゃあカリンったら、お城にも声をかけたの？　そんな伝つ手てが、あの娘にあったかしら。設定的に」

「いえ、そちらは私が生徒会権限で連れん絡らくを……。でも、すぐにお忍しのびで学園に向かうと、返事がありましたよ？」

「そう……。何だかどんどん大おお事ごとになっていくわね。設定的に」

　そう呟つぶやく紗衣の声は、どこか弾はずみきれてない。そんな紗衣に、チナツは申し訳なさそうに付け加える。

「それより、ヒカルさんがどこにも……」

「ヒカルが？」

　自分の幼おさな馴な染じみ──という設定の二次元娘むすめの名を口にし、紗衣はどこか困こん惑わく気味に訊たずね返す。

「ヒカルさんはこの寮りようの生徒なのに、どこへ行ったのか分からないんです。……ごめんなさい、お姉さま。こんな時なのに、不安がらせてしまって……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶよ。ありがとう」

　大事な嫁よめに気き遣づかいつつ、紗衣は今一度、肉まんを口に運ぶ──。




　それは、紗衣を中心に描えがかれた、賑にぎやかな乙おと女めの園その。しかし食堂にいながらただ一人、この桃もも色いろの光景を、どこか冷めた眼まな差ざしで見つめる者がいた。

（あの肉まん、どう見ても立体化した絵だけど、食べられるのかな……）

　そんなことを思いながら。

　葛かつ本もと佐さ和わ。もちろん三次元である。

「ユキさん、肉まんに気を取られるのも分かりますけど、今は治ち療りよう中ですよ～？」

　ピンクのナース服を着た二次元天使に他人の名で呼ばれ、佐和は仕方なく、視線を彼女の方に戻した。

　食堂の片かた隅すみ。肉まん祭りのテーブルから少し離れた所で、二人は椅い子すに座り、大おお真面まじ目めにしっかり向かい合っている。メイの言う「治療」とやらのために。

「え～と、じゃあ次の質問ですよ？　思い出せないなら思い出せないで、無理しなくていいですからね～？　……ユキさんがいつも頭に載のせていたアクセサリーは、なーんだ？」

「それ、治療じゃなくてクイズじゃないの？」

　佐和は眉まゆをひそめ、そう答えてやった。

　どうやらこの世界にいる二次元達は、佐和のことを「ユキ」という少女と勘かん違ちがいしているらしい。しかも、それを佐和が全力で否定するものだから、「自分の名前が思い出せない」として記き憶おく喪そう失しつ扱あつかい。おかげでこうして看護師の世話になる有様だ。

「もう何度も言うけどさ、私はユキじゃないんだってば。佐和よ、葛本佐和！」

「はい～、何度も聞きました。重じゆう症しようですね～♪」

「重症も何も、記憶喪失ですらないの！　……だいたいそのユキって娘、二次元なんでしょ？　どこをどう見たら、私が二次元に思えるわけ？　区別つかないの？」

「んー、二次元って何ですか～？」

　もうずっとこんな感じだ。自分達を絵だと自覚してないのだから、始末が悪い。

　佐和は片頭痛を覚え、再びその視線を肉まん組の方へと向け直した。

　こんな時、紗衣が助けてくれればいいのだが。しかしあいにく、彼女は他ほかの二次元の相手で手て一いつ杯ぱい……と言うか、むしろ三次元の相手をする意思があるのか怪あやしいぐらいだ。

　この食堂へ来てからというもの、佐和のことなど気にも留めていない。唯ゆい一いつの三次元──現実の人間同士だというのに。

「ユキさん、集中集中」

　メイにちょんちょんと膝ひざをつつかれ、佐和は「うぅ」と低く唸うなり声を上げた。

　いつまで続くんだ、このナースごっこは。

「次の質問ですよ？　ユキさんのお姉さんは、だ～れだ？」

「……んなもん、いないわよ」

「え～？　いますよぉ。ほら、頭に『ミ』が付く……」

「だからさぁ、これも何度も言うけど、ミックンは男なの。兄貴だよ。何で女にすんのよ」

　おそらくこの世界に来ているであろう兄の顔を思い出しながら、佐和は憮ぶ然ぜんと答えた。

「名前は光みつ宏ひろ。私と同い年の双ふた子ごで、性別は男。でもって三次元」

「三次元って何ですか～？」

　無意味にニコニコ微ほほ笑えみながら、メイはそう訊ね返す。

　実のところ、この質疑応答自体もう五度目だ。さっきからずっとループしている。

　佐和がユキと呼ばれるのと同じく、光宏はこの世界では、「ミツヒメ」と呼ばれているようだ。ただし、なぜかここにいる二次元全員から、目の敵かたきにされているというおまけ付き。いったい何ゆえそうなったのか、佐和には知る由よしもないが……。

　とにかく話を聞く限り、今この食堂で起きている大集会改め肉まんパーティーは、その光宏を捕つかまえるために開かれているものらしい。

（まずいなぁ。ミックンが捕まったら、本当に私、元の世界に帰れなくなるんじゃないの……？）

　とりあえず、佐和はそれが気がかりだった。

　紗さ衣えが帰る素そ振ぶりを見せない以上、現実世界への接点は、もはや兄しかいないのだ。まあ、その兄を散々小こ馬ば鹿かにし続けてきた佐和にしてみれば、悔くやしい限りだけど──。

「ユキさんのお姉さんは、ミツヒロじゃなくて、ミツヒメですよ～」

　兄のことを思い浮うかべていた刹せつ那な、不意にメイが笑え顔がおで、そんなことを指し摘てきした。

「ちゃんと女の子です。オムネもありますよ？」

「ないわよ」

　あって堪たまるか、気色悪い。

　いい加減げんなりしてくる佐和。と、そこへ横手から、別の二次元が割って入ってきた。

　白衣をなびかせた、尖とがり耳の少女。この耳は……エルフというやつだろうか。ファンタジー物の映画で見たことがある。そして首から聴ちよう診しん器きなどぶら下げている辺り、どうやら彼女もまた、医療関係のキャラらしい。

「メイさん、代わるよ」

「ああ、サーヤ先生、お願いしま～す♪　私は肉まんを食べてきますね？」

「うん、ごゆっくり」

　サーヤと呼ばれた白衣のエルフは、そう言ってメイを見送ると、佐さ和わのもとにツカツカと歩み寄った。

　椅い子すに座って向かい合う……というわけではないらしい。

「ねえ、キミ」

「な、何よ」

「場所を変えたいの。一いつ緒しよに来て」

「……は？」

　相手の言葉に、佐和は思わず訊きき返した。

　それだけは勘かん弁べんしてほしい。今紗衣のそばから連れて行かれたら、それこそ本当に現実世界への接点が失われてしまう。

　これはもう、頑かたくなに拒きよ否ひするしかない。

「嫌いやよ、そんなの！」

　しかし佐和の訴うつたえなど意に介かいさず、サーヤは不意に腰こしに手など当て。

「んー、言うこと聞かない患かん者じやさんは、オチューシャしちゃいますよ～？」

「な、何でさっきのナースの物もの真似まねしてんのよっ！」

「いや、何となく」

　真顔でそう答え、サーヤは怯ひるんだ佐和の腕うでをすかさず取り、グイと引っ張り上げた。是ぜが非でも連れて行くつもりだ。

「大だい丈じよう夫ぶだってば。悪いようにはしないから」

「さ、されて堪るか！」

　もはや何を言われても、佐和の不安は拭ぬぐえるはずがない。だから懸けん命めいにツインテールを振り回し、必死で抵てい抗こうの限りを尽つくそうとするのだが。

「うん、いい返事だね。じゃ、行こっか」

「行こっかって、何でそんな買い物行くみたいにフランクに……って、何よこれ、身体からだ浮いてるっ？」

　いきなり身体全体が宙に浮き上がり、ついに佐和は悲鳴を上げた。

　比ひ喩ゆじゃない。全身の重さがなくなり、足が床ゆかを離はなれていく。

「ああ、言っとくけど──」

　混乱している佐和に向かって、サーヤがクスリと笑いながら言った。

「私エルフだから、魔ま法ほうは得意なの。じゃ、引っ張ってってあげるね？」

「いやぁっ、行きたくない！　北きた原はらさん助けて！」

　風船みたいにフワフワと宙を牽けん引いんされながら、必死で紗衣に助けを求める佐和。しかし唯ゆい一いつの三次元仲間は、こちらの声など耳に入ってない様子だ。

　手にした肉まんを見つめながら、何やらじっと考え込んでいる。

「北原さんってばぁ！」

　何度呼んでも同じだ。紗衣はすでに、周りが見えていない。

　それでも佐和が、なおもＳＯＳを発しようとした、その時──。

　不意に紗衣が、顔を上げた。

　べつに、佐和の声が聞こえたわけではないようだ。それが証しよう拠こに、向こうは目を合わせることなく、すぐに顔を落として、再び肉まんと睨にらめっこの続きを始めてしまったから。

　しかしほんの一いつ瞬しゆん、佐和が垣かい間ま見みた紗衣の表情は──。

（北原さん……何でドンヨリしてるの？）

　二次元に囲まれた笑顔でも、浮ふ遊ゆうするクラスメイトを見た驚きよう嘆たんの顔でもない。憂うれいという名の仮面に覆おおわれた曇くもり顔に、佐和は思わず口を噤つぐんでしまう。

　いったい紗衣に何があったのだろう。もし悩なやみがあるなら聞いてあげるのに。

　だって、同じクラスの仲間だから──。佐和は純じゆん粋すいに、そう思った。

　もっとも、今は連行中だけど。

「ほら行くよ、ユキさん」

「だぁかぁらぁ、私は佐和だって──」

　嗚呼ああこの誤解、いつになったら解けるのやら。




　そんなこんなで、サーヤが記き憶おく喪そう失しつ患かん者じやを連れて食堂を出て行った後──。

「お姉さま、どうしちゃったんだろ……」

　肉まんを手に、遠巻きに「お姉さま」を眺ながめながら、カリンはそう呟つぶやいた。

　さっきから様子がおかしい。いや、誰だれかが話しかければ、いつもどおり笑え顔がおを見せてくれるのだけど……。それ以外の時は、ずっと寂さびしそうな顔で、肉まんを見つめている。

「お腹なか、いっぱいなのかな……」

「カリン様、なぜそこで自分基準の考え方をなさるのですか？」

　真っ赤なメイド服の裾すそを揺ゆらし、呆あきれたように言いながら、アサミがそばに寄ってきた。さりげなくカリンのことをバカにしつつ。

「おそらく、ミツヒメに連れて行かれるのが不安なのでしょう。この魔法学園でずっと平和に暮らしていきたい──というのがお姉さまの意志であることは、カリン様もお分かりのはずでしょう？」

「う、うん……。そうだよね。ボク達の手で早く悪魔さんを捕つかまえて、お姉さまを安心させなくちゃだよね」

　そうだ。そのために、こうして全員で集まっているのだから。

　カリンは今一度、自分達の使命を嚙かみ締しめた。

「でも……いいのかなぁ。呑のん気きに肉まんなんか食べてて」

　不安がりながら、ついでに肉まんも嚙み締めた。美味おいしいんだから仕方がない。

　そんなカリンを、アサミは落ち着いた物言いで諭さとす。

「どのみち、またミツヒメが現れないことには、何もできませんわ。今は慌あわてず、腰こしを据すえて構えるべきでしょう」

「へえ……、さすがアサミちゃん、大人だなぁ」

「カリン様がオコサマなだけです。ほら、こんなに口の周りをベタベタにして」

　そう言いながらナプキンを手に、アサミはその顔を、スッと主あるじの間近に寄せてきた。

　一見、いかにもメイドらしい仕草に見える。だがしかし、彼女はカリンの口を拭う素そ振ぶりをしながら、耳元で意外なことを囁ささやいた。

「──ねえカリン様、おかしいとは思いませんか？」

「え、何が……？」

「ミツヒメのこと、ですわ」

　そう言われ、カリンも唇くちびるをフキフキされながら、「むぐぅ」と頷うなずいた。

　確かに、今日のミツヒメはどこかおかしい。始めに階段で迎むかえ撃うった時は、なぜか翼つばさも尻尾しつぽもなく、口調もまるで別人だった。

　むしろ、別の誰かに似ていた気がする。誰だったかは思い出せないけど。

　しかしもっと奇き妙みようなのは、その後だ。生徒会に指名手配されたミツヒメは、そのまま学園から逃にげ出せばいいものを、なおもしつこく徘はい徊かい。所々で騒そう動どうを起こしつつ、続いて大浴場に現れている。

　あの時は警報が鳴り響ひびいて、一部の生徒を除く全員が、中庭に避ひ難なんした。一方カリン達はミツヒメを捕とらえるべく、大浴場に急行したのだが。

　しかし、その時は──。

「二人……いましたわね」

　一番の不ふ審しんな点を、アサミは小声で指し摘てきした。

　そう、なぜかミツヒメは、二人並んでいたのだ。カリンもアサミも、その姿を確かにこの目で見ている。

　もっとも、それが意味するところは何か──カリンには皆かい目もく見当もつかない。

「どういうことなのかなぁ。何で悪あく魔まさん、二人に増えてたんだろ」

　その質問に、しかし言い出したアサミも、軽く首を傾かしげるだけだ。

「さあ。理由は分かりませんわ。……でも」

「でも？」

「ええ。大事なのは、あくまで『二人いた』という事実ですわ。それにあの時の警報……もしかしたら、『実験』だったのかもしれませんわね」

　実験──。意味ありげなその単語に、カリンはアサミに輪をかけて首を傾げた。

　しかし、その意味を問い質ただす前に邪じや魔まが入る。青いローブをはためかせ、タンクトップにホットパンツの露ろ出しゆつ過か剰じようなライバル娘むすめが、またもカリン目がけて突つっかかってきた。

「ねえカリン、何をメイドと二人で、こそこそ内ない緒しよ話ばなしなんかしちゃってるの？　まさかプラムを差し置いて、お姉さまに取り入る相談でもしてたんじゃないでしょうね？」

「プラム先せん輩ぱい……。それ、ヒガイモーソーです」

「フフ、お姉さまのためならこのプラム、ヒガイモーソーでもキョウハクカンネンでも、何でもなってみせるわっ！」

　もう言っている意味が分からない。そしてプラムのこの奇き怪かいな発言に、なぜかほくそ笑むアサミ。

「あらまあ、ずいぶんと血気盛さかんなストーカーですのね。おしおきしがいがありそうですわ」

「……アサミちゃん、向こうでゆっくり話そう？」

　カリンはそう言って、横からアサミの手を引いてやった。だいたいこの二人が絡からんだら、どんどん収拾が付かなくなりそうで困る。

「ちょっと逃げるの？　こ、こうなったら、盗ぬすみ聞きしてやるっ！」

　そしてプラムが、なおもしつこく食い下がってきた、その時──。

　不意に放送用のスピーカーから、警報が鳴り響いた。

　いったい何が起きたかは、誰もがすぐに気づいた。そう、ミツヒメ以外にあり得ない。

「き、来ましたね、ヘンタイ！」

「いったいどこ？」

「中庭みたいだよっ！」

　口々に叫さけび出す二次元娘達。しかしそれを取りまとめるはずのお姉さまは、目をパチクリさせながら、呆ぼう然ぜんとスピーカーを眺ながめている。

「お姉さま、私、出しゆつ撃げきします！　お姉さまはお部屋に避難してください！」

　何も言わないお姉さまに、チナツ副会長が叫び、真っ先に廊ろう下かへ飛び出していった。

　そして一人が行くと、あとは早い。みんな「私も」「私も」と、手て柄がらを立てるべく、次々と中庭へ向かっていく。そんな中、ようやくのろのろと立ち上がったお姉さまは──。

「私、部屋へ戻もどるわ」

「じゃあお兄ちゃん、マユが付いていってあげるね？」

　妹のマユに手を引かれて、逆に自室へと去っていった。

　まあ、この際お姉さまのケアは、あの娘こに任せておこう。それよりも、とにかくミツヒメだ。

　しかしそう思いながらも、カリンは踏ふみ止とどまっていた。本当はみんなと同じように、すぐにでも行きたいところだけど。

「どうしたのカリンちゃん、行かないの？」

　そう言われて振ふり返れば、ナギサ、ナナコ、タマミの三人が、焦じれるような目でこちらを見ている。待ってくれているのはありがたい。でも──。

「カリン様。それに他ほかの皆みな様さまも、お話があります。こちらへお集まりください」

　飛び出していく他の少女達を尻しり目めに、アサミがいつもの面子メンツに向かって呼びかけた。

　不思議そうにアサミのもとに集つどう一同。それに対して彼女は、キュッと唇くちびるの端はしを上げ、Ｓっぽくほくそ笑えんでみせる。

「アサミちゃん……？」

　カリンが首を傾げると、アサミはその笑みを崩くずさぬまま、落ち着いた声で話し始めた。

「どうやら『実験』に続いて、『本番』が始まったようですわ。……ええ、読めましたわよ。ミツヒメの──いえ、ミツヒメ達の作戦が」
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　中庭へ真っ先に踏み込んだのは、生徒会副会長のチナツ──ではなく、巫女みこのヤヨイだった。

　どちらも「戦うヒロイン」の属性を持つルームメイト同士。しかし実力者のヤヨイはともかく、チナツの方はいまいち頼たよりない。だいたい一足早く食堂を出たにもかかわらず、結局一人では不安で、他のみんなが来るまで中庭の前で待機していたほどだ。

「ヤヨイちゃん、頑がん張ばってミツヒメ捕つかまえようね！」

　口ではそう言いながらも、チナツはヤヨイの巫女装しよう束ぞくの後ろに隠かくれるようにして、おずおずと中庭の中央へ目を向けた。

　そこに、いるのだ。ミツヒメが。

　漆しつ黒こくのショートヘアに漆黒のタキシード。一見男子にも見えるが、うっすらとした胸の膨ふくらみから、れっきとした女の子だと分かる。背中にはコウモリの翼つばさ。お尻しりには尖とがった尻尾しつぽ──。

「ミツヒメっ！」

　怒いかりを孕はらみ、ヤヨイが叫んだ。ただでさえ凜りんとしたその声が、今はむしろ険しくなっている。

　ただそれは、おぞましきヘンタイからお姉さまを守るため……と言うよりも。

「さっきはよくも、私のぱ、パンツを……っ！」

　いろいろと個人的な恨うらみがあるからなのだが。まあ、それはともかく。

「今まで散々好き勝手に遊んでくれたが、今回でそれも終わりだ。貴様を確保する！」

「そ、そうです！　私も確保しちゃいます！　ヤヨイちゃん、頑張ろうねっ」

　相変わらずヤヨイの後ろから、チナツがおまけみたいに宣言する。もはや生徒会副会長としての威い厳げんはない。

　それでもヤヨイは、情けないルームメイトに頷うなずいてみせると、すぐさま装束の袂たもとから、一枚の護ご符ふを取り出した。ダーツの如ごとく飛び敵を討うつそれは、まさに巫女ならではの武器。

　いつでも攻こう撃げきに移れるよう身構えながら、唇を嚙かみ締しめて、にっくきパンツ泥どろ棒ぼうの隙すきを窺うかがう。

　だが──。

（……おかしい。あの悪あく魔ま、こんなに寡か黙もくだったか？）

　ふとヤヨイは、不思議に思う。

　自分達が中庭に着いてから、ミツヒメはずっと黙だまったままだ。じっと正面に佇たたずむだけで、まったく言葉を発しようとしない。いつも浮うかべているはずのヤラシイ笑みさえ失い、まるで案山子かかしのようにも思える。

「ヤヨイちゃんどうしたの？　早くやっちゃお？」

「あ、ああ……」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないながらも、チナツに促うながされ、ヤヨイは指に護符を挟はさみ、動かぬ的に狙ねらいを定めた。

　一見、相手はまったく隙だらけだ。しかし──何か嫌いやな予感がする。

　戦うヒロインとしての本能が、ヤヨイに危険を告げている。

　だが、このまま睨にらみ合っていては、埒らちが明かないのも事実。ヤヨイはそう思い直し、今一度護符を掲かかげた。

「覚かく悟ごっ！」

　凜とした声も高らかに、右手を一いつ閃せん。たちまち護符は宙を裂さき、空を飛ぶ刃やいばの如く、まっすぐミツヒメに襲おそいかかる。

　そして、今まさにヘンタイを討うたんとした、その時──。

　不意にミツヒメが、消えた。

「何っ！」

「消えましたっ！」

　突とつ然ぜんのことに目を見張るヤヨイとチナツ。だが、飛んで行った護符が地面を抉えぐったその瞬しゆん間かん、ヤヨイは何かを察し、とっさに頭上を振り仰あおぐ。

「上だ、チナツどのっ！」

「はいぃ？」

　見上げればそこには、翼をはためかせることなく宙に身を浮かべ、再び自由落下の体勢に入っているミツヒメの姿が。

　まさか今の一いち撃げきを、飛んで躱かわしたと言うのか。いや、翼が動いてないところを見ると──跳んだのか。

　あり得ない、とヤヨイは焦あせる。自分の知る限り、ミツヒメにそのような優すぐれた身体能力は備わってないはず。

　だが今現在、確かにミツヒメは、驚おどろくほどの反射神経と跳ちよう躍やく力を駆く使しして、ヤヨイの攻撃を躱していた。そして当然、そこから続く動作と言えば──。

「ひにゃぁっ！」

　突とつ如じよ、チナツの悲鳴が上がった。頭上から落ちてきたミツヒメが、そのまま彼女の背中におぶさり、足まで使って彼女をガッシリと抱だき締めたのだ。

　そう、反撃である。

「ダメダメ、そんなとこに腰こしなんか押し付けないでくださいっ！」

　……いや、精神的ダメージしか与あたえてないような気がするけど。

　嫌がるチナツのもがきなど物ともせず、その夏服を存分にギュッとするミツヒメ。さらにはその手をモゾモゾと蠢うごめかせ、紋もん章しよう越ごしに胸を擦さすり、捲めくれ上がった裾すそから覗のぞくオヘソをツンツンする。しかも挙句の果てには、尖った尻尾が二の腕うでを伝い半はん袖そでの中へ……。

「ひゃふぁっ！　わ、わきの下つっつかないでくだしゃいっ！」

　真っ赤になって悶もだえるチナツ。背後から羽は交がい締めにされ、為なされるがままのその姿に、見ているヤヨイはどうしても妙みような連想をしてしまう。

（こ、この二人、まるで……いや駄だ目めだっ！　こんな、巫女みこにあるまじきハシタナイ妄もう想そうなどっ！）

　そして己おのれのイメージにドギマギしていると──ついにチナツが逆ぎやく襲しゆうに転じた。

「もう、放しなさいっ！　放してくれないと、こうですよっ！」

　ピクピク震ふるえてしまう身体からだにどうにか力を込こめ、その手を胸の紋章に宛あてがう。

　その瞬間、「生徒会」の力が発動した。剣けんを象かたどった紋章が光り輝かがやき、そこから本物の一ひと振ふりの剣が現れたのだ。

　これぞチナツの振るう武器。背中にミツヒメを張り付かせながらも、彼女は右手に剣を取り、声こわ高だかに決め台詞ぜりふを叫さけぶ。

　相変わらず、くすぐられっぱなしのままで。

「我々生徒会は、常に正義と共に……ひゃふぅ！　正義とはすなわち、この剣……んみゃぁっ！　私はせ、生徒会の人間として、せいぎのなのもとにひぃぃぃぃ～っ！」

「チナツどの、無理をするな……」

　もう気の毒すぎて、聞いていられない。

　しかしチナツは健けな気げに首を横に振ると、「頑がん張ばりますっ！」と無難に演説をまとめ、手にした剣をテキトーにブォンと振り回した。

　自分の背中に向かって。危なっかしいにも程ほどがある。

　だが──弧こを描えがいた剣の切っ先は、誰だれを傷つけることもできなかった。

　とっさに反応したミツヒメが、チナツのオヘソから離はなした手で、迫せまりくる刃をガッツリと受け止めたのだ。

「こ、これは……真しん剣けん白しら刃は取り……なのか？」

　あまりにも不自然なアクションに、またもヤヨイは目を見張るしかなかった。
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　だいたいあんなもの、片手で受け止められるはずがない。しかも素す手でで。

　そう、やはりこのミツヒメは、間ま違ちがいなくおかしい。まるで別人としか思えない。

　疑ぎ惑わくの念を強め、眼前の悪あく魔まを睨にらみ付けるヤヨイ。そこへ状じよう況きようを把は握あくできていないチナツが、上気した顔でヤヨイに訊たずねかけてきた。

「て、手て応ごたえがありました！　ヤヨイちゃん、私の背中どうなってるの？　ミツヒメやっつけた？」

　そう言いながら剣を戻もどそうとして、その刃はがピタリと固定されていることに気づく。

　もちろんミツヒメが手にしっかり摑つかんでいるからだが──、あいにく背後の光景のため、チナツには見えてない。

「あ、あれ、抜ぬけない？　どうなってるんだろ……。ちょっと待ってくださいね。今両手で引き抜き……」

「チナツどの、柄つかを離すなっ！」

「ふぇっ？」

　ヤヨイの制止は間に合わなかった。チナツがほんの一瞬手を緩ゆるめた刹せつ那な、刃を手にしたミツヒメが、再び宙に躍おどり上がった。

「ふみゃぁ！」

　踏ふみ切きり板ばん代わりにされたチナツが、ベチャリと地に伏ふす。だが、剣を手に跳躍したミツヒメは、そんな隙すきだらけの副会長を狙ねらうことなく、次のターゲットをもう一人へと向ける。

　ヤヨイへ。いや、正確に言うなら、ヤヨイの袴はかまへ──。

　ヒュンッ！　と風音が走った。悪魔が剣を振ふるった、その瞬しゆん間かんだった。

「──っ！」

　思わず息を呑のむヤヨイ。それから一いつ拍ぱく置いて、ぱさり、と何かの落ちる音が聞こえた。

「あれ～、ヤヨイちゃん、どうしてミニスカになってるのぉ？」

　どうにか起き上がってきたチナツが、ヤヨイを見てそう漏もらす。その台詞にヤヨイが驚おどろいて、己おのれの下半身を見下ろせば……。

「わ、私の袴がっ！」

　ものの見事に切断され、まさにミニスカート状態。スラリとした白い美び脚きやくはもちろん、唯ゆい一いつ残された最後のフリフリパンツまでもが丸見えになっている。

「貴様、よくもやってくれたなっ！」

　思わず激げき昂こうするヤヨイ。しかし、そんな所業を仕出かしてくれたミツヒメは、相変わらず無表情のまま。何を思ってか、まっすぐにヤヨイの背後を指さした。

　いったい何事か。用心深く振り返るヤヨイ。と、そこには……。

「わぁ、ヤヨイ先せん輩ぱいのパンツ、すっごく可愛かわいい……」

「さすがヤヨイちゃん、クールなのにギャップ萌もえだねっ！」

「ミニの袴も素敵ですぅ」

　気が付けば、遅おくれて駆かけつけた寮りよう中の女の子達が、揃そろってヤヨイの下半身に注目している有様だった。

　この予期せぬギャラリーに、ヤヨイはついに顔面から湯気を迸ほとばしらせ、臨界点を突とつ破ぱした。

「もーゆるさんっ！　貴様なんか天てん誅ちゆうだっ！　呪じゆ殺さつだっ！　むきーっ！」

「あうぅ、ヤヨイちゃんが壊こわれたぁ……」

　そんなチナツの嘆なげきも耳に届かず、ヤヨイはパンツも露あらわに、拳こぶしをグーにしてミツヒメに飛びかかった。

　すべての怒いかりを込こめた、渾こん身しんの巫女みこパンチ。もはや霊れい能のう者しやとして間違っているこの攻こう撃げきを、しかしミツヒメは、わずかな動作で横に流す。

（くっ、また躱かわされたっ？）

　攻撃を外し、慣性のままにミツヒメの前を横切ろうとするヤヨイの顔。と、自然と相手の口が、こちらの耳元を掠かすめる。

　そして──。

「──ぴ」

　何か言った。

「……ぴ？」

　わずかに冷静さを取り戻し、律義にリピートするヤヨイ。

　そんな巫女に向かって、ミツヒメははっきりと、叫さけんだ。

「ぴこぴこりんっ☆」

　奇き声せいだった。どう聞いても。

　だが──その奇声を耳にして、ヤヨイはハッと息を呑んだ。

　ようやく気づいたのだ。自分が誰と戦っているのか、に。
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　同時刻。光みつ宏ひろ達は、警報に包まれた廊ろう下かの中を、足早に突つき進んでいた。

　美み春はると月つき代よが先立って歩き、その後ろを、フードを目ま深ぶかに被かぶった光宏が続く。途と中ちゆう、何人もの二次元娘むすめとすれ違ちがったが、顔を隠かくしているおかげで、特に咎とがめられることはなかった。

　いや、それどころか不ふ審しんにすら思われない。なぜならミツヒメは、すでに中庭に出没しているから。

　もちろんニセモノだけど。

「案外上手うまく行くもんだね……」

　呆あきれたように、美春が小声で呟つぶやいた。

「私達のこと、誰も気にしてないよ」

「そりゃそうだよ。だってこの私が考えた作戦だもん」

　そして友人の言葉に、得意げに胸を張ってみせる月代。そう、この侵しん入にゆう作戦は、すべて彼女のアイデアだった。

　キーになったのは、アンドロイドのノアだ。彼女は変装デイスガイズホログラムなるものを身にまとって、その外見を他人そっくりに変えることができる。その力を利用してミツヒメに仕立て上げ、二次元達の注意を引き付けておく──。すなわち、陽動作戦だ。

　で、この隙に光宏達は、無事寮内に侵入したわけだが……。

「何て言うかさ、理り不ふ尽じんだよね」

　美春は苦く笑しようしつつ、そんなことを口にした。

「理不尽って、何が？」

　月代が訊たずね返す。本当なら光宏もこの会話に加わりたいところだが、今はフードで窮きゆう屈くつになった視界の中を、転ばないように付いていくだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「だってさ、私も月代も顔出してるのに、みんなスルーしてるんだから」

「そりゃそうじゃん。みんなが追いかけてるのは、あくまでミツヒメたんだもの。今はノアたんが囮おとりになってくれてるから、煩ぼん悩のう野や郎ろうの顔さえ隠しとけば、問題ないってわけだよ」

「いや、だって私ら、三次元なのに……」

「いいの。どうせみんな、二次元と三次元の見分けなんてできないんだから。私達を目撃したところで、単に女子寮の廊下を女子が歩いているだけとしか思わないってば」

　そう、月代の言うとおりだ。しかも今は、この警報でみんな混乱中。おかげで、まったく気づかれることがない。

　光宏は、改めて月代の策士ぶりに感心した。

　つい先日までは、敵として手を焼いていた存在だった。しかし味方になれば、これで案外心強いやつなのだ。

「二人とも、もうすぐ中庭の前を横切るよ。人がいっぱいいるから注意ね」

　こちらの感心を知ってか知らずか、月代は偉えらそうに言いながら、チョコチョコと先立って進んでいく。だがそれを、美春が後ろから呼び止める。

「待って、もしかしたら紗さ衣えも中庭に来てるかも。横切る前に、見といた方がいいんじゃない？」

「うーん、それもそうだね。じゃあちょっくら見物していくか」

　言われるままに、月代はコクリと頷うなずいた。もはや何も恐おそれてない。

　そんな月代に向かって、美春がもう一言。

「ねえ月代」

「何さコイカワ」

「あのさ、一つ気になったんだけど……。ノアをミツヒメに化けさせて、寮りよう内で騒そう動どうを起こして、みんなを誘ゆう導どうする──っていうこの作戦。さっきもやってなかった？」

　美春のその言葉に、月代はほんの一いつ瞬しゆん、歩みを止めた。

　同時に光宏も思い出す。確かに小一時間ほど前──まだ光宏が一人で寮内を逃にげ回っていた時。月代は、今とまったく同じことをやったのだ。

　ノアをミツヒメに仕立て上げ、寮の大浴場に乱入させた。しかも、無む駄だに光宏まで巻き込んで。

　一つ違うとすれば、それに対する二次元娘の動きだ。さっきは一部のミツヒメ討とう伐ばつ隊を除き、ほぼ全員が避ひ難なんした。しかし今回は逆。すでに一いつ致ち団結した萌もえっ娘こ勢は、現れたニセミツヒメを退治するため、みんなして現場へ向かっている。

　でも、違いは本当にそれだけ。つまり月代は、まったく同じ行動を繰くり返したことになる。

「月代、まさかとは思うけど……何か企たくらんでない？」

　美春の声が疑ぎ惑わくを帯びた。もっとも、月代はすぐに否定したけど。

「コイカワ、考えすぎだよ。ベストな作戦ってのは、相手にネタが割れない限り、何度でも使っていいんだよ」

「まあ、そりゃそうだけど……」

　もっともらしい言い分に、美春は押し黙だまった。

　月代もまた押し黙り、先を急ぐ。光宏は、相変わらず二人に付いていくだけだ。

　やがて、周囲の喧けん騒そうが一ひと際きわ膨ふくれ上がる。中庭の前に辿たどり着いたのだ。

「おー、やってるやってる♪」

　月つき代よが嬉うれしそうに独ひとりごちた。

　その言葉に、光みつ宏ひろはわずかにフードをもたげ、辺りの様子を視界に入れた。

　当然周りは二次元娘むすめだらけだ。見知った顔がいくつもある。しかしそれ以上に目を引くのは、もちろん中庭の中央に立つミツヒメ……ではなく、ノアの雄ゆう姿し。

（な、なぜ剣けんを……？）

　どこで手に入れたのやら。しかしそれ以上に衝しよう撃げき的な光景が、もう一つあった。

（や、ヤヨイさん、何てあられもない姿に……っ！）

　袴はかまがない。いや、あるにはあるが、ないも同然の短さだ。ついでに両りよう袖そでまで大きく切り落とされ、肩かたから先はもちろん、横胸までもが完全に剝むき出しになっている。普ふ段だんの清せい楚そで凜りんとした形から一転、もはやすっかりお色気コスチュームだ。

　その横ではチナツ副会長が、同じく制服の裾すそとスカートを短く切られ、下着丸出しでしくしく嘆なげき悲しんでいる。ああ、さすがは月代にリペイントされたノア。やっていることが月代と同じじゃないか。

「紗衣はいないね。行くよ？」

　密ひそかに目の保養などしていた光宏に向かって、美み春はるが囁ささやいた。そうだ、今は見入っている場合じゃない。

　ただ、月代の方はすっかりお楽しみのご様子だけど。

「ほら、月代も行くよ？」

「待って待って。あと五分だけ観戦させて」

「……置いてくぞ」

「うん、べつにいいよ？」

　もはや居座ること以外考えてない。まったく、何のための陽動作戦なんだか。

　しかしグズグズしてはいられない。万が一あのミツヒメがニセモノだとばれたら、それこそすべてが水の泡あわだ。できればそうなる前に、紗衣のもとに辿り着きたいところ──。

　光宏がそう思った時。ヤヨイの怒ど声せいが中庭を走った。

「よせ、ノアどの！　なぜ私達を襲おそう！」

　……すっかり手て遅おくれだった。

　ああ、ばれている。いったい何がきっかけかは知らないけど。

「うーん、さすがヤヨイたん。あの格好でも冷静に分ぶん析せきできるとは」

　月代が感心したように呟く。が、光宏はそれどころじゃない。

　とにかく急いでこの場を離はなれようと、クルリと後ろを振ふり向いた。しかしそこはフードで視界の狭せばまった身。真後ろに移っていた美春に気づかず、そのまま走り出そうとして、ドスンと衝しよう突とつしてしまう。

「きゃっ！」

　いつになく可愛かわいらしい悲鳴を上げ、美春が尻しり餅もちをつく。そして──拍ひよう子しの悪いことに、その声に反応した周囲の萌えっ娘達が、一いつ斉せいにこちらを振り返った。

　中でも真っ先に声を上げたのは、チナツ副会長だ。

「あっ、そこのあなたっ！」

　思いっきりこちらを指さして叫さけぶ。まあ、もう片方の手で懸けん命めいにスカートを押さえているのは、ご愛あい嬌きようだけど……。

「まずい、気づかれた！」

　月代が叫んだ。そして何を思ったか、ガッシリと光宏の腕うでを摑つかみ。

「よし煩ぼん悩のう野や郎ろう、ここに残れ！」

「は？　なぜに？」

「だって、みんなキミを捕つかまえようとしてるんだから。キミが囮おとり役やくを引き継ついで、その間に私とコイカワが紗さ衣えに会う──。うん、バッチリだね！」

　いや、勝手に作戦を変えるな。何のためにノアに頑がん張ばってもらってたんだ。

　しかしそんな反論もせぬうちに、チナツが足早にこちらへ駆かけ寄ってくる。

（ダメだ、捕まる！）

　思わず覚かく悟ごを決める光宏。しかし、相手は何を思ったか。

「ちょっとあなた、すみません、顔を見せてください！」

　そう言って彼女が摑んだ肩は──なぜか月代の方だった。

　そう、月代だ。光宏も美春も無視して、なぜか副会長は月代に反応してしまった。

「んー、何さ」

　不ふ機き嫌げんそうに答える月代。さも人ひと違ちがいだと言わんばかりだが、しかしチナツは間違いなく、このゴスロリ娘を見てうろたえている。

　いったいなぜか、と思いきや。

「あ、あなたはやっぱり……いつぞやのヘンタイさんっ！」

　月代を見み据すえてプルプル震ふるえながら、チナツは叫んだ。

　そう言えば……彼女は被ひ害がい者しやなのだ。月代の。

　ただ、あれは現実世界で起きたこと。だからその時のチナツの記き憶おくは、すでにリセットされているはずなのだが……。いや、簡単には忘れられないほど強きよう烈れつなトラウマになっていた、ということか。

　しかしこのトラウマは、チナツだけのものではない。ヤヨイもまた月代を睨にらみ付け、あられもない格好で叫ぶ。

「む、貴様はあの夏祭りの夜、私のニセモノに淫みだらなことをしていた妖よう魔ま！　さては貴様の仕し業わざか、ノアどのがおかしくなったのは！」

　大正解だ。否定しようがない。

　そして「月つき代よがいる」というこの情報は、瞬またたく間に他の萌もえっ娘こ達にも広がっていく。

「いつかのヘンタイ！　ミツヒメの仲間だったのね！」

「やだ、また私、変なことされちゃうの？」

「みんな、そうなる前に捕まえるわよっ！」

　そう、ここにおいて、彼女達のターゲットは、はっきりと切り変わった。

　ミツヒメに扮ふんしたノアではない。かつて二次元達に破は廉れん恥ちな所業を繰くり返し、トラウマを植え付けてきた大悪党──元「アナザー・ミウミ」こと、月代その人へ。

「え、私なの？　何で？」

　そう言ってポカンとするうちに、瞬く間に包囲されてしまうゴスロリ女。実に自じ業ごう自得だ──が、あいにく彼女も、このままおとなしくしているような玉じゃない。

　月代は不意にこちらへ向き直ると、ニヤリと笑い、偉えらそうに叫んだ。

「おい煩悩野郎、どうやら次の囮役は、私の方がふさわしいみたいだね！」

「ああそうだな。頑張れ」

「え、引き止めないの？　まあいいや。……じゃ、二人ともまた後で。紗衣によろしくね！」

　そして光みつ宏ひろと美み春はるに言い残し、ポケットから取り出すのは、彼女が使うメタリックブルーのペンタブレットと、真っ黒な携けい帯たい電話。そのディスプレイは、すでに怪あやしい輝かがやきを帯びている。

「ククッ、もうこういうことからは足を洗おうと思っていたけど……止やめられないよね！　だって、すっごく楽しいんだからさぁっ！　みんな、お楽しみはこれからだ！　出て来い、私のタコさんっ！」

　もはや板に付いた悪役台詞ぜりふとともに、月代は携帯電話に向かって呼びかけた。

　その瞬しゆん間かん、真っ黒な光を放つディスプレイ。続いて携帯電話の中から、見慣れたを通り越こして見み飽あきてきた巨きよ大だいダコが、にゅるりと姿を現した。

「いやぁっ！　また出ちゃいましたぁ！」

　チナツが真っ赤になって叫んだ。いろいろと悪あしき記憶が蘇よみがえったらしい。

　しかし、タコだけでは済まない。月代はやる気だ。

「続いてカモォン、スライムさんっ！」

　そう叫んで宙にペンを振ふるうや、タコの後を追うようにして、プルンと震える巨大水みず饅まん頭じゆうのような塊かたまりまでもが、中庭の中央に飛び出してくる。

「う、何だか見ているだけで鳥とり肌はだが……」

　ヤヨイもまたスライムを目まの当たりにして、得体の知れない怖おぞ気けに震え出している。

　タコとスライム。どちらも可愛らしくデフォルメされてはいるが、月代が「特定の目的」のためだけに使う、紛まぎれもない破廉恥モンスターだ。その姿に、二次元娘むすめ達全員に戦せん慄りつが走る。

　そして──今回は、さらに援えん軍ぐんもいるわけで。

「ノアたんも、もう茶番は終わりだよ！　ここにいる全員、脱ぬがせちゃえ！」

「かしこまりました、マイマスター」

　コクリと頷うなずき、ミツヒメのホログラムを解除するノア。金属製の白いレオタード姿に戻もどった無機質な美少女アンドロイドは、今やすっかり、月代を主あるじと認めてしまっている。

　で。さらに忘れちゃいけないのが、あと二名。

「おいで、エステルたん、リリアンたん！」

　月代の──こちらは正当な作者の呼びかけに応こたえ、携帯電話の中から、破廉恥軍団の締しめを飾かざる新しん鋭えい姉し妹まいが、ついに姿を現した。

「はぁい、おっきなオムネが大好きなみんな～！」

「はぁい、ちっちゃなオムネが大好きなみんな～！」

　一部を除いて見事にハモり、双ふた子ごの悪魔っ娘が元気に叫さけぶ。片やピンク、片や赤のラバースーツに身を包む、爆ばく乳にゆうと貧ひん乳にゆうのコンビ。月代のオリジナルキャラ、エステルとリリアンだ。

『おねーさん達の呪のろいで、みんなのサイズ、変えちゃうぞ～☆』

　こちらは完全にハモった。ということは──またアレをやる気だ。

　光宏は思わず後あと退ずさった。周りの二次元同様、つい数時間前に自分が植え付けられたトラウマもまた、計り知れない。

「逃にげよう、井い川かわさん！」

「え？　う、うん……」

　呆あつ気けにとられている美春の腕うでを摑つかみ、光宏は急いで、中庭から建物へと舞まい戻る。その直後、美少女達が一いつ斉せいに悲鳴を上げ始めるのが分かった。

「くらえっ、爆乳ビーっム！」

「きゃぁ、私のオムネ、育っちゃいましたぁっ！」

「何をっ、貧乳ビーっム！」

「いやぁぁぁっ！　今度は前より縮んでるぅっ！」

　……おい、人の胸で遊ぶな。

　恐こわいもの見たさで光宏が振り向けば、そこには逃げ惑まどう萌えっ娘達に向かって、空から桃もも色いろ怪かい光線を乱射する双子と、無意味にクネクネ踊おどるタコ。スライムはスライムで手当たり次し第だいにのしかかり、ノアは光の速さで駆かけ廻めぐりながら、みんなのスカート下ろしに勤いそしんでいる。

　そして中央には、青いペンとヒヨコを振り回して高笑いを上げる月代の雄ゆう姿しが。

「ふはははははっ、いいぞいいぞ、もっとやれ～」

　……て言うか、囮おとりとか関係なしに楽しんでないか、あいつ。

「葛かつ本もとくん、もうアレはほっといていいんじゃない？」

　美春がメガネのズレを直しながら提案した。さすがにいつもなら暴挙を止めに入る彼女も、今はそんな気も起きないらしい。

「今大事なのは紗さ衣えに会うこと──。まあ、月つき代よは大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「むしろ、他ほかの女の子達が心配だけどね……」

　そう言いながらも、光宏は腹を決めた。

　この場は月代に任まかせる。自分達は紗衣の部屋──三階を目指す。

「行こう、階段はこの先だ！」

　光宏は顔を上げ、美春とともに再び走り出した。もはやフードも必要ないと、頭の後ろへ放ほうり出す。どうせここの萌もえっ娘こ達は、月代の相手で手て一いつ杯ぱいなのだから。

　階段はすぐ先に見えた。今日一度上がって、すぐに撃げき退たいされた階段。でも、今は──。

　……今は？

（そう言えばあの中庭、全員集まってたっけ……？）

　思い出そうにも、それほどきちんと観察できたわけではない。

　そして光宏の懸け念ねんは、見事一つ目の踊り場で的中することになった。

「待ちなさい、ミツヒメ！」

　息を弾はずませ階段を駆け上がってきた二人の前に、青いローブがはためいた。

　ポニーテールに結ゆわえた髪かみの下、顔に挑ちよう発はつ的な笑えみを湛たたえ佇たたずむのはプラム。ローブ下のタンクトップとホットパンツがこれまた挑発的な、カリンのライバルだ。

　どうやら待ち構えていたらしい。一人で。

「フフフ、お姉さまのもとへは行かせないわよ。陽動作戦だなんて、ずいぶんケチな手を使ってくれたわね。でもそんな小細工は、すべてプラムの盗ぬすみ聞きしたとおり！　……じゃなかった、推理したとおり！　全部お見通しなのよっ！」

　そう言うや、彼女は問答無用で両手を掲かかげる。その左右の手の平に輝かがやく青い光は、紛まぎれもなく魔ま力りよくによるもの。おそらくは──攻こう撃げき魔法。

「待つんだ、プラムちゃん！」

　光みつ宏ひろが叫ぶが、その洗脳パワーも効かない今、お姉さまへの愛に暴走するポニーテールは止まらない。

「これで終わりよ！　あんたを倒たおして、プラムはお姉さまにホメホメされるんだから！　消し飛びなさいっ！」

　声も高らかに、物ぶつ騒そうな光をこちらへ向けて解き放とうと、腕を振ふり下ろした。

　強きよう烈れつなサーブ。しかも無む駄だに二刀流。まともに食くらえば無事では済まない。が、あいにくここは狭せまい踊り場。逃げられようはずもなく。

（──やられるっ！）

　光宏が覚かく悟ごしたその時。とっさにプラムに向かって、飛び出した者がいた。

　この場にいるもう一人──。美み春はるだ。

　いったい何を思ったか。危険を顧かえりみず青魔導士に飛び付いた彼女は、真正面から相手の輝く両手を取り、そのまま押さえ込むように、背後の壁かべにドンッ！　と押し付ける。

「な、何すんのよっ！　プラムに変なことしたら、お姉さまが許さないんだからっ！」

　無理やり万ばん歳ざいのポーズで固定され、喚わめくプラム。だが美春は彼女の拘こう束そくを解とこうとはせず、真っ向からその目を見みつめ、一言。

「──黙だまりなよ」

「ひっ？」

　突とつ然ぜんの高圧的な物言いに、不意にプラムが強こわ張ばった。

「な、何よいきなり……」

　そう言って身を竦すくませ、目を泳がせる。だが美春は、そんなプラムを見下ろすように顔を寄せ──。

「あんた、さっきからお姉さまお姉さまって騒さわいでるけどさ。忘れてもらっちゃ困るんだよね」

　追い打ちをかけるように、囁ささやいた。

「あんたは……私の嫁なんだよ」

「……えっ？」

　その瞬しゆん間かん、プラムの腕うでから力が抜ぬけた。

　青い光が萎しぼむように消しよう滅めつし、だらりと手首が下がる。それでも美春に支えられ、万歳の形は崩くずせないまま、プラムは徐じよ々じよに頰ほおを紅潮させていく。

　どこかの少女漫まん画がにありそうな光景だ。いや、今はどっちも女の子がやってるけど。

（そう言えば……プラムちゃんって、もともと井い川かわさんのリクエストで描かかれたキャラなんだよな……）

　見つめ合う二人の乙おと女めを前にドキドキしながら、光宏はそれを思い出した。

　そう、かつて美春が紗衣に「ライバルキャラ」というお題でリクエストした存在──それがプラムだ。だから紗衣に言わせれば、プラムは美春の嫁……ということになるらしい。三人で同人誌を作る時、そんな話をした記き憶おくがある。

　もっともあの時、美春は「嫁じゃない」とツッコんでいたけど。それに、紗衣がプラムとイチャイチャしていた事実は覆くつがえせないのだけど。

　しかし突然の嫁宣言に、プラムは満まん更ざらでもないらしい。

「ぷ、プラムにはお姉さまがいるのよ？　何であんたなんかと……」

　そう言いながらも顔を真っ赤にし、自分を拘束する美春の息いき遣づかいを感じて、もじもじする。もともとプライドの高い彼女のこと。逆にこういう強ごう引いんな攻せめにこそ、弱いのかもしれない。

　……などと光宏が考えていると、美春がこちらを振り返り、目で上の階を指し示した。「ここは任せて早く行け」ということらしい。
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　よかった。ただの演技で。

　光宏はコクリと頷うなずくと、三み度たび階段を上り始めた。

「せ、責任取ってくれる……？」

　背後でプラムの弱々しい声が聞こえたけど、気にせずに。

　一気に駆かけ抜け、二階から次の階段へと移る。さらに二つ目の踊おどり場へ。ただし、もう待ち受ける者は誰だれもいない。

　紗さ衣えの部屋まであとわずかだ。光宏はそれを思い、逸はやる気を抑おさえることなく足を速める。

　途と中ちゆう、壁の崩れた所に差し掛かかる。一度目に光宏がここを訪おとずれた時、カリンがそれを迎げい撃げきしようとして、盛せい大だいに魔法で穿うがった痕あとだ。今は大きな穴が開き、そこから外気が追い風となって流れ込んでいる。

　その風に乗り、光宏はついにラストスパートに入った。

　すでに息は苦しくなっている。もともと走るのは得意ではない。しかし今、心の高ぶりは、肉体の限界さえ乗り越こえる。

　──もう少しだ。もう少しで北きた原はらさんに会える！

　三階の床ゆかを踏ふみ締しめ、それでも足は止めず。光宏は無人の廊ろう下かを走り続けた。

　やがて突つき当たりに、一対ついの扉とびらが見えた。紗衣は、あの向こうだ。

　ようやく辿たどり着いたそのゴールに、光宏は身体からだ全体で激げき突とつするように、思いっきり扉を押し開いた。

「北原さんっ！」

　苦しい肺を絞しぼり、汗あせだくで叫さけんだ。

　だが──。

「……お待ちしてましたわ、ミツヒメ様」

　迎むかえてくれたのは、紗衣の声ではなかった。

　そう、この「お姉さまの部屋」に、主あるじの姿は見当たらない。代わりに佇たたずむのは、真っ赤なメイドコスチュームの二次元娘むすめ。

「ア、アサミさん……」

　汗で霞かすむ視界の中に捉とらえた、アサミのサディスティックな笑え顔がおに、光宏は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

　いや、アサミだけではない。続いて物もの陰かげから飛び出し、光宏を包囲するのは、見慣れた四人の美少女達。

「ミツヒメさん、覚かく悟ごです！」

　右腕に飛び付いてくるナギサ。

「おとなしく捕つかまってください、ヘンタイさん！」

　左腕に飛び付いてくるナナコ。

「ニャーッ！」

　頭上から降ってくるタマミ。

　そして最後に。

「もう逃にげられないよ、悪あく魔まさんっ！」

　背後からカリンにムギュッと抱だき付かれ、光宏は床に倒たおれ伏ふした。

　すでに抵てい抗こうできるほどの体力は残されていなかった。荒あらい息をつきながら、光宏は萌もえっ娘こ達に身を任せ、ただ心の中で紗衣の名を呼び続けた。




　一分後。ようやく寮りよう内ないに、ミツヒメ確保を告げる放送が流れた。
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「それじゃ、さっそくいろいろ訊きいちゃおうかな」

　サーヤのそんな明るい言葉に、佐さ和わはぐったりした表情で、相手を見返した。

　食堂から医務室まで連れて来られたものの、さほど状じよう況きようは変わってない。結局、二次元キャラと顔を突つき合わせて、どうでもいい質問攻ぜめに遭あうだけだ。

「訊いたって、べつに新しい情報は出ないってば」

　だから佐和は、気だるそうに椅い子すの背もたれに身を預けながら、白衣のエルフに向かって釘くぎを刺さしておいた。

「あの看護師にも言ったけどさ、私は記き憶おく喪そう失しつでも何でもないの。名前だってユキじゃないし、みんなと違ちがって二次元なんかじゃない。……こんだけ繰くり返し説明してるのに、どうして分かってくれないわけ？」

　すでに説明から愚ぐ痴ちに変わっている。まあ、これだけ理り不ふ尽じんな状況が続いているのでは、無理もない。

　佐和はひとしきり喋しやべると、すぐに口を噤つぐんだ。

　このサーヤという二次元が何を訊きたいか知らないが、これ以上語る要素はない。それでもなお質問しようと言うなら、佐和にしてみれば、腹立たしいだけだ。

　しかし──サーヤの答えは意外だった。

「その辺の情報は、まさに何度も聞いたよ。さっき食堂でね」

　そう言って、彼女はクスリと微ほほ笑えんだ。

　外見の幼さも相まって、まるで友人に向けるかのような笑え顔がおだ。そして──この笑顔が相手の心を解きほぐすことを、彼女は自覚しているのだろう。表情を緩ゆるめたまま佐和とは逆に、自分の背もたれからグイと身を乗り出して、こんなことを告げた。

「だから私が知りたいのは……そう、キミ達のことだよ」

「私……達？」

「そう。キミと、それから北きた原はらさんと──もちろんキミのお兄さん、光みつ宏ひろくんのこともね」

　兄の名が出た。正しい形で。

　佐和はそれを聞くと、サーヤに倣ならって、背もたれから身体からだを離はなした。

　二人の距きよ離りが、自然と縮まった。




「さっきね、一時間ほど前だったかな。この医務室に、変わったお客さんが来たの」

　サーヤはそう言うと、手にしたアイスコーヒーのグラスに軽く口を付け、唇くちびるを湿しめらせた。

　佐和もまた彼女に倣って、おずおずと、自分用に出された黒い液体を口に含ふくむ。

　舌先に心ここ地ちよい刺し激げきが走る。別段どうということはない、ごく普ふ通つうのアイスコーヒーの味だ。

　もちろん、絵に描かかれたものなのだけど。

　佐和がコーヒーを味わうのを見届けてから、サーヤは話を再開した。

「そのお客さんは、ミツヒメそっくりなのに、男の子だったの。しかもね、とんでもないことを言い出したんだ。自分は別の世界から、北原さんを迎むかえに来たんだ──って」

「……それって、もしかしてミックン？」

「そう、ミックン。光宏くん。……私も最初はよく分からなくて混乱したけど、食堂でキミとメイさんとの話を聞いてたら、ようやく気づいたよ。『ああ、さっきの子は、佐和さんのお兄さんだったんだ』ってね」

　ごめんね、とサーヤはそう続けた。それが何に対する詫わびなのか、佐和にはよく分からなかった。

　記憶喪失者として扱あつかってきたことか、それとも気づくのが遅おそかったことか。いや、もしかしたら、食堂ですぐに指し摘てきしなかったことかもしれない。

　でも、今となってはどうでもいい──。佐和はそう思う。

　なぜなら、サーヤは間違いなく、自分の「理解者」なのだから。

「でさ、キミも北原さんを迎えに来たの？」

　蟠わだかまりを解いたところで、サーヤはさっそく質問してきた。

「だとしたら光宏くんと同じだけど……でもその割には、キミは北原さんとずっと一いつ緒しよにいたのに、彼女を連れて逃にげようとしなかったね」

「いや、ミックンが何しに来たかは知らないけど、私はただ巻き込まれて、この世界に来ただけだもん」

　佐和は正直に答えた。そう、元はと言えば、紗さ衣えの家にいたメカっぽい二次元娘むすめが悪い。いきなりこちらをユキと勘かん違ちがいして、この二次元世界に無理やり転送してしまったのだから。

　だから、べつに紗衣を迎えに来たわけではないのだ。そもそも、紗衣や兄がここで何をやっているのか、佐和にはさっぱり把は握あくできていない。

　ふと、気になった。紗衣の浮うかない顔や、光宏が追われる理由が。

「ねえ、サーヤさん」

　佐和は、逆に訊たずね返してみた。「二次元に向かって語りかけている」という状況に、多少違い和わ感は覚えながら。

「いったいミックン達に何が起きてるの？　私は、できれば早く元の世界に帰りたいんだけど……なんか今って、誰だれも帰ろうとしてないみたいじゃん。どうなってるわけ？」

「ああ、それねぇ。私もこの学園じゃ新参者だから、詳くわしくは知らないんだけど……。実はミツヒメっていうヘンタイ悪あく魔まが──」

　何やら良からぬ単語が飛び出したものの。あいにくサーヤの解説は、そこで中断されることとなった。

　唐とう突とつにガラリと入り口のドアが開いて、一人の女の子が顔を覗のぞかせたのだ。

「あの、サーヤ先生……」

　見れば、さっき食堂で紗衣に肉まんを届けていた、ちっちゃい娘こだ。紗衣は「マユ」と呼んでいたっけ。

「ちょっと……診みてもらえないですか？」

　マユは廊ろう下かに立ったまま、恐おそる恐おそるサーヤに話しかけてくる。それに対してサーヤが笑みを見せると、マユもようやく勇気を振ふり絞しぼって、医務室に入ってきた。

「マユちゃん、だったね。いったいどうしたの？」

「ええと、それがその……」

　何やらもじもじしながら口くち籠ごもる。佐さ和わが気を利きかして椅い子すからどくと、マユはそこへ座り込み、顔を真っ赤にしながら。

「あの……オムネが」

「ん、オムネ？」

「はい。その……急に」

　そう言って、彼女は震ふるえる手で、己おのれのシャツをそっとたくし上げた。

　その瞬しゆん間かん──佐和は確かに見た。中身を失って力なくたわむ、純白のスポーツブラを。

「縮んじゃったのっ！」

　同時にベソをかき出すマユ。何と言うか……いや、何をどうしたら縮むのやら。

　しかし呆あきれる佐和と違って、そこはプロのサーヤ。優やさしくマユの頭を撫なでながら、「いったい何があったの？」と、彼女は穏おだやかに問いかけた。

　その声に、マユもどうにか説明を始める。

「あのね、マユ、お兄ちゃんをお部屋まで送ってから、みんなと合流しようと思って、中庭に行ったの」

「お兄ちゃんって、北きた原はらさんのことね？」

「うん……」

　佐和にしてみれば、まず一番にツッコみたい部分を肯こう定ていし、二次元の奇き怪かいな問もん診しんは続く。

「そうしたらね、中庭に変なおねーさん達が飛んでて、ビームを撃うってきたの。それがマユに当たって……」

「それでオムネが？」

「うん……。どうしよう先生、どうしたら元に戻もどるの？」

「そうだなぁ……。たぶんこれは、呪のろいの一種だと思うから──」

　いや、どんな呪いだ、それは。

　佐和は大きく溜ため息をついた。さっき理解者を得た時の安あん堵ど感はどこへやら。逆に不安しか湧わいてこない二人の会話に、改めて思う。

（うぅ、早く帰りたい……）

　それが佐和の、何よりの願いだ。

　しかし願いを実現したくとも、肝かん心じんの迎むかえがちっとも来ない。

（ミックン、何やってんだろ……。さっき警報が鳴ってたけど、無事なのかなぁ。無事じゃなきゃ困るんだけどな。私が帰れないし……）

　兄の身を、自分の身のついでに案じながら、佐和はもう一度溜め息をついた。

　そして──新たな放送が流れたのは、そんな時だった。

『生徒会副会長さんに代わって、わたくし、アサミがお送りします』

　妙みように色っぽい声が、寮りようのスピーカーというスピーカーから迸ほとばしった。

『たった今、手配中のミツヒメを確保しました。生徒会に引き渡わたしたいと思いますので、チナツ副会長はとっとと引き取りに来てください。……まったく、副会長ともあろうお方が、たかが突然爆ばく乳にゆうになったぐらいで、どこかに引き籠らないでほしいものですわね』

　最後の一言は、割と余計だったかもしれない。が、それよりも今のニュース、佐和にとってはかなり一大事だ。

　ミツヒメ──要するに、光みつ宏ひろのことだろう。それが捕つかまったとなれば、現実世界への唯ゆい一いつ期待できる鍵かぎが、失われたに等しい。

「あーあ、あのバカ兄貴……」

　思わず非難も口に出る。と同時に、サーヤがプッと吹ふき出した。いや、笑い事じゃないのだが。

「捕まっちゃったね～」

「……明るく言われても困るんだけど」

「ごめんごめん。でもさ、お兄さんも頑がん張ばったんだから、許してあげなよ」

「そんなこと言ったって、バカには違ちがいないし」

　腕うで組ぐみしながら憮ぶ然ぜんと答える佐和。すると、いったい何に反応してか。座っていたマユがこちらを見上げ、おずおずと話しかけてきた。

「ねぇねぇ、お姉ちゃん。お姉ちゃんは、お兄ちゃんと仲が悪いの？」

　しかも、妙に心配そうに。

　正直、反応に困る。佐和は「うぅ」と呻うめいてマユの顔を見やり、少し迷ってから。

「普ふ通つう」

　とりあえず、そう答えた。

「べつに仲良しってわけじゃないけどさ。まあ、普通なんじゃない？」

「でも、自分のお兄ちゃんのこと、悪く言うなんて……」

「いや、だからさぁ。兄妹きようだいで悪口ぐらい、普通に言うってば」

　佐さ和わはそう思う。特に歳としが近いともなれば、喧けん嘩か常じよう套とう。たまにクラスの子達と身内の愚ぐ痴ちを零こぼし合っても、みんな概おおむねそんな意見に落ち着いてしまう。

　だから、これが普通なのだ──と佐和は思っている。まあ、自分の場合は、「双ふた子ごかつクラスメイト」という、かなり密着した場所に兄がいるから、人よりも喧嘩常套に拍はく車しやがかかっているのかもしれないけど。

　しかしここにいる二次元には、そんな現実の感覚は理解できないらしい。

「マユは……マユのお兄ちゃんのこと、大好きだよ？」

　妙に寂さびしそうに、マユは言った。まるで佐和の兄妹観に哀あわれみを抱いだくかのように。

　ちなみに彼女の「お兄ちゃん」というのは、紗さ衣えのことらしい。ツッコミどころがでかすぎて困るけど。

「マユね、お兄ちゃんのことを想おもうと、いつもオムネが切なくなっちゃうの」

　ペッタンコになった胸むな元もとに両手を添そえ、何やら病的なことをのたまうマユ。今もきっとそうなのだろう。頰ほおを赤らめ、頭の中は「お兄ちゃん」でいっぱいになっているに違いない。

　もっとも佐和の方は、全然共感できないが。いや、むしろ今の台詞せりふが、自分のものだったらと思うと──まったく鳥とり肌はだしか立たない。

「やめてよ。兄貴に切なさなんか覚えてどうすんのよ」

　だからそう抗こう議ぎするのだが、マユの意見は変わらないらしい。

「それは、お姉ちゃんがお兄ちゃんと仲良しじゃないからだよ」

「じゃあ、仲良しだったら切なくなるわけ？」

「うん……。あのね、マユの初はつ恋こいの人は、お兄ちゃんなんだよ？」

　そうやって、またまたあり得ないことを言う。おかげで佐和の鳥肌はどんどん増していく。

　そして極きわめつけは、この一言。

「マユ、大きくなったら、お兄ちゃんのお嫁よめさんになるのっ！」

　顔を赤らめ、それでも何やら得意げに。空想上の「妹」は、堂々と兄との婚こん約やく発表など仕出かしてくれた。

　たぶん今の発言が許されるのは、小学校低学年までだ。いや、佐和が幼い時にそんな発言をしていたかと言えば、答えはノーだけど。

　ともあれ、言うべきことは言っておきたい──。そう思い、佐和はマユに向かって、至し極ごく真ま面じ目めに告げる。

「あのさ、あなたの場合は仲良しとかじゃなくて、ただの近親そ……」

「おっとキミ、それ以上の発言はマナー違い反はんだっ！」

　佐和の禁句は、不意に飛んできたそんな台詞によって、間かん一いつ髪ぱつで遮さえぎられた。

　聞き覚えのない声だった。しかも、廊ろう下かからだ。

　何事かと視線を向ける佐和。と同時に、勢いよくドアが開け放たれ、早くも声の主がズカズカと医務室に入ってくる。

　だが──その人物の姿は、佐和にとって、非常に衝しよう撃げき的なものだった。

　歳は概ね同世代。真っ黒なゴスロリドレスに、なぜかヒヨコのぬいぐるみを抱かかえて佇たたずむ女の子。その無意味にニヤついた笑え顔がおは気になるものの、もっと重要な点が一つ。

　そう、この子は──。

「三次元だ……」

　思わず佐和は呟つぶやいた。

　そう、三次元だ。絵に描かかれた存在ではない、現実世界の人間だ。てっきり自分の他ほかには、紗衣と光宏しかいないと思っていたのに、まさかもう一人いただなんて。

　助けてくれるかも──という期待が、一いつ瞬しゆんにして佐和の心を支配する。しかし相手は、そんな佐和に向かって、笑顔で話しかけてきた。

「キミが佐和たん？　いや、ほんとユキたんにそっくりだね！　やべぇ萌もえちまうよ、三次元なのに」

　その言葉に佐和の表情が凍こおり付いたのは、言うまでもない。

　いや、そもそも。

（誰だれだよ、コイツ……）

　むしろそれが気になった。今さらながら。




　　　　２




　一応断っておくと、岡おか田だ月つき代よ──とゴスロリは名乗った──は、一人ではなかった。

　彼女の後ろには、何やら大だい胆たんな格好の巫女みこっぽい二次元が、怒いかりの形相で付き添っている。佐和は何となく、「警察に護送されてきた犯人」を想像した。もちろん、犯人は月代の方で。

「何があったの、ヤヨイさん？」

　サーヤに訊きかれて、巫女がその表情を少し緩ゆるめる。この警察役は、どうやらヤヨイという名前らしい。そう言えば食堂にもいた気がする。だいぶコスチュームが変化しているけど。

「こちらも、ようやく月代どのを取り押さえたのだ。被ひ害がいは甚じん大だいだったが……」

　ムッとして答えるヤヨイ。その目が、ふとマユの方に向く。

「マユどの……気の毒に」

「ヤヨイお姉ちゃんも、そのオムネ……」

「み、見ては駄だ目めだ！」

　ヤヨイはそう言うと、慌あわてて着物の衿えりを、己おのれの胸元に手た繰ぐり寄せた。もっともそれしきでは、盛せい大だいに覗のぞく巨きよ大だいなバストの谷間は、まったく隠かくれてくれそうもない。そもそも前を押さえたところで、袖そで口ぐちからかなりはみ出しているし。

（あれ、この巫女の人……さっき食堂で見た時は、もっと普ふ通つうのサイズだったのに）

　横手で首を傾かしげる佐さ和わ。まあ、被害甚大と言うからには、何かいろいろとあったのだろう。あまり想像したくないけど。

「で、ヤヨイさんもオムネの治ち療りよう？」

　サーヤが冗じよう談だんめかして訊たずねると、ヤヨイはすぐに首を横に振ふった。

「いや、確かに私とて、こんなはしたない姿はごめんですが……それよりも今は、傷テープを何枚かいただきたい」

　大真面目に、彼女はそう答えた。

　なるほど、医務室に来る理由としては、至極真っ当だ。少なくとも、胸よりは。

　しかし佐和の見る限り、ヤヨイは怪け我がなどしていない。じゃあ月代か──と思ったが、彼女も相変わらずニヤニヤしたまま、傷一つなくピンピンしている。

　サーヤも、それを疑問に思ったのだろう。

「怪我人は誰？」

　ヤヨイに向かって、そう訊ねた。

　それに対して答えたのは、月代の方だった。

「そりゃもちろん、ピヨ五ご郎ろうだよっ！」

　そう言って、抱だいていたヒヨコをクルリと裏返す。と、そこには地味に開いた穴と、もっこりはみ出した少量の綿が。

　これは……彼女なりに面おも白しろいと思ってやっているのだろうか。

「さあ、白衣のおねーたん、早く応急処置を！」

「……キミ、もしかして私のこと、からかってる？」

　笑顔に怒りマークだけ貼はり付けて問い返すサーヤ。しかし月代は謝ろうともせずに、緩んだヒヨコをサーヤにギュウギュウ押し付ける。

「まずは傷口を丁てい寧ねいに舐なめてあげて！」

「……誰が舐めるか」

「あっそう？　おねーたんがやってくれないなら、マユたんでもいいよ？」

「え、マユが？」

　いきなり振られて、マユが見目も露あらわに怖おじ気けづく。そりゃそうだろう。

「で、でも、そのヒヨコさん……何だかくすんでない？」

「ククッ、いい質問だね！　何を隠そうピヨ五郎には、今まで私が相手をしてきた数多くの萌えっ娘こ達の、汗あせと涙なみだとその他諸もろ々もろが、そりゃもうたっぷりと染しみ込んでるのさ！」

「う……、じゃあマユ、遠えん慮りよしとく……」

　マユはすぐに拒きよ否ひした。実に賢けん明めいな判断だ。

　サーヤに振られ、マユに振られ。それでも月代はしつこく、今度は佐和に向き直る。

「じゃあ、ぜひ佐和たんに」

「やだ」

　ヒヨコを掲かかげて迫せまる月代に、佐和はストレートに意思表示してやった。

　それにしたって、いったいこの子は何なんだ。せっかく新たな生身の人間に巡めぐり合えたと思ったのに、この月代というやつは、得体が知れないにも程ほどがある。

　もしかしたら、まともに相手をしてはいけないタイプなのかも──。佐和がそんなことを考えていると、サーヤが護送役の巫女に向かって訊ねた。

「ねえヤヨイさん、この子、何で連れてきちゃったの？」

　佐和も同意見だ。

　そしてヤヨイもまた、難しい顔でそれに答える。

「私も不本意でしたが……。『この鳥がピンチだからどうしても』と言って、月代どのが聞かなかったのです。一応、ペンと携けい帯たい電話は没ぼつ収しゆうしたので、もう危険はないかと」

「何その『危険』って……」

　今のは佐和の発言だ。危険なのか、コイツ。

　しかし、ペンと携帯電話でどんな「危険」を仕出かすのかは、さっぱり不明だ。佐和は用心しながら、改めて月代を睨にらみつける。

「佐和たん、どうしたの？　私に惚ほれた？」

「惚れないってば」

　ホント、何なんだろう、この子は……。

　ゴスロリ娘むすめの珍言に、佐和はひたすら頭を悩なやませ続ける。何だかこれと似た感覚を、つい最近味わったな──と思ったら、何のことはない、紗さ衣えとの会話にそっくりだ。意味不明具合が。

（あれ？　そう言えば北きた原はらさん、どこかでこの子の名前言ってなかったっけ……？）

　月つき代よさんがどうとか、何かの折に言っていた気がする。

　じゃあ……紗衣と月代は友達同士なのか。だったら、この不可解ぶりは理解できなくもないけど。

「そうだ、ヤヨイさん。このお姉ちゃんの仲間はどうしたの？」

　ふとマユが、思い出したようにヤヨイに訊ねた。

　その台詞せりふに、佐和の耳は自然と引きつけられる。どうやら月代には仲間がいるらしい。

　もしかして、兄のことだろうか。それとも……。

「ああ、あの大ダコと巨きよ大だいスライムなら、どうにか倒たおしたぞ」

　しかしヤヨイの口にした単語は、どう聞いても突とつ拍ぴよう子しのない代物だった。タコとスライムでは、二次元がどうとか言う前に、もはや人間じゃない。

「それと、ノアどのもバッテリー切れで停止中だ。後でプログラムを修復するために、お姉さまのもとに預ける手て筈はずになっている。これでもう、暴走することもないだろう」

「じゃあ、赤とピンクの悪あく魔まのお姉ちゃんは？」

「むう、あの二人は……すまない。逃にげられた」

　そんなやり取りを繰くり広げるマユとヤヨイ。二人の話をいくら聞いたところで、どのみち自分にはよく分からない──と、佐さ和わはようやく結論を下した。

　……で、これからどうするか、だけど。

「さあ、白衣のおねーたん、ピヨ五ご郎ろうに処置を！」

　月代はサーヤに向かって、しつこくヒヨコを押し付けている。いったいどこまで本気なのか。しかし、まったく退く素そ振ぶりはない。

　そして──このしつこさに、ついにサーヤも観念したらしい。

「もう、分かった分かった。なんかテキトーにやってあげるから、こっち貸しなさい」

　どうにかしないと終わらないと悟り、月代の手からヒヨコを受け取った。

　だが、その瞬しゆん間かん──。

「ふはははははっ！　引っかかったね、おねーたんっ！」

　突然の月代の高笑い。それに合わせて、ヒヨコがブシューッっと煙けむりを噴ふいた。

　そう、煙だ。いったい何が仕込まれていたのか。開いた穴から大量の白い煙をもうもうと噴き出し、たちまち医務室を白一色に染め上げてしまう。

「くっ、しまった！」

　ヤヨイが叫さけぶが、すでに遅おそい。全員が視界を塞ふさがれ、まともに身動きを取るのも不可能だ。

　そんな中、佐和は確かに耳にした。窓ガラスが割れる音を。

　同時に煙が風に吸われ、外に流れ出していく。そして微かすかに晴れた視界に、今までなかった人ひと影かげが二つ、佇たたずむのが見えた。

　いや──人ではない。人にコウモリの翼つばさは生えてない。

「やっほー、月代お姉さま、迎むかえに来たよっ」

「さ、私達に摑つかまって？」

　妙みように能天気な明るい声が二つ、医務室に響ひびく。どうやら、例の「月代の仲間」が助けに来たようだ。

　すごく見覚えのある顔だけど。確か今朝方、兄を拉ら致ちしていかなかったか、この二人。

「でかした、エステルたん、リリアンたん！」

　月代はそう言うと、煙に咽むせるサーヤからヒヨコを引ったくり、そのまま彼女達のもとへ。そして赤とピンクのコスチュームに挟はさまれるようにして、しっかりと抱だき止められる。

「悪く思わないでね、白衣のおねーたん！　この部屋が目的地に一番近かったもんだからさ！」

　振り返り、サーヤに向かって叫ぶ月代。その身体からだは二人の女悪魔に支えられ、すでに宙に浮うき始めていた。

「目的地ってどこよ！」

　サーヤが訊たずね返した。それに対して、月代は事もなげに答える。

「決まってんじゃん。紗衣に会いに行くんだよ！　……私の親友なんだから」

　最後にそっと呟つぶやいた声の低さは、果たして何を意味していたのか。

　やはり佐和には分からない。ただ、これだけは間ま違ちがいない。

　すべては紗衣を中心に動いているのだ。光みつ宏ひろも月代も、それに自分も──北原紗衣という人間が起こした「何か」に引かれ、あるいは巻き込まれ、ここにいる。いや、三次元だけじゃない。この二次元世界や動くイラストだって、紗衣の存在が大きく絡からんでいるはずなのだ。

　そして、それを理解した瞬間。

「待って！」

　晴れ切らない部屋の中、派手に椅い子すを蹴けっ飛ばしながら、佐和は月代の身体に飛び付いた。

「おぉ？　何、どうしたの佐和たん？」

「見りゃ分かるでしょ！　私も連れてって！」

　それが、佐和の決断だった。

　二次元の理解者のもとに留とどまるか。それとも、三次元の危険人物に付いていくか。実のところ、究極の選せん択たくではある。しかし──どのみち佐和の願いは、ただ一つ。元の世界に帰ることだけだ。

　そして、そのために紗衣が必要だと言うなら、今選ぶべき相手は一人しかいない。

「了りよう解かい。じゃ、しっかり摑まってなよ？」

　月つき代よはそう言うと、ちっこい身体に佐和をしがみ付かせたまま、悪魔達に命じて窓から外へ飛び出した。

　すぐ後ろでサーヤが何か叫んだが、聞き取るには、すでに距きよ離りが開きすぎていた。

　せっかく理解者になってくれた彼女に、多少申し訳なさも抱いだきつつ。佐和は月代とともに、重力に逆らって引っ張り上げられていく。

　向かう先は頭上。壁かべ伝いに真上の階へ。

「エステルたん、リリアンたん、このまま二階分上じよう昇しようしてね？」

「はぁ～い、お任せあれっ☆」

「到とう着ちやくするまで、おねーさんのオムネでフカフカしててねっ」

　いや、そういうサービスはどうでもいい。

　佐和は呆あきれ顔で、瓜うり二つの悪魔っ娘こを交こう互ごに眺ながめた。と、そこへ月代が。

「ねえねえ、佐和たん」

「……何よ」

「うん、ちょっと思ったんだけどさ。……こうやって無茶して付いてくるところとか、さすが兄妹きようだいだね。やることがアイツとそっくりだ」

　そんな月代の指し摘てきを──佐和はやっぱり理解できないのだった。




　ちょうど医務室から二つ上。三階の一室に、佐さ和わ達は辿たどり着いた。派手に窓をぶち破って。

「それじゃ、また必要になったら呼んでね？」

「いつでも飛んでくるからね？」

　エステルとリリアンを名乗る二人の女おんな悪あく魔まは、月代にそう言い残し、再び空へ消えていった。

（何かいろいろと空気の読めないキャラだったなぁ……）

　そんなことを思いながら、佐和は改めて部屋の中を見回した。

　本ほん棚だなに水すい晶しよう玉だまに魔ま法ほう陣じん──。紗さ衣えが使っている部屋だ。自分がこの世界に来た時も、あの医務室からここへ連れて来られたのだ。

　しかし今、当の紗衣は見当たらない。

「……留守か」

　微かに落らく胆たんを帯びた声で、月代が呟いた。

　それから彼女は辺りをキョロキョロと見回し、ちょこまかとした動きで本棚の方へ向かう。まさか本の間に紗衣が挟まっているわけでもなし。いったい何があるのか。

「ふーん、スケッチブックに資料集に……ずいぶんいろいろ持ってきたみたいだね」

　そう言って、月代は一冊のスケッチブックを引っ張り出す。そして中身をパラパラと眺め、唐とう突とつに「おっ」と呟いて手を止める。

「ほら見て、佐和たん」

「何よ。ねえ、その『たん』っての、できれば止やめてもらいたいんだけど……」

　愚ぐ痴ちりながら、月代のもとへ歩み寄る佐和。すると相手はスケッチブックを開いたまま、描えがかれたイラストを、こちらに向かってグイと突つき出してきた。

　一人の女の子が描かれている。絵え柄がらからして、間違いなく紗衣の手によるものだろう。きっと、この二次元世界を闊かつ歩ぽしているキャラ達の仲間に違いない。

　長い髪かみを二つに結び分け、頭の天てつ辺ぺんに王おう冠かんを頂いた、ドレス姿の少女だ。両の手を腰こしに宛あてがい、妙みようにムッとした顔つきで、こちらを睨にらみつけている。

「……この絵がどうかしたの？」

「おっと、自分じゃ気づかない、か」

　月代は冗じよう談だんめかしてそう言うと、さっさとスケッチブックを本棚に戻もどした。いったい何だったのやら。

　しかし彼女は捜そう索さくを止めない。詰つめ込まれた本の背表紙を舐なめ回すように吟ぎん味みしながら、「どこかなぁ」などと呟いている。

「下にない。ということは、上の方？　……お、あれかな？」

　ブツブツ言いながら、本棚の上に向かって、懸けん命めいに背せ伸のびを始める。

　佐和は仕方なく、横から手を伸ばしてやった。

「どれ取りたいの？」

「それ。今佐和たんの小指が触ふれてるやつ」

「ああ、これ……って、えっ、何これ？　どうしてここに？」

　言われるままに本を引きずり出した佐和は、その表紙に思わず目を瞬しばたたかせた。

　無理もない。この本、自分もよく知っているのだ。

　なぜなら、同じ部の井い川かわ美み春はるに頼たのまれて製本を手伝い、昨日友人達とコミケ会場へ運んだ──同人誌なのだから。

「それ、紗衣の本だよ」

　月代が告げた。佐和の疑問を氷解させるように。

　言われてパラパラと捲めくると、なるほど、最後のページにしっかり「歌うた川がわミウミ」の名がある。ホッチキスで綴とじている時は、全然意識しなかったけど。

「やっぱり紗衣ってば、こっちに持ってきてたんだねぇ。佐和たん、ちょっと貸して？」

「う、うん……」

　何とも不思議な気分になりながら、佐和は同人誌を月代に渡わたした。

　読むのか──。そう思ったが、月代は本を開こうともせず、ただ表紙を睨み付けるばかりだ。

　ただし、今までにない真しん剣けんな表情で。

「ねえ、佐和たん」

　そして、本を睨んだまま、話しかける。

「……何？」

「うん。残念だけど、一いつ緒しよにいられるのはここまでだ」

「は？」

「私は紗衣を捜さがしに行くよ。それじゃ、達者でね！」

「いや、達者も何も、私はこれからどうすりゃいいのよ！」

「心配しないで。たぶん何とかなるからさっ。じゃっ！」

　激しくテキトーなフォローの言葉を残し、月つき代よは同人誌を胸に抱だいて、バタバタと扉とびらから廊ろう下かへ飛び出していった。

　何だか──嵐あらしのようなやつだった。

「だからさ、どうすりゃいいのよ……」

　仕方なく、佐和はもう一度呟つぶやいた。独りきりで。

　そう、独りだ。独りになってしまったのだ。

　理解者も危険人物も、勘かん違ちがい二次元娘むすめも、この部屋には誰だれもいない。不意に置き去りにされた孤こ独どく感に、佐和はそっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　すぐに出よう。そう思い、月代の後を追って扉へ向かった。

　だが──その時だ。

　ゴトリ、と部屋の中で音がした。

　隅すみにある机からだ。いや、正確には、机の下と言うべきか。

　見れば、椅い子すを蓋ふた代わりにして、そこに潜もぐり込んでいる人ひと影かげがある。どうやらこの部屋、無人というわけではなかったようだ。

「……誰かいるの？」

　恐おそる恐おそる声に出し、訊たずねる佐さ和わ。すると案の定、椅子を押し退のけ、這はい出てきた者がいた。

　もちろん、この部屋の主あるじだ。

「困ったわね。月代さん達までこっちに来ていただなんて……」

　そう言って、現れた紗さ衣えはフウと溜ため息をついた。

　いや、溜め息をつきたいのは、佐和の方だけど。

「北きた原はらさん……隠かくれてたの？」

「ええ、いきなり下から飛んでくるのだもの。慌あわてたわ」

「いや、慌てたって、べつに隠れることないんじゃない？　……友達なんでしょ？」

　しかし──その問いに紗衣は答えなかった。

　彼女は、すでにどこかへ消えた月代を見送りながら、黙だまって机にもたれかかった。

　きっと、何かがあったのだろう。佐和はそう思う。あくまで勘かんだが。

「ねえ、北原さん……」

　改めて紗衣に向き直り、佐和は訊ねた。

　こうして鍵かぎを握にぎる相手と二人っきり。いろいろ訊きいておくなら、今しかないから。

「もしよかったら……悩なやみとか、聴きくよ？　だってほら、私達、同じクラスだし」

　話してよ、と佐和は静かに言った。

　その言葉に、紗衣がこちらを見た。明らかに戸と惑まどいに満ちた目で。

　そんなに変だろうか。クラスメイトと話すことが。

　佐和もまた、困こん惑わくを隠しきれずに紗衣を見返した。

　そして数秒の間、二人は黙った。

「あの……」

　最初に口を開いたのは、紗衣の方だった。意外にも。

「実は……どうすればいいか分からないの」

　たっぷりと迷いを込こめた声で、彼女は言った。

「月代さんのことも、もちろんだけど……それよりも、佐和さんのお兄さん──」

　──葛かつ本もとくんのことで。

　間違いなく兄の名を出し、紗衣は微かすかに表情を曇くもらせた。

　佐和は、自然と己おのれの身が引き締まるのを覚えた。
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　その頃ころ、当の光みつ宏ひろはと言えば──。

「だから、僕はミツヒメじゃないんだってば……」

　そんな効き目のない訴うつたえを、インコのようにただ無意味に繰くり返しながら、食堂の床ゆかに転がされていた。

　身体中が動かない。もちろん、全身を縛しばられているせいだ。

　あれからカリン達にここへ連れて来られて、今は絶賛尋じん問もん中。そしてこちらが何か言うたびに、すぐ間近から、アサミの冷たい罵ののしり声が飛んでくる。

「いい加減、お認めになったらいかがですの？　白々しいにも程ほどがありますわね」

　続いて鞭むちの先っちょで頰ほおを小こ突づかれる。ちなみに、縛ったのもアサミの仕事だ。おかげで結び方がプロ仕様。いや、何のプロかは触ふれないでおくとして……。

「どこからどう見ても、ミツヒメ本人ですわよ？」

　サディスティックな嘲ちよう笑しようを浮うかべ、彼女は光宏に言った。もちろん、そこは大いに反論させてもらうが。

「いや、どう見ても違うってば。だって僕は男だから。ほら、胸だってないし……」

「そんなもの、どうとでも誤ご魔ま化かせますわ。変な呪のろいで」

　……ああ、確かにごもっともだ。

　月つき代よが中庭で大暴れした今、もはや胸の有う無むなど証しよう拠こにはならない。ちなみにその月代も、ついさっきノアと一いつ緒しよに確保されたとの連れん絡らくがあった。もちろん、ミツヒメの仲間として。

「あなたのようなドヘンタイは、いっそこのまま吊つるして差し上げてもよろしいのですよ？　ブラブラ揺ゆれながら、この鞭で傷いため付けられたり、蠟ろうを垂らされたりするところ、想像してごらんなさい？　……あらあら、息が荒あらいですわね。もしかして、こんな想像で興奮してらっしゃるんですの？」

「してませんって……」

　あくまでＳなメイドに向かって、光宏はとりあえず普ふ通つうにツッコんでおいた。

「アサミちゃん、あんまり手て荒あらなことしちゃダメだよ？」

　少し離はなれて見ていたカリンが、心配そうに言った。なぜか手に、大きな肉まんを抱かかえながら。

　まあ、そこで素す直なおに頷うなずくアサミでもないが。

「カリン様こそ、いつもミツヒメに手荒なことをなさっているではないですか。あれに比べたら、わたくしの鞭など、スズメバチほどの威い力りよくしかございませんわ」

　それは……余よ裕ゆうで死ねる気がする。

　光宏は涙なみだ目めになりながら、とりあえずカリンの抑よく止し力りよくに期待しておくことにした。

　もっともそのカリンとて、敵側には違ちがいない。月代と美み春はるがいない今、どのみち自分には、まともな助けなど存在しないのだ。

　ちなみに光宏を捕とらえた他の三人も、当然助けに来る素そ振ぶりはない。すでに戦いは終わったとばかりに、呑のん気きに肉まんに取り組み中。

「ナギサちゃん、この肉まん、スクール水着に入れたらどんな感じになりますかニャ？」

「だ、ダメですよタマ先せん輩ぱい。食べ物で遊んだら、リンリンさんに怒おこられるもん」

「大だい丈じよう夫ぶ。絶対気づかれないってば。えいっ」

「きゃっ、ナナコちゃん、無理やり入れちゃダメェっ！」

「おお、何だか増えたみたいですニャッ！」

　取り組む方向は大いに間違っているけど。いや、それはともかく──。

（そう言えばこのメンバー、一人足りないよなぁ……）

　アサミのいたぶりに耐たえつつ、光宏は密ひそかにそう思った。

　この食堂に集つどっている二次元娘むすめは、全部で五人。カリン、アサミ、ナギサ、ナナコ、タマミ。要するに、歌うた川がわミウミ原作・恋こい川かわ瑠る璃り葉は執しつ筆ぴつの妄もう想そう劇場「カリンのどきどきミラネルライフ」で中心になっていた、仲良しグループ（？）だ。

　今はそれに加えて、厨ちゆう房ぼうの奥に中ちゆう華か娘むすめのリンリンがいるけど……まあ、そちらは置いといて。

「ねえ、ユキちゃんは？」

　光宏はふと顔を上げ、カリンに向かって訊たずねかけた。

「ユキちゃんがいないよね。どこに行ったの？」

　ユキ──ミツヒメの妹で、佐さ和わをモデルにしたツンデレ姫ひめ。彼女もまた、「ミラネルライフ」シリーズのレギュラー陣じんだったはずだ。

　そして今から数時間前、光宏が単独で寮りように侵しん入にゆうした時、なぜか唯ゆい一いつ助けてくれた二次元娘でもある。

　おそらく彼女なら、光宏の助けになってくれるはずだ。いや、直接助けてもらわなくてもいい。ただ一点、「あること」を証明してくれれば、それで光宏の疑いは晴れる。

「ユキちゃんに訊きけば分かるはずだよ。本物のミツヒメがどこにいるか──」

　光宏は真しん剣けんな眼まな差ざしで、カリンにそう訴えかけた。

　そう、自分がミツヒメでない以上、あのヘンタイ悪魔は、このミラージュ・ネルのどこかに必ず存在する。その居所を知るのは、他ほかならぬ肉親のユキ──というわけだ。

　しかし、カリンの反応は芳かんばしくない。逆に表情を曇くもらせ、妙みように哀かなしげに呟つぶやく。

「悪魔さん、知らないんだね。ユキちゃんが今どうなってるのか……」

　それから「はふぅ」と溜ため息をつくと、黙だまって肉まんにカプリと嚙かみついた。いや、そこまで言ったなら、続きを教えてくれてもよさそうなものだが。

「──記き憶おく喪そう失しつですのよ」

　代わりに、アサミが後を引き継ついでくれた。ただしその言葉の意味は、あまりに重い。

　光みつ宏ひろはギョッとして、彼女に訊ね返した。

「アサミさん、それ本当？　ユキちゃんが記憶喪失って……」

「ええ。突とつ然ぜん、ご自身の名前や素す性じようをお忘れになりましたの。今は医務室で診しん断だん中ですわ」

「そんな……。と、とにかくユキちゃんに会わせてよ！」

　何かの間違いのはずだ。だいたい二次元娘が、特にシチュエーションを狙ねらいもせずに、そんな事態に陥おちいるわけがない。

　そう信じ、光宏はアサミに頭を下げるのだが。

「それは、聞けない頼たのみです」

　メイド様は無情にも、冷たくそう告げただけだった。

「何しろミツヒメ様は、実の妹にさえ手を出されるドヘンタイ。そんな不ふ埒らちな方を、記憶喪失で何も分からないユキ様に会わせるなんて……それこそ、ザリガニの鼻先に煮に干ぼしをぶら下げるようなものですわ」

「いや、だから誤解だってば……」

　そこまで信用がないのか、ミツヒメは。あと、ザリガニの鼻ってどこだ。

「とにかく、今しばらくお待ちください」

　相変わらず鞭むちの先せん端たんでこちらの頰ほおをつつきながら、アサミは静かに言った。

「もうすぐチナツ副会長様がお見えになります。そうなれば、ミツヒメ様は裁判ですわ」

「裁判って何！」

　いくら何でも行きすぎだ。

　しかし──決して冗じよう談だんではないのだろう。何しろ自分一人のために、寮を挙げての大だい捜そう査さ網もうが敷しかれたほどだ。指名手配から逮たい捕ほ・拘こう束そくと来れば、次に裁判が待ち受けているのが順当だ。

　もっとも、弁護士が付くことはないだろうけど。

（参ったなぁ。何とか脱だつ出しゆつできないかな……）

　内心焦あせりを覚えつつ、光宏は床ゆかの上で、そっと身体からだをモジつかせた。

　これで縄なわが解ほどければいいのだが……あいにくアサミの手で施ほどこされた束そく縛ばくは、これしきでどうにかなるものではない。むしろ妙な部分に食い込んで、変な感かん触しよくを送り込んでくる。

　どこかって？　訊くな。

「……ねえ、悪あく魔まさん。もしかして、お手洗いに行きたいの？」

　ふとカリンが、そんなことを言ってきた。

　どうやらこちらのモジモジに気づいたらしい。しかもこの質問──何て好都合なんだ。

「うん、どうしても我が慢まんできなくて！」

　光宏は即そく座ざに頷うなずいた。もはや逃にげ出すチャンスは今しかない。

「お願い、縄を解いて。も、漏もれちゃうから……」

　そんな恥はずかしい台詞せりふに赤面しながらも、懸けん命めいに訴うつたえかける。果たしてこの作戦が、吉きちと出るか凶きようと出るか──。

「あらあら、女性の見ている前でわざわざ粗そ相そうをなさるなんて……。ほんと、どうしようもない××××ですのね、ミツヒメ様ったら」

「アサミさん、何で嬉うれしそうに言うですか……」

　どうも凶寄りっぽい。少なくとも、このメイドの前では。

　そう思い、光宏が諦あきらめかけた時。不意にカリンが肉まんをテーブルに置き、勢いよく立ち上がった。

「任せて悪あく魔まさんっ！」

「な、何を？」

「うん、ボク、悪魔さんをお手洗いに連れて行ってあげるよ！」

　なぜか張り切って、堂々と言い放つカリン。しかし同どう伴はんって……いや、アサミから逃げられるだけでも、ありがたいと思うべきだろう。

　だから光宏は笑えみを浮うかべ、カリンに言った。

「ありがとう、カリンちゃん。それじゃ、さっそくこの縄を──」

「悪魔さん、ボク、頑がん張ばってズボン脱ぬがしてあげるからねっ」

　それは……果たして状じよう況きようが好転しているのだろうか。

　光宏は笑顔を盛せい大だいに凍こおり付かせ、「よろしくお願いします……」と小さく呟つぶやくのだった。




　──で。二人で女子トイレに来たわけだが。

「ええと、ここをこうすれば、スルスルって……あれ？」

「カリンちゃん、それは押し込むんじゃなくて、摘つまみ出すんだよ」

「うぅ、じゃあこっちに曲げるのかな？」

「あ、そこ引っ張っちゃダメ……」

「ご、ごめんね？　痛かった？」

「いや、痛くはないけど……どう？　上手うまくできそう？」

「うん、もうちょっと……あ、解けたっ」

　カリンの声が明るくなると同時に、ハラリと足元に縄が落ちた。

　ようやく全身を覆おおっていた束縛が消え失うせた。光宏はホッと安あん堵どの息をつくと、縄を解いてくれたカリンに礼を言った。

「ありがとう、カリンちゃん。助けてくれて……」

「うん、どういたしまして♪」

　ニッコリ微ほほ笑えむカリン。まさに、この無む邪じや気きさに救われた形だ。

　──ボク、やっぱりキミがウソをついてるって、思えないの。

　それが、彼女が光みつ宏ひろを助けた理由だった。

　翼つばさも尻尾しつぽもない。ついでに言えば胸もない。しかし顔だけはミツヒメにそっくりな少年が、「僕はミツヒメじゃない」と言い張る──。その言葉を、この二次元世界の少女達は、どこまで信じてくれたのか。

　今、答えが出た。少なくとも──カリンだけは認めてくれたようだ。

　光宏は、改めてカリンに謝った。

「ごめんね、トイレに行きたいっていうのだけはウソで……」

　律義な謝罪内容だが、少なくとも、彼女の好意を利用しようとしたのは確かだ。

　しかしカリンは首を横に振ふると、笑顔のまま答えた。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。だってああでも言わないと、アサミちゃんが逃がしてくれないもんね。それに……ボクもキミのこと、助けてあげたかったから」

　その言葉が、どこか照れ臭くさそうな雰ふん囲い気きを帯びているのは──いや、気のせいだろう。今のカリンは、紗さ衣え以外に心こころ惹ひかれることはないはずだから。

　光宏はそれを想おもいながら、じっと彼女の話を聞く。

「アサミちゃんはね、『ミツヒメに仲間がいるんじゃないか』って言ったの。ほら、お風ふ呂ろ場ばにキミが二人いたから」

「ああ、アレね……」

　ミツヒメに化けたノアが、光宏を拉ら致ちして、寮りようの大浴場に突とつ撃げきした一件だ。なるほど、仲間がいると知れれば、中庭の騒さわぎが陽動作戦であると見み抜ぬかれたのも、無理はない。

　いろいろと詰つめが甘かったのだ。月つき代よも、それに自分も。

「……でもね」

　だがカリンはそう言って、光宏の顔を下から見上げるように覗のぞき込んだ。

「ボク、キミを見てて思ったの。もしノアちゃんみたいに、悪魔さんのそっくりさんがいるなら……キミもその一人なんじゃないかって。だってキミ、全然いつもの悪魔さんらしくないんだもん」

　どこまでもまっすぐな眼まな差ざしで、信念をぶつけるカリン。同時に彼女の顔が一気に迫せまり、こちらとぶつかりそうになる。それを防ぐため、光宏は距きよ離りを開けようと、自然と背後に下がった。無意識のうちに。

　しかしその動作を遮さえぎるべく。カリンは意気込んで訊たずねた。

「ねえ、キミの名前は？」

　その問いかけは──果たして、どのような意味が込こめられているのか。分からぬまま、光宏はただ正直に答えた。

「──光宏。葛かつ本もと光宏」

「光宏くん、だね。うん、はっきりとは思い出せないけど……何だか前にも会った気がする。お姉さまと一いつ緒しよに、ここじゃない『別の世界』で……」

　あやふやな記き憶おくを探さぐりながら、カリンはコクリと頷うなずいた。

　ああ、そのとおりだ──。光宏は心の中でそう思った。

　そもそもすべては、この少女から始まったのだ。「魔ま導どう士し見習い・カリン」と題された、一枚の絵から。

　その後もカリンは、事あるごとに現実世界に抜け出した。紗衣の萌もえ心に応こたえるため。あるいは、光宏の願望を浴びて。

　その記憶を──どうやら彼女は呼び覚ましつつあるらしい。

　いや、カリンだけではない。他の女の子達も、月代に会うことでトラウマを呼び起こされていた。今まで「ただの絵だから」と、召しよう喚かん主の思うままに設定を変えられてきた二次元少女達だが、しかしその心は、完かん璧ぺきにリセットできるものではなかったのかもしれない。

　だとしたら、すでにカリン達は紗衣の意志を無視して、独り歩きを始めたことになる。もはや「妄もう想そうの産物」と言い切ることはできない。立派な異世界の住人だ。

　ただ、その場合……もし紗衣が現実世界へ帰り、留学に旅立ってしまったら。果たして、ここにいる少女達はどうなるのだろう。

　永遠に、異世界の住人として存在し続けるのだろうか。紗衣との別れの記憶を保ったままで。

「ねえ、光宏くんっ」

　不意に湧わいた疑問に戸と惑まどう光宏に向かって、カリンは真しん剣けんな顔つきで叫さけんだ。

　そして訊ねた。彼女にとって、そして光宏にとって、一番大きな問題について。

「キミがミツヒメじゃないなら、どうしてこの寮に忍しのび込んでまで、お姉さまに会おうとするの？　もしかして……お姉さまを別の世界に連れて行こうとしているの？」

　カリンの口にしたその言葉を、光宏は、否定するわけにいかない。

　だから頷いた。

「ああ、そうだよ」

　これだけは絶対に、迷いなく。

　カリンはそれを聞くと、今の頷きを頭の中で繰くり返すように、そっと目を閉じた。

　果たして、納なつ得とくしてくれるだろうか。お姉さまのことが大好きで大好きで堪たまらない、この幼い小犬のような少女は。

　だが──その答えを聞くことはできなかった。

　カリンが何か言うよりも先に、別の声が、女子トイレの外から飛んできた。

「──まったく、油断も隙すきもありませんわね」

　冷たく高圧的で、それでいて丁てい寧ねいな言葉遣づかい。アサミだ。

「アサミちゃん！」

　ハッとして振り返るカリン。同時にドアが開け放たれ、真っ赤なメイドが姿を現す。その手にはもちろん、鞭むち。

「カリン様、お離はなれください」

　そう言って、アサミはすかさず鞭を振ふるった。

　狙ねらったのは、カリンでも光みつ宏ひろでもない、その間。二人の足元を裂さくように、床ゆかをピシャリと打ち据すえる。

　牽けん制せいなのか──。光宏がそう思った矢先。

「わっ、何これ！」

　鞭に打たれた床から、突然鉄てつ格ごう子しがニョキニョキと生え、瞬またたく間に光宏の周囲半径一メートルを、きれいに囲んでしまった。物理法則を無視した、インスタントの牢ろう獄ごくだ。

「お忘れになってはいけませんわよ？　わたくしが人間でないということを──。これぐらいの魔法、お手のものですわ」

　フフ、と冷たく微ほほ笑えんで、アサミは厳おごそかにのたまった。何とまあ、使いどころの限定された魔法なんだか。

　一方、幸いその牢獄から閉め出されたカリンは、懸けん命めいに使い魔に向かって訴うつたえかける。

「アサミちゃん、違ちがうんだよ！　この人はミツヒメなんかじゃないの！」

　しかしアサミは、それには答えない。ただカリンの手を捉とらえると、「参りましょう」と言って、女子トイレから連れて行こうとする。

「間もなく、チナツ副会長様がお見えになります。今は、あの方にお任せすればいいだけのことですわ」

「で、でも、ボクはここに残る！　ちゃんと濡ぬれ衣ぎぬだってこと、副会長に教えてあげないと……」

「いいえ、なりません。もしまた逃とう亡ぼうの手助けなどされて、カリン様まで同罪扱あつかいになっては、何かと面めん倒どうですから」

　おとなしく付いてきてください、と言って、アサミはカリンを引きずっていく。

　こうなっては、もはやカリンに為なす術すべはない。いくら主あるじと使い魔とはいえ、二人の力関係は、完全に逆なのだから。

「光宏くん、待ってて！　ボク絶対、キミの濡れ衣を晴らしてみせるから！」

　そう叫びながら、カリンは廊ろう下かの向こうへ消えていった。

　光宏はそれを見送りながら、目の前の鉄格子を、固く握にぎり締しめた。

「カリンちゃん、お願い……」

　もはや頼たのみの綱つなは、彼女しかいない。

　ただ──肝かん心じんの問題は、光宏もカリンも、棚たなに上げたままだけど。

　果たして、この濡れ衣が晴れた後で、カリンはどうするつもりだろう。どんなに光宏がミツヒメでないとはいえ、紗さ衣えを連れて行こうとしていることに変わりはないのだ。
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　それから──次の訪問者が到とう着ちやくするまで、さほど時間はかからなかった。

　光宏が、ビクともしない鉄格子を摑つかみ、無む駄だに押したり引いたりしている最さ中なか。どうにかチナツが来る前に脱だつ出しゆつしなければと焦あせっているところへ、彼女は不意に現れた。

　光る魔ま法ほう陣じんを床に浮うかべ、その中からヒョッコリと。

「……あのさ、あんた、何でまたドジってんのよ」

　憮ぶ然ぜんとしながら飛び出してくる、王おう冠かんを頂いたドレスの少女──。

「ユキちゃんっ？」

　驚おどろきのあまり光宏は叫んだ。まさかここで会えるとは。

「ちょっとぉ、何で驚くわけ？　そんなに私が出てきたら変なの？」

　ツンとした膨ふくれ顔はいつもどおり。床からせり上がってきたユキは、そのまま光宏が閉じ込められた牢獄の前に、仁に王おう立ちになる。さらにその後から続いて飛び出すのは、いつかどこかで見た巨きよ大だいクラゲ。

「きゅぴきゅぴー」

　ユキのペットのクラポンだ。いったい何で付いてきたんだか。

　ともあれ光宏にとっては、まさに待ち望んでいた再会。いや、クラポンではなく、ユキが。

「ユキちゃん、よかった！　会いたかったんだよ！」

「なっ！　何よ、急にそんなこと言って……嬉うれしがらせようったって、ダメなんだからね？　わ、私はべつに、あんたがドジ踏ふんでるから来てあげただけで、べつに会いたくなんかなかったんだからぁっ！」

　ああ、見事なツンデレ具合だ。ところで……記き憶おく喪そう失しつの件はどうなった？

「ねえユキちゃん、記憶は？」

「……は？」

　訊たずねてみたものの、すごく怪け訝げんな顔をされてしまった。まあ、見た感じでは、特に普ふ段だんと変わりなさそうだし、やはりきっと何かの間違いだったのだろう。今は気にしないでおこう。

　それよりもとにかく、今は彼女に頼まなければならないことがある。

「ユキちゃん、お願いだ！　ミツヒメを連れてきてくれ！」

　光宏は鉄格子越ごしに、彼女に向かって叫さけんだ。

「ミツヒメを連れてきて、カリンちゃん達に引き渡わたして！　そうすれば、僕が無実だってこと、証明できるはずだから！」

　だが──ユキは頷うなずかない。いや、むしろ光宏を睨にらみ付けるように眦まなじりを吊つり上げ、両手を腰こしに宛あてがい、言い返す。

「……無理よ」

　あっさりと、彼女は拒きよ否ひした。

　それはツンデレゆえの意地悪か。しかしユキの目は、まっすぐ光みつ宏ひろを向いたまま、動かない。いつもツンツンする時は、決まって挙動不ふ審しんに目を泳がせるというのに。

　つまり──何か事情があるのかもしれない。ミツヒメを連れて来られない、大きな事情が。

「ユキちゃん、無理ってどういうこと？　ミツヒメはどうしたの？」

　何か嫌いやな予感を覚え、光宏は訊ねた。

　その問いかけに、しかしユキは、素す直なおには答えない。ただじっと光宏を見み据すえ、一言。

「……あんたのせいなんだからね」

　明らかに苛いら立だった口調で、そう告げた。

　光宏は啞あ然ぜんとして、彼女のむくれ顔を見返した。

　瞳ひとみに涙なみだが滲にじんでいるのが分かった。やはり、ただ事ではない。

　いったい何がどうしたというのか。光宏がその真意を問い質ただそうと、再び口を開きかけた時──。

「あんた、どうしてそんなに似てるのよっ、うちのバカ姉貴と！」

　ついに耐たえきれなくなってか、ユキは叫んだ。

　それから勢い込んで鉄てつ格ごう子しを摑み、ガシガシと揺ゆする。もちろんそれで壊こわれるほど軟やわな牢ろう獄ごくではないが、光宏を怖おじ気けづかせるには充じゆう分ぶんだった。

「……ど、どうしたのユキちゃん？」

　思わず後あと退ずさりながら訊ねる光宏。だが一方で、彼女の言葉に首を傾かしげてもみる。

　似ている理由は明らかだ。ミツヒメが、光宏をモデルに描えがかれたキャラクターだからに過ぎない。ユキが妹の佐さ和わをモデルに描かれたのと、同じ理り屈くつだ。

　しかし、それが何だと言うのだろう。ミツヒメがここに来られないことと、どんな関係があるのか。

「そうよ、似ているせいなのよ！　私があんたを助けたのだって、うちのバカ姉貴に似ていたからよ！　それに……バカ姉貴があんなことになったのだって──」

　全部あんたに似ていたからよ、とユキはもう一度叫んだ。

　その意味は、光宏には分からない。ただ確かに言えるのは、ミツヒメの身に何かが起きたということ。そして、その原因が光宏自身にあるということ。

「ユキちゃん、教えてよ。ミツヒメはいったい……」

　だが──光宏がすべてを訊ね終える前に、異変は起きた。

　不意にユキの身体からだが、掠かすれるかのように透すけ始めた。

　月つき代よがやらかすような、コスチュームの透とう明めい化ではない。髪かみも肌はだも、顔も手も、頭の頂にある王冠も──すべてが空気の中に溶とけ、薄うすくなっていく。

　これは、まさか……。

「ユキちゃんっ？」

　とっさに呼びかけるが、ユキの異変は止まらない。

　魔ま法ほう陣じんでの瞬しゆん間かん移動とは違ちがう、明らかな肉体の消失。それを感じ取り、ユキの顔は哀かなしげに歪ゆがむ。

　歪みながら、消えていく。

　そして最後に、ここにはいない相手に──。

「私もなの？　お姉さま……」

　ただ一言、悲痛な言葉を残して。

　ユキは、光宏の目の前から──ミラージュ・ネルから、姿を消した。




　それは、光宏がこれまでに、何度も目にしてきたはずの光景だった。

　二次元の女の子が、消える──。

　べつに不思議なことなどない。現れてほしいと思えば、現れる。消えてほしいと思えば、消える。それが、歌うた川がわミウミの絵なのだ。

　だから抜ぬけ出した少女達はいつも、紗さ衣えとたっぷりイチャイチャして相手を満足させた後、再び現実世界から消えていったではないか。

　またね、と笑え顔がおで別れを告げながら。

「でも、ユキちゃんは……」

　鉄格子を摑つかみながら、光宏は独りごちた。

　消え行こうとするユキの顔が、脳のう裏りにこびり付いて離はなれない。哀しみ、そして苦しみ──。彼女が浮うかべたあらゆる感情は、普ふ段だんの別れとはまったく違う。だからこそ、光宏の心を痛いほどに苛さいなむ。

「きゅぴ～……」

　ふと、クラポンが寂さみしげに鳴き震ふるえた。主人に置いていかれたせいだろう。

　しかしそんな巨きよ大だいクラゲを慰なぐさめている時間は、どうやら光宏には残されていないようだ。

　バタン、と女子トイレのドアが開かれた。そして姿を現す、制服姿の女の子が一人。いつの間にやら巨大に成長した胸を揺らし、それに併あわせて正義の剣けんを象かたどった紋もん章しようが、タユンタユンと上下に弾はずむ。

「い、いましたね、ミツヒメさん！」

「あ、チナツ副会長……」

　やっと来たか。いや、来てほしかったわけじゃないけど。

　できればあと半日ぐらい、どこかに引っ込んでてほしかったなぁ──などと思う光宏に向かって、チナツは憤いきどおりも露あらわに叫さけんだ。

「さあ、私が来たからには、もう許しましぇんからねっ！　……って、何ですかその触しよく手しゆがいっぱいの生き物は！　しかもここ、女子トイレじゃないですか！」

「いや、女子トイレなのは、ドアを開ける前から分かってたでしょ……」

「もう、人が怒おこってるのに、混ぜっ返さないでください！　とにかくこんな破は廉れん恥ちな所業、断じて認められません！　裁判ですっ！　民事ですっ！」

　完全に脳のう味み噌そを煮にえたぎらせ、副会長様は光みつ宏ひろに向かって突つっ込んできた。

　しかし、彼女の手は届かない。鉄てつ格ごう子しのせいで。

「何なんですか、この邪じや魔まな檻おりは！　女子トイレで檻だなんて、破廉恥にも程ほどがあります！」

　もう意味が分からないけど……。

　それでもこの魔法の牢獄は、どうやら、多少の時間稼かせぎにはなってくれそうだ。光宏はそれに気づき、アサミの暴挙の中に見えた気き遣づかいに、ちょっとだけ感謝するのだった。

　まあ、時間稼ぎだけなら、閉じ込める必要はまったくなかったと思うけど。




　　　　５




　ここで、時間はほんの少し遡さかのぼる。

　光宏がアサミに鞭むちで小突かれているその頃ころ。佐和は三階の一室で、紗衣と向き合っていた。

　──どうすればいいか分からないの。

　──葛かつ本もとくんのことで。

　紗衣の告げたその言葉を、しきりに脳裏で嚙かみ締しめながら、佐さ和わは相手の言葉の続きを待った。

　いったい兄は、このぶっ飛んだお嬢じよう様さまに、どんな悩なやみをもたらしたと言うのだろう。今まで紗衣と兄が、学校でちょくちょく一いつ緒しよにいたのは、佐和も知っている。でも、そこにどんな関係が育っていたかと言えば……。

　どうなのだろう。佐和には知る由よしもない。

　一応兄には、茶化すつもりで「付きまとってるでしょ」などと言ってきた。だが、それが事実でないことは、もちろん佐和も分かっている。

　しかし、恋こい人びと同士とも思えない。百歩譲ゆずって友達同士だとしても、それにしては、兄の腰こしは無む駄だに低すぎた。

　だから、さっぱり分からないのだ。紗衣と光宏の関係は。

　例えば美み春はるは──佐和にとって唯ゆい一いつのまともな情報源は──こう教えてくれた。あの二人は、絵師とそのファンなのだ、と。

　でも……ファンが個人的に絵師を悩ませるなんてことが、あるのだろうか。

「佐和さん、もう一度確かめたいのだけど」

　考え込む佐和に向かって、紗さ衣えが口を開いた。

「何？」

「ええ、その……私の肖しよう像ぞう画がのことよ」

　珍めずらしく歯切れを悪くしながら、彼女はそう言った。

　肖像画。つまり、紗衣そっくりの姿形をした、アレのことだ。

「肖像画がどうかしたの？」

　本物そっくりに動き回るアレを「絵」と認めることに、今なお多少の抵てい抗こうを覚えながら、佐和は、上辺だけは平然と訊たずね返した。

　その言葉に、紗衣は一いつ瞬しゆん押し黙だまる。何かをためらうような、そんな素そ振ぶりだ。

　しかし、躊ちゆう躇ちよはすぐに拭ぬぐい去られた。

「あなたの──葛本くんの家に、上がり込んでいた……のよね？」

　どこか思い詰つめたような目で、紗衣は訊ねた。

　そのとおりだ。あの肖像画は、今朝突とつ然ぜん葛本家に現れ、そのまま朝食の席に着いた。さらにその場で珍ちん言げん奇き言げんを繰くり返し、家族の団だん欒らんに大きな波は紋もんを起こした。

　まあ、朝食云うん々ぬんはどうでもいいか。今紗衣が気にしているのは、「肖像画が葛本家に上がり込んだ」という一点のようだから。

「夜中に来たって言ってたよ。で、ミックンの部屋に直行したみたい」

　佐和がそう言うと、紗衣は表情の曇くもり具合を梅雨つゆレベルにまで発展させ、「はぁ……」と盛せい大だいに溜ため息をついた。

　どうやら彼女にとっては大おお事ごとらしい。

「ねえ北きた原はらさん、どうしたの？」

　さっぱり状じよう況きようが理解できず、訊ね返す佐和。いや、そもそもあの肖像画は、なぜ兄のもとを訪おとずれたのか。

「佐和さん、抜ぬけ出した絵というのはね──」

　眉まゆをひそめながら、紗衣は説明した。

「それを呼び出した人間の願望に従って、行動するの。だから、イチャイチャも添そい寝ねも結けつ婚こんも、思うままなの」

「えっと、何その『結婚』って……？」

「だからこそ、あの肖像画の行動は問題なのよ」

　佐和の真っ当なツッコミはスルーして、紗衣はようやく核かく心しんに触ふれた。

「どうして──」

　この二次専お嬢様にとっては、大変一大事な核心に。

「どうして、私の身代わり役の肖像画が、勝手に葛本くんの家に行ったの？　あれは、この私が呼び出したのよ？」

　そこまで言って、紗衣は再び黙りこくった。

　しかしその答えは、すでに自分が出した後だ。呼び出した人間の願望──。紗衣自身がそう明言した。本人は認めたくないようだけど。

　さて──と、佐和は考える。この状況、当事者の妹として、どうしたものか。

「あのさ、北原さん……」

　とりあえず、正当な方向から攻せめてみることにした。

「もしかして、実はミックンのことが好き、とか……？」

　地球が爆ばく発はつしようとも起こるまい、と思っていた可能性だ。だから、口にするのも憚はばかられるわけだが。

　そんな佐和の台詞せりふに対して、紗衣はパチクリと、目を一つ瞬しばたたかせる。何とも微び妙みような反応だが、もともとポーカーフェイスの彼女にとっては、結構大きな表情変化なのかもしれない。

「恋れん愛あい感情かどうかは分からないけど……少なくとも、『一緒にいたい』とは思ったみたいね。あの肖像画は」

「いや、それって、思いっきり恋愛感情では？」

　他ほかに何があると言うのか。

　まあ、百歩譲ってただの友情でもいいし、できればその方が地球も爆発しないで済むのだけど……。でも、それなら肖像画が兄を訪ねる必要はない。訪問先なら、美春や月つき代よだっているのだし。

　だから恋愛に違ちがいない──と佐さ和わは思う。短たん絡らく的かもしれないけど、そもそも人間というのは、案外短絡的にできているものなのだ。そう自覚したくないだけで。

　しかし、紗衣は納なつ得とくできないらしい。

「でも、私は二次専よ？」

　半ば己おのれに言い聞かせるように、彼女はそう言い返した。

「二次専だから、私はここへ来たの。だって家出先に選ぶなら、葛かつ本もとくんの所より、こっちの萌もえっ娘こパラダイスの方がいいでしょう？」

「ちょっと待って北原さん、今、『家出』って言った？」

「ええ、そうよ。……あら、そう言えば佐和さんには、まだ話してなかったかしら」

「激しく初耳なんだけど、それ……」

　唐とう突とつに聞かされた衝しよう撃げきの事実に、佐和は啞あ然ぜんとする。

　あの北原紗衣が家出中──。成績・ルックス・財力とも学校一のお嬢じよう様さまが、まさかそんな事態に陥おちいっているだなんて。しかもその逃とう亡ぼう先が、このピンクな二次元世界と来た。何だか、いろいろと間違っている気がする。

　だが……なるほど、それで紗衣の自宅の寝しん室しつから、枕まくらやら服やら、いろいろなものが消えていたのか。それに、兄や月代が必死になって彼女を捜さがしているのも、納得がいく。

（何だかとんでもないことに巻き込まれてるな、私……）

　佐和はそう思いながら、一方で紗さ衣えの心情を考える。

　家出した──と言うからには、並々ならない事情があるのだろう。しかし、今彼女が悩なやんでいる直接の問題は、どうもそこではないらしい。

　自分が二次元を選び、肖しよう像ぞう画がが三次元を選んだ──。どうやら、これだ。

「ねえ、佐和さん」

　紗衣は再び話を戻もどした。

「私は二次専だから、当然萌えっ娘達と一いつ緒しよにいるべきだと思うの。嫁よめ達のもとを離はなれるなんて絶対に嫌いやだし、嫁達も私の心に応こたえてくれる。でも……あの肖像画を見ていると、まるで私が、心の奥底で葛本くんを求めているみたいだわ。そんなの変よ。矛む盾じゆんしてるわ」

「そう……かなぁ」

　しかし佐和は、首を傾かしげる。

　いや、紗衣の言いたいことは、何となく分かる。「二次専だから、三次元に惹ひかれるはずがない」というのは、少なくとも、理り屈くつとしては筋が通っている。

　ただ、共感はできない。申し訳ないが。

「私なら、二次元より三次元を選ぶけどなぁ」

　と言うか、むしろ二次元は選せん択たく肢しに入らない。
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「それは、佐和さんが二次元好きじゃないからよ」

　紗衣は、真顔でそう言い返した。あくまで性せい癖へきの問題だと言わんばかりだ。

「もし佐和さんが、私みたいに二次元が大好きなら、当然二次元を選ぶはずだわ」

「いや、それはないってば。だってこれ、家出なんでしょ？」

　その言葉に──紗衣は黙だまった。

　佐和は気にせず、言葉を続ける。たぶんそれが、紗衣のためだと思うから。

「理由は知らないけどさ、現実的な問題にぶつかったから家出してるんでしょ？　なのに、どうして二次元に頼たよるわけ？　もし私が家出するなら、それこそ現実の友達を頼ると思うよ？」

「それは……変よ。どうして二次元と三次元を区別するの？」

　心なしか早口で、紗衣は言い返した。

　怒おこったのだ、と佐和は理解した。

「絶対に偏へん見けんだわ。だって私の嫁達は、このミラージュ・ネルという世界で、間違いなく生きているのよ？　カリンもアサミも、ナギサもナナコも、タマミも……ユキも」

　最後の一人で、紗衣は微かすかに詰つまった。

　佐和もまた、心の中で密ひそかに反応する。しかし二人は何事もないかのように、平静を装よそおって話を続ける。

「とにかく嫁達はみんな、本物の人間と変わりなく、私の相手をしてくれるわ。だったらその二次元を選ぶのが、どうしてあり得ないことなの？」

「あのさ北きた原はらさん。そりゃ確かに、みんな動いたり喋しやべったりしてるよ？　話しかければ応えてもくれるよ？　でもね……絵は所詮、絵じゃん」

　そう言い切った佐和の心に、悪気は……少しはあったかもしれない。

　しかし言い方はきつくとも、現実を曲げるわけにはいかない。

「結局この世界って、北原さんが描かいたんでしょ？　妄もう想そうの産物なんでしょ？　全部自分に都合よく出来てるだけの場所なんでしょ？　……そんな所に閉じ籠こもってたって、何の解決にもならないよ。そりゃ、いくらアレなミックンだって、心配するに決まってるよ」

「心配……？」

「そうだよ。だからああやって、しつこく連れ戻しに来てるわけでしょ？　なのに二次元に追い回されて……。ねえ、これも北原さんの願望なの？　せっかく心配で来てくれた現実の友達を、『私は絵の方がいいから』って理由だけで、会いもせずに追い返したいの？　そうまでして妄想に浸ひたるなんて──」

　ただの現実逃とう避ひじゃん、と佐和は言い切った。

　同時に紗衣が、ヒクリと身を震ふるわせた。涙なみだは浮うかべず、唇くちびるも嚙かみ締しめず。しかし彼女が心を苦痛に歪ゆがめたのは、そのわずかな動きだけで、充じゆう分ぶん理解できた。

「……どうして佐和さんには、分かってもらえないのかしら」

　そして紗衣は、静かにその苦痛を漏もらした。

「大好きなものに、二度と会えなくなるかもしれない──。だったら、その『大好きなもの』のそばにいたいと考えるのは、ごく自然なことだわ」

「その『大好きなもの』に、どうして三次元が存在しないわけ？　肖像画がミックンのところに行ったら、何がいけないの？　ねえ北原さ──」

「そんなの嫁達への裏切りよっ！」

　不意に声を荒あらげ、紗衣は佐さ和わの言葉を、頑かたくなに否定した。

　それからこちらにクルリと背を向けると、扉とびらに向かって走り出す。逃にげ出す気だ。

「待って北原さん！」

　慌あわててその手を摑つかむ佐和。だが、紗衣は振ふり返らず。

「……ごめんなさい」

　一言詫わびると、佐和の手を振り切って、足早に部屋を飛び出していった。




　　　　＊




　同時刻。光みつ宏ひろの前でユキが消しよう滅めつした。

　この絡からみ合った事実を、今はまだ誰だれも知らない。光宏も佐和も。そして、紗衣自身も──。




　　　　＊




　おそらく、追うのは簡単だった。しかし佐和はそれを選ばず、ただ放心したかのように、部屋にひとり立ち尽つくしていた。

「なんか私、悪者みたい……」

　そんな自己嫌けん悪おの言葉とともに、紗さ衣えの言葉が脳のう裏りで繰くり返される。

　裏切りよ──。

　なるほど、裏切りだ。ただし裏切る相手は、現実には存在しない、架か空くうの女の子ばかりだ。

　しかし、おそらくこれ以上の説得は、自分には無理だろう。もともと相あい容いれない趣しゆ味みの持ち主に、一方的な価値観を押し付けたところで、拒きよ絶ぜつされて当然なのだ。

「でも……これで独りぼっち、か」

　誰もいなくなった部屋で、改めて佐和はそれを痛感した。

　紗衣もいない。月つき代よもいない。完全に孤こ立りつしてしまった。他ほかに、この世界に来ている三次元と言えば──。

「ミックン……なのかな、やっぱり」

　そう呟つぶやきながら、ポケットから携けい帯たい電話を取り出した。

　一応こんな世界だが、電波が通じるのは確かく認にん済み。兄にかけられるのは間ま違ちがいない。問題は、出てくれるかどうかだ。

　一度ガチャ切りされたことを思い出し、佐和は顔をしかめながら、ボタンをいじり出した。

　だが、いざ発信ボタンを押そうとしたところで──。

「ひゃっ！」

　不意に鳴り出した電話に、小さく悲鳴を上げた。

　手の中でディスプレイが、着信アリのメッセージを点てん滅めつさせている。このタイミングで。いったい誰か。

「えっと……美み春はる？」

　そう、もう一人いた。この事件に関かかわっている三次元が。

　表示された名を見るなり、佐和は急いで電話に出た。この機を逃のがせば後がないとばかりに。

「もしもし、美春っ！」

『あ、佐和？　ごめんね、遅おそくなっちゃって。やっとコッチが片付いてさ……』

　何だか疲つかれた声で、電話の向こうから美春が答えた。コッチって何だ。

『とにかく、これからあんたを回収に行くから待っててよ。今どこ？』

「ええと、ミラージュ・ネルって世界の……」

『それは知ってるよ。ちなみに私は寮りようの医務室に来てるんだけどさ。そっちは？』

　どうやら、すぐ間近にいてくれたようだ。

　もう大だい丈じよう夫ぶ──。佐和はそれを思うと、安あん堵どのあまりその場にへたり込んだ。

　どんなに紗衣相手に気張ってみせたところで、自分はただの高校生に過ぎない。誰かにすがりたい気持ちは、人一倍あった。

「三階の部屋だよ。医務室の真上辺り。すぐ来てね！　待ってるからね！」

　そう言いながら、自然と笑えみと涙なみだが浮うかんだ。

　ただ──直後にスピーカーの向こうから飛んできた甘い嬌きよう声せいだけは、大変いただけなかったけど。

『ねー美春、もうプラムは美春のこと、一生離はなさないんだからね？　嫁よめ宣言したからには、ちゃんと結けつ婚こんしてもらうんだからぁ。……ねー、何人ほしい？　え、何がって、決まってるでしょ？　プラムと美春の、あ・か・ちゃ・んっ[image: ]』

「……ねえ美春、今の何？」

　ドン引きしながら訊たずねる佐和。それに対して美春は『訊きくな』と簡素に言い放つと、すぐさま電話を切った。

　そして再び独り。待ち受け画面に戻もどった携帯電話を握にぎり締しめ、佐和は呟いた。

「こ、ここにいたらダメだ。みんなミックンみたいになっちゃう……」

　そんな自分の言葉に、自おのずと戦せん慄りつが背中を走り抜ぬけた。
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　その頃ころ、カリンは精せい一いつ杯ぱいにむくれていた。

　ほっぺたをユキ以上にプックリ膨ふくらませ、一言も発せずに、自室の中央にどっかりと座り込む。そのただならぬ気き迫はくに、ルームメイトのナギサなどはすっかり怯おびえ、部屋の隅すみにあるビニールプールに避ひ難なん中。

「うぅ、カリンちゃん、何だか恐こわいよぉ……」

　水の中から半分だけ頭を出して、涙目になりながら呟つぶやいている。

　そして、もう一人の部屋の住人は──。

「……カリン様」

「……」

「カリン様」

「……」

「だんまりを決め込まれても、困るのですが」

　珍めずらしく激げき怒ど中の主人に、アサミは淡たん々たんと、そう言った。

　もっとも言葉と違って、それほど困っているような素そ振ぶりは見せない。さすがにそこは、大人──というか、Ｓメイドの貫かん禄ろくと言ったところか。

「カリン様も、分かっていらっしゃるはずです。あそこでミツヒメの逃とう亡ぼうを許せば、カリン様も同罪になってしまいますわ。それを防ぐため、わたくしはお力ちから添ぞえをしたまでのこと──」

「そんなのボク、頼たのんでないもんっ！」

　風船のように息を吐はき出し、カリンは大声で叫さけんだ。

　同時に驚おどろいたナギサが、チャポンと水すい没ぼつした。その様に、心の中では申し訳なく思いながらも、カリンは怒いかりの姿勢を崩くずそうとはしない。

「あまり意地を張っていると、オシオキですわよ？」

「いいもん。ボクは約束したんだから。光みつ宏ひろくんの濡ぬれ衣ぎぬを晴らすって……」

　本物のミツヒメが別にいることを証明する──。それが、今のカリンに課せられた使命だった。

　そんなカリンに、アサミが呆あきれたように訊たずねる。

「証明は結構ですけど、そのリュックは何ですの？」

　そう、座るカリンの前には、大ぶりのリュックが一つ、口を開いて置かれている。その中には、たった今カリンが詰つめた物が一式。着き替がえに雨具。財さい布ふに枕まくら。あと、おやつのバナナとペットボトル。

「遠足ですか？」

「……出かけるの！」

「どちらへ？」

　その質問に、カリンは微かすかに迷ってから、顔を背そむけて答えた。

「……魔界だよ」

　魔ま界かい──。すなわち、ミツヒメの住む場所。

「もし光宏くんとミツヒメが別人なら、本物のミツヒメは、まだ魔界にいるはずでしょ？　だからボクが直接魔界に行って、ミツヒメを連れて来るの」

　決意も固く、カリンはそう告げた。

　せめてユキが記き憶おく喪そう失しつでなければ、頼んで連れて来てもらえたのだろう。しかしそれが無理な今、光宏を助ける方法は、他ほかにない。

「さすがカリン様。立派なおバカさんですわね」

　だがアサミは、可笑おかしそうに言い捨てるだけだ。

「どうやって魔界へ向かうおつもりです？　普ふ通つうに馬車なんかに乗ったって、一生辿たどり着けませんわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。魔界へのゲートを開く魔法、図書館の本で見つけたもん」

「あれは、人間にとっては最上級の魔法ですわ。カリン様には、まだ早すぎます」

「そ、そんなの分かってるよ！　でも……でも、ここでやらなきゃ、どうするの？　ボク、光宏くんを見殺しになんてできないよ……」

　ふと、悲しみが心の底から溢あふれてきた。

　もちろんカリンとて、魔界がそう簡単に行ける場所でないのは分かっている。そして、自分の力に限界があることも。

　だから、このまま挑いどんだとしても、何もできずに終わる可能性は高い。

　でも──。

「諦あきらめたくないよ、ボク。だって、何もできないで苦しむのは嫌いやだけど……、何もしないで苦しむのは、もっと嫌だから」

　自分に言い聞かせる意味も込こめ、カリンはそう言うと、リュックを手に立ち上がった。

　何日分もの着替えが詰め込まれた荷物は、小さな背中にはズシリと重い。おかげで、思わずふらつきそうになってしまう。

　と、その時。アサミの手が伸のびて、揺ゆれるカリンのリュックを、そっと支えた。

「……アサミちゃん？」

　今のは、わずかな情けか。それとも。

「カリン様、一つお伺うかがいします」

　アサミは冷たい表情を崩さず、主あるじに問うた。

「仮に、カリン様の魔界行きが成功するとしましょう。そして無事ミツヒメを見つけて、連れて来ることができたとしましょう。そうなればあの殿との方がたは、疑い晴れて無罪放ほう免めん。その時、果たしてお姉さまに何をするか──」

　そんなアサミの言葉に、カリンは表情を引き締しめる。

　連れて行く、と言っていた。大事なお姉さまを、光宏は。

「……それでもよろしいのですか、カリン様？」

　低く静かに、アサミは訊ねる。

　それに対してカリンは、何も答えない。縦にも横にも首を振ふらず、ただまっすぐに、メイドの方を振り仰あおいだ。

「アサミちゃん。もしそうだとしても……それが、光宏くんをほっといていい理由にはならないよ」

　実のところ、不安はある。でも、自分の心にまっすぐ従う限り、進むべき道は一つしかないから。

「ボク、行くよ。魔界に」

　固く心を決め、カリンは改めて、それを伝えた。

　アサミの表情は変わらない。ただ、その唇くちびるはすぐに動いた。

　まるで迷いなく。

「でしたら、すぐに参りましょう」

「えっ？」

　あまりに意外な言葉に、カリンはキョトンとした顔で訊きき返した。

　今、「参りましょう」と言ったのか。それってつまり……。

「カリン様、そのおバカな荷物は不要です。すぐお下ろしください」

「で、でも、何日かかるか分からないのに……？」

「何日もかかりませんわ。……カリン様、まさかお忘れになってはいないと思いますけど、わたくしはこう見えても悪魔。つまり魔界は、わたくしの故郷ですのよ？　あんな所、小一時間もあれば、軽く五往復はできますわ」

　そう言ってカリンの背中から、無理やりリュックを引きずり下ろす。それからアサミは主の上気した顔を見やり、フッと微ほほ笑えんだ。

　まるで──Ｓでないかのように。

「まったく、最初からわたくしに頼たのめばいいのですよ。わたくしはカリン様の使い魔として、契けい約やくを交かわした身。お望みとあらば、魔界へ連れて行くぐらい造作もないことです」

「アサミちゃん……じゃあ助けてくれるの？　ボクてっきり、アサミちゃんはダメって言うのかと……」

「魔界へ行くだけなら、逃とう亡ぼうの手助けをするわけではないのですから、問題ありませんわ。それにわたくし……あの殿方のことはともかく、カリン様のことは信じてますから」

　初めてかもしれない。このメイドが、カリンにこんな優やさしさを見せたのは。

　カリンは涙なみだを滲にじませると、思わずギュッとアサミに抱だき付いた。

「アサミちゃんっ！」

「……グズグズしてるとオシオキですわよ？」

「う、うん。すぐ行くよぉ」

　真っ赤なメイド服に顔を押し付けながら、カリンはようやく笑え顔がおを取り戻もどした。

　同時に部屋の片かた隅すみで、パシャッと水みず飛沫しぶきが跳はね上がる。見れば、ナギサがプールから顔を出し、潤うるんだ目でこちらを見つめている。

「カリンちゃん、わたしも行っていい？」

　ポタポタと床ゆかに雫しずくを滴したたらせながら、彼女はおずおずと訊たずねてきた。

「わたしもカリンちゃんのこと信じてるから……。それにね、悪くない人をびしょ濡ぬれにするのは、わたしも嫌だから……」

「びしょ濡れ？」

　それは……「濡れ衣ぎぬを着せる」と言いたいのだろうか。

　ともあれ、断る理由なんてない。カリンはコクリと頷うなずくと、ルームメイトのマーメイドに向かって、手を差し出した。

「うん、ナギサちゃんも一いつ緒しよだよ！」

「わぁい、ありがとう♪」

　喜んで、プールから飛び出してくるナギサ。当然辺りは水みず浸びたしだが、カリンは全然気にしない。

「まったく、拭ふき掃そう除じするメイドの身にもなってほしいものですわね」

　そんなアサミのぼやきも、気にしない。

　さらには、外の廊ろう下かで立ち聞きしていた二人のことも──。

「カリンちゃん、人ひと捜さがしなら、手が多い方がいいでしょ？」

「私も付いていきますニャ！」

　ナナコとタマミが、扉とびらを開けて入ってくる。

　すっかりいつもの顔が並んだ。あとは、ユキがいてくれたら完かん璧ぺきだったのだけど。

（ううん、ユキちゃんの分まで、ボク頑がん張ばるからね！）

　心の中でそう誓ちかうと、カリンは元気よく顔を上げ、一同に向かって叫さけんだ。

「それじゃ、みんなで魔ま界かいに向けて、出発だよ！」

　かくして、カリン達の魔界への旅が、今始まった。
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　……まあ、旅と言っても、大して時間はかからなかったわけだけど。

「え、もう着いたの？」

　ポカンとした顔で呟つぶやくカリン。だいたい、アサミが床に特とく殊しゆな魔ま法ほう陣じんを描えがき始めたのが五分前。そして完成した図形の上にみんなで立ち、呪じゆ文もんを唱えたと思ったら……、ものの一分も経たたないうちに、ここにいた。

「あっという間だったね」

　何だか嬉うれしそうにしているナギサ。初めての場所が楽しいのだろうか。

「むしろ、魔法陣を描いていた時間の方が長かったんじゃない？」

　ナナコもまた、呆あつ気けにとられた顔で、辺りをキョロキョロ見回している。

　紅色に染まる空の下、どこまでも広がる荒こう野やに、石造りの不気味な塔とうが点々と建つ。これが魔界──なのだろう。たぶん。

「アサミちゃん、ここって、やっぱり悪魔さんがいっぱいいるの？」

「もちろんですわ。……ああ、ちなみにこの辺はいかにもな感じですけど、単に着いた先がド田い舎なかだったというだけ。都会へ行けばもっと華はなやかですから、その辺は誤解なきように」

　故郷を見くびられまいとしてか、アサミはわざわざ断りを入れると、スタスタと歩き始めた。

　その後にカリン達がぞろぞろと続く。しかし田舎や都会の区別があるということは、魔界というのは結構広い所らしい。果たしてミツヒメは見つかるだろうか。

「ねえねえアサミちゃん。ミツヒメはどこにいるのかなぁ」

「存じませんわ」

「……住所とかは？」

「電話番号は存じてますが、どこに住んでいるのかまでは……。ああ、ご心配なく。すぐ先に役所がありますから、そこで訊ききます」

「役所って……あの、ここ魔界だよね？」

「魔界に役所があっては不都合ですか？」

「いや、べつに……」

　何とも言えない気分になって、カリンは口を閉じた。まあ、ここは元住人に任せるのが一番だろう。

　そんなことを思いながら歩くうちに、やがて周囲の塔の数が増えてくる。始めは剝むき出しだった地面も、次し第だいに舗ほ装そうがなされ、町に近づいてきたことを物語る。

「あ、誰だれかいますニャ」

　タマミが金色のネコ目をクリクリさせながら、ポツリと呟いた。

　彼女の言うとおりだ。少し先の道に、人ひと影かげが立っていた。

　悪魔──なのだろう。魔界にいるということは。しかし、どうも姿が妙みようだ。

「あの人……何だか、中庭で暴れてた人に似てるね」

「っていうか、服の形とか、そのものだよね。ヒヨコっぽいの持ってるし……」

　ぼそぼそと囁ささやき合う一同。そのとおり、件くだんの人影は、まさに見覚えのある出いで立ちだった。

　黒のゴスロリドレスに、手にはヒヨコのぬいぐるみ。さっき中庭で大暴れして捕つかまったという、ミツヒメの仲間だ。あれからヤヨイに連行されたと聞くが、その後どうなったかは、カリン達は知らされてない。

　しかしそれが今、なぜか魔界の片かた隅すみにポツンと立っている。

　いったい、いつの間にここへ──と思いきや。

「……よく見てください。別人のようですわ」

　警けい戒かいの姿勢は怠おこたらないまま、アサミがそう指し摘てきした。

「顔が違ちがいますもの」

　言われて見れば、なるほど、確かに顔だけは違っていた。

　妙にのっぺりした面おもてに、つぶらな目と口がチョコンと付いている。何だか、十秒ぐらいで書き殴なぐられた、雑なマスコットみたいな顔だ。心なしか頭身も少ない。アサミやユキのような人間似の悪魔とは、別種としか思えない。

「アサミちゃん、あれも悪魔さん……？」

　カリンが目をパチクリさせて訊たずねるが、アサミも「さあ」と首を傾かしげる。

「あんな変てこな方、いましたかしら。……まあ、ほっときましょう」

　至し極ごく真っ当な判断を下し、アサミはゴスロリマスコットを無視して、先へ進む。

　自然と、ゴスロリとすれ違う形になる。が、相手はそこに立ち尽つくすだけで、カリン達に反応する素そ振ぶりはない。いや、反応されても困るけど。

（何だか、案山子かかしみたい……）

　ものも言わず佇たたずむゴスロリの姿に、カリンはふと、そんなことを考えた。

　ただの人形だ。生きてもないし、死んでもない。飾かざりのように、そこに置かれているだけだ。

　でも……何のためにだろう。

「あれ、あそこにもいるよ？」

　ナギサがおずおずと、少し先を指さす。確かにそこには、やはり同じ顔をしたゴスロリマスコットの姿が。

　これで二人目。ただしこちらは歩いている。まるでカメのように、のそのそと。

　それでも無表情ゆえか、意思を感じることはできない。ただネジを巻かれて前に進んでいるだけの、他た愛わいのない玩具おもちやに等しい。

　そして──この玩具は、二体だけでは終わらなかった。

「あっちにもいるね」

「よく見ると、結構あちこちにいますね」

　ナナコとタマミの言うとおり、謎なぞのゴスロリは、道のそこかしこに立っていた。歩く者。立ち止まる者。あるいは回り、あるいは座り込み。しかしいずれも言葉を発せず、無表情に蠢うごめくのみ。

　しかも、他ほかに人影はない。まるで、このマスコットが住民そのものと言わんばかりだ。

「しばらく帰らないうちに、魔ま界かいもずいぶん様変わりしたものですわね」

　不思議そうにアサミが呟つぶやいた。そういう問題なのだろうか。

「アサミちゃん、普ふ通つうの悪魔さんはいないの？」

「悪魔に普通もへったくれもございませんわ」

「で、でも……この黒い人達、どう見ても普通じゃないよ？」

「そうですわね。まあ、べつに構いません。どうせ通行人に用はないのですから」

　あっさり言い切ると、アサミはスタスタと足早に、近くの塔とうへ入っていった。どうやらそこが「役所」のようだ。

　魔界の役所──果たしてどんな具合になっているのやら。

「お、お邪じや魔まします……」

　使い魔の後ろにくっついて、おっかなびっくり中を覗のぞき込むカリン。だが、中の受付に座る者は、やはり外と同じ──。

「あれ、またこのゴスロリさん……？」

　例の珍ちん妙みようなマスコットが、ものも言わずに、椅い子すにふんぞり返っていた。

　胸にご丁てい寧ねいに名札が付いている。平ひら仮が名なで「あくま」としか書かれてないけど。

「すみません、失礼します」

「……」

　アサミの呼びかけにも、まったく応こたえる素振りがない。だいたい、こちらを見ているのかすら怪あやしい。ふんぞり返りすぎて、顔なんか明らかに天てん井じようを向いているし。

「ちょっとお訊ねしたいのですが」

「……」

「あなた、聞こえてますの？」

「……」

「無視ですか？　このわたくしに舐なめた真似まねをなさると、オシオキですわよ？」

「……」

「では、お覚かく悟ごあそばせ」

　ついに業ごうを煮にやして鞭むちを振り上げるアサミ。しかし、もちろんマスコットは微び動どうだにせず。そもそも、人形が鞭に怯おびえるはずがない。

「アサミちゃん、初対面の人に乱暴はよくないよぉ」

　それでもカリンが注意すると、アサミも肩かたを竦すくめ、あっさりと鞭を戻もどした。

　もっとも彼女の場合、常識に従ったと言うよりも、無反応な相手をいたぶるのが面おも白しろくないからだろうけど。

「とにかく……こんなのを相手にしていても、無意味のようですわね」

　そう言って、アサミは役所の中を見回す。受付はもちろん、奥のデスクに着いている職員も、全部マスコットだ。これでは誰だれに訊きいたところで、ミツヒメの住所など教えてもらえない。

「どれもこれも木偶でく人形ばかり……。他に人はいないのかしら」

「外もこんな感じだったし、いないんじゃないかなぁ。……何だか、悪い魔法の力で、みんな人形に変えられちゃったみたいだね」

　そんな自分の言葉に、カリンは思わず身を震ふるわせた。

　いや、あくまで喩たとえだから、現実には起こらないことだろうけど。だいたいここは魔界だ。魔界の悪魔が悪い魔法にやられるなんて、そんなの冗じよう談だんでしかない。

　しかし──ふと思う。果たして、この奇き妙みような事態に陥おちいった魔界に、本当にミツヒメはいるのだろうか。もしいたとしても、他の悪魔達と同じように、ゴスロリマスコット化しているのでは……。

　そう考え込むカリンに、不意にタマミが話しかけてきた。

「ねえねえ、カリンちゃん。ミツヒメの住所、このファイルで調べられるんじゃないですか？」

　いつの間にやら受付の向こう側に入り込み、勝手に奥のファイル棚だなを漁あさっている。好こう奇き心しん旺おう盛せいなところは、まさにネコそのものだ。

「じゃあ、わたしも捜さがすよぉ」

「私も私も」

　続いてナギサとナナコが、これまた中へ入っていく。なるほど、聞き込みができない以上、自分で資料を当たった方が手っ取り早い。

　だから、カリンも後に続こうとしたのだが……。

「カリン様、お待ちください」

　不意にアサミが、その手を摑つかんで引き止めた。

　いったい何があったのか。カリンは首を傾かしげ、おずおずと使い魔に訊たずね返す。

「どうしたの、アサミちゃん……？」

「ええ。……何か、聞こえませんでしたか？」

　不ふ審しんげに眉まゆをひそめ、アサミが答えた。

「今、物音がしたように思ったのですが」

　そう言って、天井を指差すアサミ。しかし──それは妙だ。だって、ここにはマスコット以外、誰もいないはずなのだから……。

「な、何も聞こえないよぉっ」

　カリンはそう言って、慌あわてて首を横に振ふった。

　だが、その言葉を嘲あざ笑わらうかのように──。

「あ～れ～っ！」

　そんな何とも形容しがたい悲鳴が、突とつ然ぜん役所の中に響ひびいた。

　同時に、乙おと女め達の間に戦せん慄りつが走る。

「い、今の何？」

「悲鳴？　悲鳴ってことでいいの？」

「上からですニャ！」

　そう、まさに上の階から聞こえてきた。

　すべての住人が謎なぞのマスコットと化した魔ま界かいで、初めて耳にした人の声。しかし相手の身に何事かが起きているのは間ま違ちがいない。

「行ってみよう！」

　勇気を振り絞しぼり、カリンが叫さけぶ。その声に他ほかの四人も頷うなずき合うと、すぐさま階段へと向かって走り出した。

　果たしてこの上に待つのは何か。少なくとも、平へい穏おんなものでないことだけは確かだ。
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　階段は、五階へ到とう達たつしたところで、プツリと途と切ぎれていた。

　どうやらここが最上階のようだ。あるのは、正面に扉とびらが一つだけ。

「この先ですニャ」

　ネコミミをピョコピョコ動かしながら、タマミが囁ささやく。

「人の気配がします」

「いったい誰だろう……」

　カリンは声を潜ひそめそう言うと、そっと扉に手をかけて、わずかに押し開いた。

　目の前に隙すき間まができる。そこに顔を宛あてがい、中を覗のぞき込もうとするが──。

「な、何か見える？」

「私にも見せてっ」

「ニャー」

　後ろからナギサ、ナナコ、タマミの順に次々とのしかかられ、偵てい察さつするどころじゃない。

「わ、みんな押しちゃダメだってば！　ひゃぁっ！」

　そんな抗こう議ぎも虚むなしく、カリンはついつい身体からだのバランスを崩くずし、そのまま扉ごと向こう側へ転がり込んでしまった。もちろん、後ろにいた面々も道連れにして。

「はうぅ！」

「きゃうぅ！」

「ふにゃーっ！」

　思い思いに悲鳴を上げる一同。そんな中、唯ゆい一いつ冷静に控ひかえていたアサミだけが難を逃のがれ、カリン達を呆あきれた目で見やる。

「カリン様、そういうベタなコントは、寮りよう内ないだけに留とどめておいてくださいませ」

「うぅ、助け起こしてはくれないんだね……」

　三人に潰つぶされて身動きが取れないまま、カリンは一言嘆なげき、どうにか顔を上げた。

　そこに見えたのは、広い部屋だった。

　家具も装そう飾しよくもない、ただ床ゆかばかりの部屋。明かりも灯ともらず、壁かべに並んだ窓から差し込む赤い外光のみが、闇やみを照らす唯一の照明になっている。

　どこか禍まが々まがしい空気を湛たたえた空間。しかしそれに戦慄を覚える間もなく、部屋の中央に横たわる人ひと影かげが目に入った。

「だ、誰だれっ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　いや、倒たおれているからには、大丈夫のはずがない。カリンは慌てて垂直押しくら饅まん頭じゆうの下から這はい出すと、人影に駆かけ寄り、その顔を覗き込んだ。

　それは、一人の女の子だった。

　幼いながらも美しい顔に、足まで届くほどの長い金きん髪ぱつ。身には空の光と同じ、赤いキャミソールとミニスカートを着け、静かに目を閉じて寝ね息いきを立てている。

　眠ねむっているのだろうか。でも、さっき悲鳴を上げていなかったか。

　不思議に思いながら、女の子の寝ね顔がおをまじまじと見つめるカリン。だがそこで、不意に妙みようなデジャブに襲おそわれる。

「あれ？　この人、どこかで見たことあるような……」

「なぁに？　カリンちゃんの知り合い？」

　後からやって来たナギサにそう訊きかれ、カリンはハテと首を傾かしげた。

　知り合い……にしては、よく覚えてない。だいたい、魔界に知り合いはそうそういない。でも、間違いなくどこかで見た顔だ。

　いったい誰だろう。学園の生徒じゃないし、実家の方に住んでた子でもないし……。

「……ねえねえ、この人もしかして、セシリア様じゃない？」

　考え込むカリンに向かって、ナギサが意外な名を口にした。

「えっ、セシリア様って、あのセシリア様？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げるカリン。それもそのはず。セシリアと言えば、カリンはもちろん、ミラージュ・ネルに住む者なら誰もがその名を知っている。何しろ、この国を治める王家の一ひと人り娘むすめ──つまり、お姫ひめ様さまなのだから。

「で、でも、何でお姫様がこんな所に？　ここ、魔界だよ？」

　しかも役所だ。不自然すぎる。

「きっと何かの間ま違ちがいだよ。だってほら、格好が全然お姫様っぽくないし……」

「では、起こして直接訊たずねてみますわ」

　少女の正体を探さぐるため、アサミが横から手を伸のばしてきた。よせばいいのに。

「あらあら、この服……見るからに、腋わきの下が無防備ですわね。いかにも、くすぐってくれと言わんばかりではないですか。ではさっそく……」

「あ、アサミちゃん、ダメっ！　もし本当にこの人がお姫様だったら、そんなことしたら逮たい捕ほされちゃうよっ！」

　慌あわてて止めるカリンだが、もちろん聞いてくれるアサミじゃない。さっそく右の手て袋ぶくろを外すと、細い指先を少女の剝むき出しの腋に押し当て、まるでネコでもじゃらすかのような絶妙な動きを繰くり出してみせる。

「ほーら、こちょこちょこちょ……」

「ひゃうぅ～っ！」

「……なぜ、カリン様が悲鳴をお上げになるのです？」

　代理で悶もだえる主あるじに向かって、冷たい視線を送るＳメイド。と、その時。くすぐり責めが功を奏したか、眠っていた少女がモゾモゾと身じろぎし、ついにパチリと目を開いた。

　一いつ瞬しゆん虚うつろな光を宿した瞳ひとみは、清らかな泉のような青さを秘ひめている。やはり、セシリア姫にそっくりだ。

　カリンがそう思った途と端たん──少女の目に、微かすかに涙なみだが宿った。

　どうやら、腋に起こったむず痒がゆい快楽の正体を理解したらしい。突とつ然ぜん跳はね上がるように起きた彼女は、慌ててアサミの手から逃れようと、床をゴロゴロ転がって距きよ離りを置くと、こちらに向かって大声で叫さけんだ。

「……ぶ」

「ぶ？」

「ぶれーもにょっ！」

　すでに言葉になってないけど。いや、もしかして、「無礼者」と言ったのか。じゃあやっぱり、この少女は──。

「失礼しました。セシリア様でいらっしゃいますね？」

　そんなアサミの問いかけに、謎なぞの美少女は小さな胸を張って、堂々と答えた。

「もちろんだ！　いや、違うぞ！」

　どっちだ。

「断じてセシリアなどではない。わらわはただの町娘だ。そのセシリアという姫が、いかなる者かは知らぬが、わらわはお忍しのびの身だから別人に相そう違いないぞ！」

「つまり、セシリア様なのですね？」

「いや、だから違うと申しておろうに」

「あまりゴネるようでしたら、その小さなお尻しりを、わたくしの手形で染めさせていただきます」

「……すまぬ。わらわはミラージュ・ネル王国第一王女、セシリアだ」

　唐とう突とつに凄すごんだアサミに、少女はあっさりと正体を明かした。やはりお姫様だったのだ。

　お忍び──と言った。だからこそドレスでも何でもない、ごく庶しよ民みんの服装なのだろう。いったいどこで手に入れたかは、謎だけど。

　いや、それよりももっと謎なのは、そのお姫様が魔ま界かいにいることだ。

「セシリア様、どうしてこんな所に？」

　カリンが恐おそる恐おそる訊ねると、セシリアはこれまた胸を張り。

「うむ、さらわれたのだ！」

　何やらドエライことをのたまった。

「お忍びで魔法学園に向かう途中、突とつ如じよわらわの馬車が、悪魔の襲しゆう撃げきを受けたのだ。わらわも必死で抵てい抗こうしたのだが、何しろ相手は恐るべき魔界の者。為なす術すべもなく連れ去られ、挙句の果てには眠らされ──」
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「ちょっと待ってお姫様、今、『魔法学園』って言いました？」

「うむ、わらわが『王子様』と慕したっておる、さる大切な方がピンチと聞いたのでな。大急ぎで向かうところであったぞ」

　カリンに訊きかれ、頰ほおを赤らめながら答えるセシリア。そのいかにもな「恋こいする乙おと女め」の様子は、どうしたって一同に、仲間意識を抱いだかせてしまう。

　そう、この姫もまた、お姉さまを慕う一人に違いない──。カリンはすぐにそれを悟さとった。

　しかし差し当たっての問題は、やはり「さらわれた」という部分だ。

「ねえセシリア様、その襲撃してきたっていう悪魔さんはどこに？」

　辺りを注意深く見回しながら、カリンは訊ねた。

　周囲に人の気配はない。いや、相手は悪魔だから、油断できないけど。

「むう、見当たらぬか。さっきまでわらわの近くにいたのだが……」

「どんな感じの人？」

「すまぬ、はっきりとは覚えてないのだ。しかし、何やら黒い衣服を身に着けておったぞ」

　黒──。セシリアの告げたその色に、カリンは自然と、ある一人の人物を思い浮うかべた。

　漆しつ黒こくのタキシードを着た魔界の住人。しかも女の子を襲おそうのが大好き……となれば、もう答えは決まったも同然。

「それ……ミツヒメじゃない？」

　ナナコが眉まゆをひそめ、指し摘てきした。

「うん、きっとそうだよ！」

　カリンも同じ意見だ。やはりミツヒメは、光みつ宏ひろとは別に存在していたのだ。

　となれば、話は早い。ここでミツヒメを捕つかまえて、チナツ副会長に差し出すのみ。そうすれば、光宏の疑いは晴れるはずだ。

「じゃあさっそくミツヒメを捜さがそう！　まだ遠くへは行ってないはずだよ！」

　ついに見え始めた希望の光に意気込むカリン。だがそこへ、相変わらず冷静なアサミが一言。主あるじの昂たかぶった心を落ち着かせるように、静かに囁ささやいた。

「その必要はございませんわ。どうやら、まだこの部屋に──」

「います！　すぐ近くですニャ！」

　タマミが後を継つぎ、鋭するどく叫ぶ。彼女のまとうローブの黒毛は、今や全面が逆立ち、針山のようになっている。

　良からぬ気配を感じている証しよう拠こだ。おそらくミツヒメは、この暗がりの中に溶とけ込むようにして、潜ひそんでいるに違いない。

　自然と緊きん張ちようが高まる。六人は息を殺し、各おの々おのの知覚を駆く使しして、周囲の気配を読もうとする。

（どこ？　どこにいるの、悪魔さん……？）

　ざわめくような静せい寂じやくに包まれ、ピンと張り詰つめた、黒と赤の魔空間。あたかも時が止まったようなその中で、真っ先に敵を感知したのは──。

「きゃっ！　誰だれかがわたしの水着、撫なでたぁっ！」

　意外にもナギサだった。理由がアレだけど。

「な、ナギサちゃん？」

「ひゃぁ、また触さわってるぅ！　カリンちゃん助けてぇっ！」

　手足をジタバタさせて、身み悶もだえしながら助けを請こうナギサ。なるほど、ただ事ではないようだ……が、しかし納なつ得とくできない点が一つ。

「ナギサちゃん、どうして一人で暴れてるの……？」

　ポカンとした顔で、カリンは訊たずねた。何しろこちらの見る限り、ナギサに触ふれている者が、一人としていないのだ。

　アサミもナナコもタマミも、それにセシリアも──みんな身を寄せることなく、一定の間合いを置いている。そんな中でナギサだけが、得体の知れない感かん触しよくを覚えて、床ゆかの上で悲鳴を上げている。

　何ともおかしな光景だ。まるで──そう、まるで透とう明めい人間にでも弄もてあそばれているかのような。

「もしかして……見えないけど誰かいるの？」

「その可能性が高いですわね。透明化インビジブルの魔法を使っているのかもしれません。……ナギサ様、どんな感じですか？」

　アサミが頷うなずきながら、ナギサに訊ねる。敵の存在を肯こう定ていしておきながら、すぐ助けに行くつもりはないようだ。

「さあナギサ様、ご感想をどうぞ」

「わ、分からないよぉ！　あうぅ、そんなとこまで、ダメなのにぃ～」

　息も絶え絶えに震ふるえるナギサ。果たしてそんなとことは、どんなとこなのか……いや、詮せん索さくしている場合じゃない。

「ナギサちゃん、今助けるからね！」

　そう叫さけび、カリンは見えざる敵に向かって飛びかかった。

　もちろん、そこにはナギサもいるけど。

「てーいっ！」

「むぎゅぅ」

　威い勢せいよくダイブするカリンと、その激げき突とつを正面から受け、引っくり返るナギサ。何とも考えなしの光景を前に、残る四人が「あーあ」と盛せい大だいに溜ため息をつく。

　そして、肝かん心じんの敵はと言えば……。

「ひゃぁ！　お尻しりの下に何かいるぅ！」

　派手に尻しり餅もちをついたナギサが、得体の知れない違い和わ感に悲鳴を上げた。その声にカリンが注意を向けると、なるほど、ナギサの腰こしが何かに支えられ、見えない椅い子すよろしく、不自然に宙に浮いている。

　どうやらお尻の下した敷じきにしたらしい。さらにこの衝しよう撃げきが思わぬダメージとなってか、透明だった相手が、じわり、と姿を現し始めた。

　まるで空気の中に滲にじみ出るように、黒い衣い装しようが形になっていく。さらには、その中身である人物も。

　しかし、ミツヒメか──と思いきや。

「……あれ、またこの人？」

　ついに白日のもとに晒さらされた相手を前に、カリンは思わず首を傾かしげた。

　なるほど、黒い衣装には違ちがいない。しかしそれはタキシードではなく、そこかしこで見かけたゴスロリドレス。手にはもちろん、ヒヨコ。

　そう、魔ま界かいの住人に取って代わって徘はい徊かい中の、例の怪あやしげなマスコットだった。

「おお、まさしくその者だぞ！　わらわをさらい眠ねむらせて、いかがわしい真似まねをしようとしたのは！」

　興奮した様子でセシリア姫ひめが騒さわぐ。ということは、始めからミツヒメとは無関係だったようだ。

「人違いでしたわね」

　アサミがつまらなそうに呟つぶやいた。いや、誘ゆう拐かい犯はんを前にして、つまらながっている場合でもないけど。だいたい敵は、まだやられたわけじゃない。

「きゃっ、動いてるよぉ！」

　モゾモゾと蠢うごめくマスコットをお尻に感じて、ナギサがなおも悲鳴を上げる。それなら急いで逃にげればいいのだが、あいにくそこまで頭が働かないらしい。

　そんな可愛かわいそうなマーメイドを救うため、駆かけ寄る一同。

「私に任せてくださいニャ！」

　まさにネコ並みの瞬しゆん発ぱつ力りよくに優すぐれたタマミが、他のみんなを引き離はなし、その爪つめを真っ先にマスコットに届かせる。

　しかし間かん一いつ髪ぱつ。マスコットは無表情のまま、のたのたとナギサの下から這はい出し、事なきを得た。代わりに振ふるわれた爪は、見事に狙ねらいを逸それ、濃のう紺こんのスクール水着をビリビリと……。

「うみゃぁぁぁぁ！」

　たちまち内側から溢あふれ出そうとするわがままボディを見せまいと、慌あわてて破れ目を押さえるナギサ。しかしこの悲鳴、どちらがネコだか分からない。

「ご、ごめんニャさいです、ナギサちゃんっ！」

「うぅ、タマ先せん輩ぱいのえっちぃ～」

「そうだ、このローブで隠かくしてくださいニャ！」

「ひゃぁっ、タマ先輩のローブ、毛皮が肌はだに直接こちょこちょって……だめぇっ！」

　そんなパニックに陥おちいる二人を差し置いて、体勢を立て直したマスコットが反撃に移る。次の狙いは──。

「ナナコちゃん、そっちに行ったよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、任せといて！」

　迫せまりくるマスコットに向かって身構えるナナコ。もっとも、このウェイトレスにどんな戦せん闘とう能力が秘ひめられているのか、カリンは知らない。

　いや、そもそもウェイトレスは戦う職業じゃないし……。

　そんな懸け念ねんを裏付けるかのように、ナナコが敵に向かって仕し掛かけたものと言えば。

「えいっ！」

　適当に足を振り上げただけだった。しかも、当たってない。

　そしてもちろん、そんな大きな隙すきを、相手が逃がすはずもなく。

「きゃぁっ、何するのっ？」

　顔面にヒヨコをむぎゅぅと押し付けられ、逆にナナコが悲鳴を上げる。それでもマスコットは容よう赦しやせず、ヒヨコの嘴くちばしを無理やりナナコの唇くちびるに押し当て、その声すらも塞ふさいでしまった。

　結果、まるでキスでも交かわすかのような形になった、ナナコとヒヨコ。

「ナナコちゃん、大丈夫っ？」

　ピンチだか何だかよく分からないまま、心配して叫ぶカリン。その問いかけに、ナナコは妙みように顔を赤らめ。

「はうぅ、ピヨ五ご郎ろう様のお口、甘くておいしいですぅ[image: ]」

「ピヨ五郎って誰だれ！」

　ダメだ。全然勝負になってない。

　かくしてナナコを堕おとしたマスコットは、その毒どく牙がを次の乙おと女めに向けんと、こちらの方へ向き直った。

　残るはカリン、アサミ、セシリアの三人。

「どうなさいます、カリン様？」

「うん、もちろんやっつけるよ！」

　そう言って、カリンはマスコット目がけて両手を構える。

　カリン最大の必殺技・冥王炎武ハデス・フレア。今、それを放つ時が来た。

　だがこの空気に、妙に興奮したギャラリーが一名。

「おお、何か撃うつのだなっ」

「うん、セシリア様は危ないから下がってて！」

「うむ、何だかわくわくするぞ。いったい何を撃つのだ？」

「冥王炎武だよ！」

「ほう、そのはですふれあとやらは、いかなるものだ？」

「……セシリア様、お願いだから下がっててってば」

「むぅ、気になるのだ。教えてたもれっ」

「見てれば分かるから、下がっててよぉ！」

「なるほど、見てれば分かるのか。ならば、盛せい大だいに撃つがよいぞ！　わらわがこの目で見届けよう！」

「だから、危ないから下が──ぷぎゃっ！」

　必死で姫ひめとコントを繰くり広げるカリンの顔面に、マスコットの放ほうり投げたヒヨコが、見事ベチャリと命中した。

　ほんのりと舌先に感じるココアの味。その甘さにうっとりしつつ、カリンは身を仰のけ反ぞらせて引っくり返る。

（あう、ナナコちゃんと間接キッスしちゃったよぉ。ごめんなさい、お姉さま。これノーカンにしてください……）

　そんな愛いとしい人への想おもいを、心の奥底で叫さけびながら──。

　若き魔ま導どう士し見習いは、ついに魔界の片かた隅すみで、力ちから尽つきたのだった。




「はいはい、どうせわたくしがやればいいのでございましょう？」

　後にマスコットを蹴けり倒たおすアサミの声が、気だるげに響ひびいた。




　　　　４




　かくして、死闘の末に悪魔を倒し、囚とらわれのお姫様を助け出すことに成功した、カリン一行だったが──。

　いや、本来の目的を忘れているというツッコミは、置いといて。

「こ、これはいったい……」

「どういうことなの？」

　ようやく勝利を収めたのも束つかの間、カリン達は驚きよう愕がくの事実に直面することとなった。

　問題は、例のマスコットだ。アサミに容赦なく蹴り倒され、床ゆかに転がったまではよかった。だが直後、のろのろと立ち上がった「彼女」の落書き顔がポロリと剝はがれ落ちたところで、事態は一変した。

　どうやら仮面のようなものだったらしい。そして、その仮面の下から現れた顔はと言えば──。

「ヒカルちゃんではないですか！」

　タマミが叫んだとおりだった。

　魔法学園の二年生、ヒカル。カリンにとっては一つ上の先せん輩ぱいで、お姉さまの幼おさな馴な染じみでもある。そしてもちろん、同じ寮りように暮らす仲間だ……が、そう言えば今日の肉まん大会に、姿を見せていなかった。

　それがなぜゴスロリ服など着て、魔界で女の子を襲おそっていたのか。いつもはエプロン姿で、お姉さまの朝ごはんを勝手に作って喜んでいるような娘こなのに。

「ヒカルちゃん、こんなところでいったい何を？」

　タマミがそう訊きくも、ヒカルは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすだけで、何も答えない。まるで立ったまま寝ね惚ぼけているかのようだ。

「ヒカルちゃんってば！」

　それでもタマミが肩かたを揺ゆさぶると、ようやくヒカルは目を瞬しばたたかせ、周りの様子に反応を示した。

「あれ、タマミちゃん。それにカリンちゃん達まで。ねえ、ここはどこ……？」

　そう言って、辺りをキョロキョロ見回すヒカル。どうも様子がおかしい。もしかして、今までの記き憶おくがないのだろうか。

「変だなぁ、私、寮にいたはずなのに。それに……このヒヨコ、何？」

　ナナコとカリンの唇くちびるを奪うばったぬいぐるみを手に、彼女は本気で首を傾かしげてみせた。

　やはり、記憶がないのだ。今まで暴れていたのは、本人の意思とは無関係だったらしい。

　そんなヒカルに、タマミがニャーニャーと、今までの流れを説明する。ここが魔界であることや、ヒカルが姫をさらったこと。そして、この魔界の塔とう……というか役所で、自分達相手に破は廉れん恥ちな所業を仕出かしたこと──。

　そのすべてを聞き終え、ヒカルはすっかり目を丸くしてしまった。

「そ、そんなの全然覚えてないよぉ！　いつここに来たのかも分からないし、だいたいお姫様を誘ゆう拐かいするだなんて……どうしよう！　私逮たい捕ほされちゃうのっ？」

「心配するな、ヒカルとやら。わらわは心が広いのだ」

　慌あわてふためくヒカルを宥なだめるべく、セシリアが胸を張って寛かん大だいさをアピールする。少々困ったところもあるお姫様だが、人ひと柄がらは良さそうだ。

　しかし──事件の解決はいいとして、いったいなぜ、こんな事態が起きたのだろう。

「アサミちゃん、これ、どういうこと？」

「わたくしとて、何でも分かるわけではございません」

　カリンの漠ばく然ぜんとした質問に、アサミはあっさりと首を横に振ふった。

「何とも摑つかみどころのない事件ですわ。ヒカル様も、それに魔界の皆みな様さまも、こんなわけの分からないお姿になられて……。ああ、魔界の皆様といえば、すっかり忘れてましたわ。早くミツヒメを捜さがさないと」

　話しているうちにようやく思い出したようだ。アサミがそう言うと、カリンも「あっ！」と声を上げ、急いで一同に呼びかけた。

「みんな、早くミツヒメを捜さないと、光みつ宏ひろくんが大変なことになっちゃうよ！」

「そうだったわ。急いで戻もどるわよ！」

「ファイル漁あさりですニャ！」

「わたし、水着直したいよぉ……」

　みんな口々に応こたえながら、ぞろぞろと階段へ向かい出す。そこへ加えてセシリアが。

「うむ、何だか分からぬが、わらわも手伝うぞ！　苦しゅうない」

　特に誰だれも苦しんでなくとも、そう言って後から足早に追ってくる。

　しかし、ヒカルだけは動かない。逆に「待って！」と、慌ててカリン達を呼び止めた。

「待ってみんな、人捜しをしてるの？　だったら私に任せて！」

「ヒカル先輩、どうするの？」

　カリンが振り返って訊たずねるのと、ヒカルが何かを取り出すのと、同時だった。

　いったいどこに収納されていたのか。彼女が手にしたのは、真っ黒な金属製の調理器具──フライパンだ。それを得意げに掲かかげ、ヒカルは一同に言う。

「お騒さわがせしたお詫わびに、私が尋たずね人びとの居場所を占うらなってあげるよ。このフライパンを使った、とっておきの占い──そう、『占卵術』でっ！」

「せんらんじゅつ？」

　まったく聞いたこともない占いに、首を傾げるカリン。しかしヒカルは、そんな疑問などどこ吹ふく風。すぐさま魔法で宙に火を点ともすと、その上にフライパンを置き。

「ええと、よく熱してからバターを落として、そこに調味料と合わせた溶とき玉子三個分を……」

「ヒカル先せん輩ぱい、それ、オムレツ？」

「ううん、『占卵術』だよ？」

　柔やわらかな笑え顔がおで謎なぞの単語を繰くり返し、ヒカルはすぐさまフライパンを振るって、オムレツらしきものを作り始めた。

　これまたどこから持ち出したのか。バターと玉子一式を、レシピに沿ってすぐさま投入。しかし火が強いのか、はたまたバターが回ってないのか。形を整える間もなく、たちまち玉子がガチガチに固まっていく。しかも、黒い煙けむりなど噴ふきながら。

「ヒカル先輩、それ、失敗してる……？」

「ううん。だってこれ、料理じゃなくて占いだもん」

　もう意味が分からない。

　仕方なく、黙だまってヒカルの動作を見守る一同。そんな合計十二の視線を前に、ヒカルもまた張り切ったらしい。

「とりゃーっ！」

　激しくそう叫さけんで腕うでを一いつ閃せん。何やら凄すさまじい勢いで煙を撒まき散らしながら、空中に玉子の固まりを放ほうり上げ、見事にキャッチし損そこねて、床ゆかに墜つい落らくさせた。

　ベチャリ、と嫌いやな音を立てて黄色く広がる、哀あわれなオムレツモドキ。その表面をヒカルは見下ろし、難しい顔で呟つぶやいた。

「あれ、焦こげてない……？」

　……そういう問題なのだろうか。

　しかし彼女の言うとおり。あれだけ煙を噴いておきながら、玉子は黒くないどころか、狐きつね色いろにすらなっていない。まるで火にかけたのが噓うそのようだ。

　そんな驚きよう愕がくの事実を確かめ終えると、ヒカルはまっすぐに顔を上げ、カリン達に向かって厳おごそかに告げた。

「──占いの結果が出たよ」

　その言葉に……重苦しい沈ちん黙もくが辺りを包んだ。いろいろな意味で。

「あの、ヒカル先輩、今のは……？」

「だから『占卵術』だってば」

「それは、何を基準に占うの？」

「もちろん、玉子の焦げ具合だよ」

　オムレツを作ってて偶ぐう然ぜん編み出したんだよね──と不安な台詞せりふをのたまいながら、ヒカルは床の玉子を指し示す。
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「ほら、こうやって広がった玉子に浮うかぶ焦げ跡あとを見て、いろいろなことを占うの」

「でも、焦げてないみたいだけど……」

「そうそう、そこなんだよ」

　さも不可解と言わんばかりに騒ぐヒカル。そしてこの結果が、何を物語っているのか。

　彼女は静かに、こう言い放った。

「つまり、カリンちゃん達の尋ね人は……どこにも存在しないってことだよ」

　同時に……重苦しい沈黙が、再び辺りを包んだ。今度こそ、まともな意味で。

　ミツヒメが存在しない──。確かにヒカルは、そう言ったのだ。あくまで、占いによる判断だけど。

「う、ウソ……」

　思わず言葉を震ふるわせるカリン。だが、ヒカルは「間ま違ちがいないよ」と静かに言って、もう一度フライパンを構え直す。

「何ならもう一度試ためしてみよっか。間違いなく結果は同じになるけどね。……私だって魔ま法ほう学園の生徒だもん。占いは得意なんだよ？」

　だが……それが本当なら、ミツヒメはどこへ消えたのか。

　存在しないはずがない。今まで何度も寮りようを襲おそっておきながら、このタイミングで消え失うせるだなんて。

「……カリン様」

　ふと横から、アサミが話しかけてきた。

「念のため、もう一度一階で調べてみましょうか」

「う、うん……。でも、あのファイルを全部調べるの、大変そうだよ？」

「それならご心配なく。おそらくあのマスコット達も、顔を引っぺがせば、元の職員に戻もどるはずですわ。あとはこの鞭むちで急せかせば、お時間を取られることもないかと」

「ええと……手て荒あらなのはダメだよ？」

　不ふ安あんに駆かられながらもゴーサインを出したカリンに、アサミは一つ頷うなずいて、足早に階段を下りて行った。

　一方ヒカルも、再びフライパンを煽あおって、派手にオムレツを撒き散らし始める。そんな中でカリンは、ただ結果が覆くつがえることを願い、じれったそうに唇くちびるを嚙かみ締しめるのだった。




　その後──何度目かの焦げないオムレツが、床に広がった頃ころ。アサミが、調査の結果を伝えに戻ってきた。

　それによれば、やはり「ミツヒメ」という名前の悪魔は、この魔界には存在しないとのことだった。

　しかし、ミツヒメだけではない。もう一人、存在を抹まつ消しようされている悪魔がいた。

「どうして……ユキちゃんまで？」

　消えた友達の名を口にして、カリンは表情を凍こおり付かせた。

　早くミラージュ・ネルに戻ろう──。そう思った。
















　　　　１




「ではこれより、ミツヒメしゃんの裁判を、始めまちゅっ！」

　魔ま法ほう学園の大講堂に、チナツ副会長のたどたどしい宣言が響ひびき渡わたった。

　今、光みつ宏ひろは両手をリボンで拘こう束そくされ、壇だんの手前に立たされている。壇上を見上げれば、そこにはコンサートよろしくマイクスタンドの前に立つチナツが。真横を見ればヤヨイが。そして背後を振ふり返れば、マユやリンリンを始め、ものすごい形相でこちらを睨にらみつける、大勢の二次元娘むすめ達が──。

　ああ、とにかく逃にげ場がない。加えて誰だれもが殺気立っているものだから、いつ襲おそいかかられないかとヒヤヒヤする。

　まあ、みんなが怒おこっているのは、もちろん胸のせいなのだが。

「まずは罪状からですっ」

　そう言って、ポケットからメモ用紙を取り出すチナツ。まるでスピーチのカンペだ。

「えー、ミツヒメさんは、過去に何度もこの学園の女子寮りように忍しのび込み、破は廉れん恥ちの限りを尽つくしてきました。それに加えて今回は、仲間のゲ……ゲツシロさんと結けつ託たくし──」

「……チナツどの、それはツキヨと読むのだ」

　妙みような単語を口走った副会長に、ヤヨイが下からすかさず駄だ目め出しした。

「えっ、そうなんですか？　で、でもこれ、ゲツシロって読めますよ？　もしくはサカヤキ」

「いや、読めればいいというものではないぞ。人名なのだから……」

　だがルームメイトのツッコミをよそに、一たびペースを踏ふみ外した副会長は止まらない。もともと上がり症しようなこともあって、一気にグダグダになっていく。

「ごめんなさい、あの、ええと……、ミツヒメさんは仲間のゲツヨさんと結託しっ」

　いや、混ぜるな。

「ノアさんをさらって改造して、『ぴこぴこりんっ☆』って言わせました！」

「……それは、ノアどのが自主的に言っただけでは？」

「でも、言いましたよ？　しかもそのせいで、私達のオムネがこんなになっちゃって──」

「その原因は『ぴこぴこりんっ☆』とは関係ない。そもそもチナツどのは、アドリブを入れずに、おとなしくそのメモを読んだ方がいいと思うのだ」

「うぅ、そうですか？　でもこれ、途と中ちゆうから書き忘れてて、真っ白なんですけど……。ああもう、ミツヒメさんっ！」

　ついに切羽詰つまり、チナツは唐とう突とつに、被ひ疑ぎ者しやに食ってかかってきた。

「どうしてくれるんですか？　ヤヨイちゃんがいつもより厳しいのも、ミツヒメさんがオムネなんか大きくするからですよっ！」

「いや、オムネは関係ないと思うんだけど……」

　そう小声で言い返す光宏だが、チナツはすでに聞く耳持たず。ルームメイトを引き合いに、わけも分からぬまま責め立てる。

「口答えは許しませんよ、ミツヒメさん！　このオムネ、どうするんですか？　これじゃ私もヤヨイちゃんも、もうお嫁よめに行けません！」

「何っ、私もなのかっ？」

　副会長のあんまりなお言葉に、すぐ横でヤヨイが盛せい大だいに怯ひるんだ。

　しかしこの二人……裁判と言うより、漫まん才ざいの方が似合っている気がする。

　内心呆あきれる光宏に、チナツが壇上から問いかける。

「さあ、申し開きがあるなら聞いてあげますよ、ミツヒメさん？」

「あの、口答えは許さないのでは……？」

「そ、それとこれとは別なんです！　とにかく、何か言うことはないんですか？　ないんですね？　できればない方が、私も楽で助かるんですけど……」

　いや、なぜそこで弱気になっていくか。

　どうにも緊きん張ちよう感を欠いたまま。それでも光宏は咳せき払ばらいを一つすると、すでに半ベソをかき始めているチナツに向かって、毅き然ぜんと言い返した。

「副会長、僕はミツヒメじゃないんです！」

「えっ、そ、そうなんですか？」

　あ、信じてくれた。

「チナツどの、騙だまされてはならんぞ！」

「はい、ヤヨイちゃん！　じゃあ私、騙されません！」

　あ、信じなくなった。

　何とも流されやすい裁判官だ。が、それは光宏にとって、極きわめて不利な状じよう況きようでもある。

　だいたいこちらが何か言おうにも、周りは誰もが敵ばかり。光宏の言い分など、いとも簡単に捻ねじ伏ふせてしまう。

「副会長、ミツヒメなんかに負けないで！」

「早く有罪判決を！」

「みんなのオムネの恨うらみ、晴らしてください！」

　やいのやいのと好き勝手なことを騒さわぎ立てるギャラリー。この巨きよ大だいな本流の前には、光宏の発言など、ただの小さな支流に過ぎない。流されやすいチナツの心は、そのままイクラから孵ふ化かした鮭さけの如ごとく、有罪判決という名の海へ向かってまっしぐら。

「じゃあ有罪ですっ！　懲ちよう役えき五年ぐらいでいいですか？」

「全然よくないってば！」

　笑え顔がおを取り戻もどして確かく認にんするチナツに、光宏は慌あわててツッコんだ。だがそのツッコミを上書きするかのように、周りから懲役コールが鳴り響ひびく。

　もはやこれまでか。光みつ宏ひろがそう思った時……。

「──静せい粛しゆくにっ！」

　突とつ如じよ講堂の扉とびらが開かれ、力強い言葉が、萌もえっ娘こ達のコールを一いつ掃そうした。

　しんと静まり返る堂内。そして一同が振ふり返れば、そこにはどこかで見覚えのある二次元娘むすめが、偉えらそうに仁に王おう立ちになっていた。

　小さな身体からだに長い金きん髪ぱつ。赤いキャミソールとミニスカート。って……。

「せ、セシリア姫ひめではないですかっ！」

　いきなり度ど肝ぎもを抜ぬかれて叫さけぶチナツ。そのとおり、今ここに登場した救世主は誰だれでもない、このミラージュ・ネルを治める王家の一人娘、第一王女のセシリア姫だった。

　ちなみにこの服装は──お忍しのび中なんだろうな、たぶん。

　何だか微ほほ笑えましい気持ちになりながら、光宏は姫の雄ゆう姿しを眩まぶしそうに見つめた。

　そんなセシリアの顔を、他の少女達も知っているのだろう。瞬またたく間に、前を開けるように道ができる。

　その中を堂々と歩み出す姫君。さらに後ろには、カリンやアサミといったお馴な染じみの面々が、なぜか控ひかえている。それから、これまたどこかで見たようなゴスロリ服を着た人物も。

「……って、ヒカルちゃん？」

　だがそれが月つき代よでないことに気づき、光宏は目をパチクリさせた。いったい何があって、あんな格好をしているのか。しかも、ご丁てい寧ねいにヒヨコまで持って。

　ヒカルはもともと、「幼おさな馴な染じみ」という属性を具現化させたキャラクターだ。だがそれゆえ、かつての紗さ衣えは、ヒカルと月代を同一視してしまうところがあった。おかげで紗衣に召しよう喚かんされたヒカルは、どことなく性格が月代に似ていたりしたのだが──。

　もしかして、その辺が関係しているのだろうか。あのゴスロリ衣い装しようは。

（でも、もう北きた原はらさんは月代と仲直りしたから、変な蟠わだかまりなんてないはずだよな……）

　不思議に思う光宏の前へ、セシリア達が進み出てくる。もっとも先頭の姫君は、特にこちらには反応を示さず。一方で、カリンが妙みように申し訳なさそうな顔で、こちらをチラチラ見ているのが気になる。

　しかし光宏が見返しても、彼女は黙だまったまま、何も喋しやべろうとする素振りがない。アサミやナギサもただおとなしく、その後に付いているだけだ。

　だから──今この講堂で声を出そうとしているのは、セシリア姫だけだった。

「その方、マイクの位置を下げてたもれ」

　カリン達を下に残して、ひとり壇だん上じようによじ登ったセシリアは、呆あつ気けに取られる副会長に向かって、手で何かを下げるジェスチャーを繰くり出した。

　もちろんチナツに拒きよ否ひする意志などない。何しろ相手はお姫様だ。

「は、はい、これでいいですか？」

「うむ、いい具合だ。誉ほめてつかわす」

　そう言ってマイクの前に立つ姫君。そして講堂に集つどう二次元娘達をザッと眺ながめ回すと、その幼い外見からはあり得ないほどの厳おごそかな声で、一同に向けて、ある驚きよう愕がくの事実を明かした。

「皆みなの者、よっく聞くがよい！　何を隠かくそう、皆の眼前に立つこの町娘は、世を忍ぶ仮の姿──。果たしてその実態は、ミラージュ・ネル王国第一王女、セシリアである！　一同頭が高い、控えおろうっ！」

　そう、驚愕の事実だった。……少なくとも、姫本人にとっては。

「あの、セシリア様、それはもうみんな知ってると思うんですけど……」

　後ろからチナツ副会長が、おずおずとツッコむ。だがセシリアはそれを聞くと、不満げに頰ほおを膨ふくらませ、「そんなのは認めないぞ！」と駄だ々だをこね出した。

「わらわは今正体を明かしたのだ。なのに、なぜ恐おそれ入らんのだ？　そもそも今のわらわは、どこからどう見ても立派な町娘ではないか。なぜ姫と分かった！」

　いや、どこの世界に、そんな偉そうな町娘がいるか。

　だが、光宏や他の二次元娘が呆あきれるのも意に介かいさず、自由すぎるお姫様は、辺りをキョロキョロと見回す。

「時にチナツとやらは、どこにおる？」

「はい、私ですけど……」

「おお、その方であったか、わらわに密書を送ったのは。うむ、よく知らせてくれた。わらわの大切な王子様が一大事とあっては、城で呑のん気きに小鳥さんと語らってなどおられんからな。早急の伝令、感謝するぞ。誉めてつかわす」

　そう言って、チナツの頭に手を伸のばしてナデナデするセシリア。チナツも顔を上気させ、「光栄ですっ！」と喜び出す。それはさておき、密書の内容が公おおやけに発表されていたが、いいのか。

「ともあれ、こうしてわらわが参ったからには、王子様を嘆なげき悲しませる者は容よう赦しやしない。逮たい捕ほ投とう獄ごくの上、おやつ抜きのお尻しりペンペンだ！　……で、犯人はどこにおる？」

「はい、そこのリボンで縛しばってある人がそうです」

「おおそうか、この者であったか。……はて、どこかで見たような気がするが？」

　やはり──彼女もまた、記き憶おくがあるらしい。光宏を見やり首を傾かしげ、続いて自分の服装に首を傾げる。あのキャミソールとミニスカートは、以前現実世界に抜け出したセシリアが、光宏にねだって買ってもらった服だ。

「セシリアちゃん、僕だよ！　光宏だよ！」

　だから思い切って、光宏は叫んだ。わずかな彼女の記憶にすがるように。

　しかし、覚かく醒せいに至らぬうちから、気軽に「ちゃん」付けはまずかったらしい。壇上の姫君は、機き嫌げんを損そこねたかのように光みつ宏ひろを睨にらみつけ、マイクに向かって美声をキンキンと震ふるわせた。

「ぶ、無礼者！　わらわを何と心得るか！」

　同時に声のでかさに圧あつ倒とうされ、講堂中のスピーカーが、一いつ斉せいにギュワーンと不快音を放つ。しかし当のセシリアは、この異音に怖おじ気けづいたか。「ひゃぁ」と気の抜ぬけた悲鳴を上げ、慌あわててマイクの前から逃にげ出した。

「チナツどの、助けてたもれ。マイクが怒おこったぞ」

「そーなんです。あのマイク、よく怒るんです～」

　二人して抱だき合ってビクビクしている。単にマイクの使い方が下手なだけだが。

　光宏は溜ため息をつくと、セシリアへの訴うつたえは中断し、すぐそばに立つカリンの方に向き直った。今ここで唯ゆい一いつ頼たよれるのは、彼女だけだ。

「ねえカリンちゃん、あれから何があったの？」

「あ、光宏くん、あのね……」

　さっきと同じく申し訳なさそうな顔で、カリンは光宏に囁ささやき返す。

「魔ま界かいへ行ってきたの。悪魔さんを捜さがしに」

「悪魔さん……。じゃあ、ミツヒメを？」

「うん。そうしたら、塔とうの上にヒカルちゃんが変な格好でいて、セシリア様をさらってたの。だからボク達、一いつ生しよう懸けん命めい戦ったんだよ？」

　それは……何の話なんだ、いったい。

　どうもいまいち理解できない。が、今はとにかくミツヒメだ。

「それで、ミツヒメは？」

「う、うん。それがね……」

　いなかったんだ──とカリンは答えた。両手をギュッと握にぎり締しめ、悔くやしそうに。

「留守とかじゃなくてね、本当に、いなかったの。ミツヒメなんて名前の悪魔さんは、どこにも……。家も戸こ籍せきも、なんにもないんだよ」

「……それはつまり、存在してなかった、と？」

　その問いに、哀かなしげに頷うなずくカリン。そして光宏の心には、女子トイレで聞いたユキの言葉が蘇よみがえる。

　──バカ姉貴があんなことになったのだって……。

　いったい何が起きたのか、その時は教えてもらえなかった。しかし、ヒントはあった。そのすぐ後に、ユキはこうも言ったのだ。

　──私もなの？　お姉さま……。

　確かに言った。消えながら。

　そしてミツヒメの存在が抹まつ消しようされていた。ということは、ユキも──。

「……ユキちゃんもね、いなくなってたの。いつの間にか……」

　案の定、カリンはそう告げた。声が震えているのは、泣き出しそうになっているからか。

　そこへナギサとナナコが駆かけ寄り、カリンの肩かたを慰なぐさめるように抱き締める。そして主あるじの後を引き継つぐように、アサミが口を開く。

「あなた──光宏様とおっしゃるのですね」

「アサミさん、分かってくれたんですね？」

「少なくとも、カリン様はそう信じていらっしゃいますから。……光宏様、いったい何が起きているのか──もし知っていることがおありなら、ご説明願います」

　あくまで丁てい寧ねいに訊たずねるアサミだが、心の中では困こん惑わくしているのだろう。まっすぐに光宏を見るその目に、いつもの責めの色はない。ただ純じゆん粋すいに、答えを求めている目だ。

　だが、その思いは光宏も同じである。ミツヒメが消え、ユキが消えた。いったいどうしたら、こんなことになるのだろう。

　一つ、分かっていることがある。ミツヒメが消えた理由だ。……と言っても、ユキからのまた聞きだが。

「ユキちゃんが言ってたんです。ミツヒメは、僕に似ているから消えた、って」

「あなたに似ているから？　それは、どういうことですの？」

「分からない。でも……『消えた』ってことは、つまり……」

　召しよう喚かん主が「消えてほしい」と願ったから──。そう言おうとして、光宏の口は自然と止まった。

　この説明では無理だ。なぜならここにいる二次元少女達は、自分が「絵から抜け出した存在」であることを、自覚していないのだから。

　そしてこの瞬しゆん間かん、ギャラリーからの非難が飛び交かい出す。

「ミツヒメのウソつき！　どう見たって、あなたがミツヒメじゃない！」

「魔界にいないなら、ここにいるあなたがミツヒメってことでしょ？」

　それは常識で考えれば、言い逃のがれができないほど真っ当な意見だった。

　光宏は焦あせった。このままでは、有罪は免まぬがれない可能性が高い。紗さ衣えを助けに来て、その嫁よめ達に逮たい捕ほされるだなんて、あまりにも理り不ふ尽じんだ。

　そしてこの状じよう況きようを鎮しずめられるのは、もはや当の紗衣以外にない。

　そう思い、光宏は訴えた。

「お願いだ、誰だれか、北きた原はらさんをここに呼んでくれ！」

　カリンでもアサミでも、チナツでもセシリアでもいい。今すぐ、この寮りようのどこかにいる「お姉さま」を連れてきてほしい──。

　光宏は、そう願った。

　そして──その願いは、すぐ聞き入れられることとなった。

　ただし、光宏の期待とは異なる形で。
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「みんな、ちょっといい？」

　そんなフランクな声とともに、講堂の扉とびらが開かれた。

　再び振ふり返る一同。そこには、二人の二次元娘むすめが立っていた。

　清潔な白衣をまとう保健の先生、サーヤ。その補ほ佐さ役ことピンクのナースエンジェル、メイ。医務室に勤める二人が揃そろい、いったい何の用なのか。

「みなさん、どいてくださ～い♪」

「ごめんね。盛り上がってるところ悪いんだけどさ、ちょっと言こと伝づてがあるから」

　そう言って、さっきセシリアがやったように、スタスタと前に進み出る二人。そして光みつ宏ひろには目もくれず、さっさと壇だん上じように上がってしまう。

　この突とつ然ぜんの乱入者に、おとなしくしていられるセシリアではない。

「こら、何だその方らは。今は裁判の途と中ちゆうだぞ？」

「うん、知ってる。というわけで姫ひめさん、そのマイク貸して」

「むぅ、ならぬ。このマイクはわらわのものなのだ」

　いや、チナツ副会長のだ。もうすっかり隅すみっこで小さくなっているけど。

「そもそも無礼であろう。わらわを何と心得るか」

　サーヤのぞんざいな言葉に、思いっきり機き嫌げんを損そこねるセシリア。しかしそれで動じるほど、この先生は弱くない。

「セシリア姫でしょ？　知ってるけどさ、あいにく私、年少者に平ひれ伏ふす趣しゆ味みはないんだよね」

　あっさりと首を横に振り、白衣を翻ひるがえして、セシリアの真正面に立ちはだかる。これは──挑ちよう発はつしていると言うか、むしろちびっこをからかって喜んでいると言うか……。

「な、何が年少者だ！　わらわはもう十四だぞ。一人でお手洗いに行くぐらい、どうともないぞ！」

「あっそう？　ちなみに言いたかないけど、私はキミの年ねん齢れいに三十をかけて、適当に三の倍数を足した感じだから。ちゃんと年寄りは敬ってね？」

　外見年齢は相手と大差ないくせに、エルフの先生はわざとらしく微ほほ笑えむと、メイに向かって指で合図する。

　それに合わせて、フワフワと前に飛び出すメイ。背中の小さな翼つばさを羽ばたかせ、彼女はそのまま、ムギュッとセシリアに抱だき付いた。

「わぁ、何をするのだ、無礼者！」

「ふふふ、セシリア様、捕つかまえちゃいました～♪」

「やだやだ、放せ！　こら浮うくなぁっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとお散歩をするだけです。全然恐こわくないですからね～？」

　姫の叱しつ咤たなど物ともせず、あくまでマイペースに、メイは宙へと舞まい上がる。もちろん、捕まえたセシリアを連れて。

　なかなか強ごう引いんなやり口だ。しかし、おかげで裁判の主導権は、完全にサーヤに移った。

「さて、お姫様には天てん井じようの旅を楽しんでもらうとして……」

　マイクの位置を手で合わせながら、壇上で語り出すサーヤ。そういえば、言伝があると言っていた。いったい何か。そして──誰からのものなのか。

　光宏の中に、一つの予感が湧わいて出る。今この場にいない人物で、サーヤに何かを託たくそうとする者と言えば……思い付くのは一人だけだ。

　そして、この予感は見事に的中した。

「ここにいるみんなに、メッセージを持ってきたよ。北原さんからの、ね」

　サーヤのその言葉に、会場が一気にざわめいた。

　ざわめき、すぐに静まった。

　カリン達はもちろん、ヤヨイにチナツ、天井近くで騒さわいでいたセシリアまでもが、一いつ斉せいにサーヤに注目する。だがそれは、光宏もまた同じだ。

　ミラージュ・ネルを訪おとずれて以来、いまだに会えない紗衣からの言葉だ。一言も聞き逃すまいと、静せい寂じやくの中にもかかわらず、懸けん命めいに耳をそばだてる。

　そんな中、一同の視線がすべて自分に向けられたことを確かめると、サーヤはゆっくりと口を開いた。

「まず始めに連れん絡らく事じ項こうから。さっき北きた原はらさんに預けておいた、ノアさんのプログラムの修復が終わったそうよ。これでもう変なことはしないから、安心していいってさ」

　ノアの修復──要するに、リペイントのことを言っているのだろう。月つき代よに洗脳されて、散々破は廉れん恥ちな働きをしてきたアンドロイドも、これでようやく紗さ衣えの手に戻もどったようだ。

　そしてサーヤのメッセージは、いよいよ次の段階へと入った。

「それから……ここからが本題。ミツヒメの処しよ遇ぐうについて」

　光宏を見下ろし、彼女は静かに言った。

「北原さんの意志として、そのまま伝えるよ。ミツヒメさん──と言うか、光宏くん」

「──はい」

　名を呼ばれ、光宏もまた静かに答えた。

　微かすかに周囲の空気がざわめいたのが分かった。それから、横でカリンが力強く頷うなずくのも。

「光宏くんとミツヒメさんは別人──。北原さんが、そう証言してくれたよ。従って、この裁判は無効。光宏くんは無罪。今すぐそのリボンを解ほどいてあげなさい……ってさ」

　サーヤのその言葉に、会場は、さらなるざわめきに見舞われた。

　だが、ヤヨイが落ち着いた物もの腰ごしで光宏に近寄り、手て錠じよう代わりのリボンを解くと、もう異を唱える者は現れない。何しろ、この命令を下したのは「お姉さま」。ここに集つどう二次元少女達が、他ほかの誰だれよりも貴とうとく想おもっている相手だ。

　だからこそ、彼女達は認めざるを得ない。光みつ宏ひろが、ミツヒメではないという事実を。

　自由になった手を擦さすりながら、光宏は笑え顔がおでサーヤに頭を下げた。

「ありがとう、サーヤ先生。それに──北原さん」

　だが……その言葉に、サーヤは笑顔を返そうとはしない。

「そして──これが最後のメッセージだよ」

　あくまで冷静に佇たたずみ、光宏に向けて、紗衣の意志を伝えた。

「光宏くん。それから、光宏くんと一いつ緒しよにこの世界に来ている、月代さん、美み春はるさん、佐さ和わさんの四人は、速すみやかにノアさんの転送ゲートを使って、元の世界に帰ること。これをもって、光宏くん達の処遇とする」

　──以上。

　そう結び、サーヤは無情な言こと伝づてを、静かに終えた。

　光宏の悲ひ壮そうな眼まな差ざしを、おとなしくその身に受けながら。
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　サーヤとメイにメッセージを託し、送り出した後。北原紗衣は、誰もいなくなった医務室に、ひとり佇んでいた。

　光宏達四人を、速やかに元の世界へ帰す──。

　自分が下したこの意志は、もう光宏達に伝わっただろうか。

　できれば、すでに伝わっていてほしい──と、紗衣は思う。そうなれば、自分はもう気持ちを揺ゆるがさずに済むのだから。

「現実逃とう避ひ……なのかしら」

　佐和に言われた言葉を思い出し、紗衣はポツリと独りごちた。

　確かに。佐和のような、二次元に価値観を見み出いださない人間から見れば、そうかもしれない。現実世界から迎むかえに来てくれた友人を追い返し、あくまでこのミラージュ・ネルという妄もう想そう世界に留とどまろうとする以上、そう言われても仕方ないのだろう。

　でも──。

　妄想だから、何だと言うのだろう。

「私は、ここが好きだわ」

　紗衣はそう言うと窓まど際ぎわに立ち、先々まで広がる幻げん想そう的な空間を、その目に映した。

　ＣＧで構成された──それでいて立体的に浮うかび上がる、二次元とも三次元ともつかない不可思議な世界。ここには自分の生み出した愛いとしい女の子達がいて、どこまでも自分を慕したい、飽あくなき愛を注いでくれる。そして互たがいに、時に笑い、時に泣き──。それはすでに、現実の恋こい人びとと変わりない。

　そう、二次元の少女達は、間ま違ちがいなく生きているのだ。この世界で、紗衣とともに。

　だから、彼女達を裏切ることはできない。

　彼女達と別れることはできない。

　そのためには、留学に行くわけにはいかない。

　そして、留学に行かないようにするためには──。

「……帰らないわ。家には」

　もう一度独りごち、紗衣は無意識のうちに、窓ガラスに爪つめを押し当てた。

　カタリ、とわずかに窓まど枠わくが鳴る。それが自分の憤いきどおりの音と知り、指の力をすぐに弱める。

　もう思い出したくない。昨日、父とかわしたやり取りなど。

　──お父様、なぜですか。

　──私は、油絵の道には進みません。

　──今日の同人誌だって大成功でした。私は萌もえイラストを描かいていきたいんです。

　──萌えっ娘こと別れるなんて、絶対に嫌いやです。

　いくつも言葉を並べ立て、懸けん命めいに拒きよ絶ぜつした。それでも聞き入れてはもらえず、その結果。紗衣の心は、ある二つの存在を具現化させた。

　一つは、ミラージュ・ネル。

　一つは、もう一人の自分。

　家出しよう。そう思った。

　現実世界にいる限り、自分は二次元の嫁よめ達と離はなれ離ばなれにならなくてはならない。それを防ぐためには、現実世界から離れるしかない。

　その判断に、迷いはなかった。絶対にないはずだった。

　なのに──あの肖しよう像ぞう画がは、なぜ勝手な行動を取ったのだろう。

　自分の身代わりとして、現実世界でみんなを誤ご魔ま化かすはずだったのに。現実の紗さ衣えとして、自分に取って代わり過ごしていくはずだったのに。

　よりにもよって──あり得ない相手のもとへ、行ってしまった。

　月つき代よでも美春でもない。肖像画の自分が選んだのは──。

「どうして、葛かつ本もとくんなの……」

　恋こい……なのだろうか。佐和が言ったとおり。

　でも、それは変だ。紗衣はそう思い、すぐさまその可能性を否定する。

　確かに、光宏は自分にとって、大きなウェイトを占しめる存在である。だから、友人と呼べるのは間違いない。だが果たして、そこから先の関係に進むものだろうか。

　自分は、二次専なのに。

　愛しい嫁達を裏切れるはずがないのに。

　紗衣には分からない。この得体の知れないもやもやした感情を、どのように受け入れるべきなのか。

　そして、分からないのなら──無くしてしまうのが一番だ。

　光みつ宏ひろに会わないのが、一番だ。

「……ごめんなさい」

　それでも申し訳ない気持ちが心にのしかかり、紗衣は一言、窓に向かって呟つぶやいた。

　そこに、彼はいないのだけど。

　会いに行くのは恐こわいから、この場で呟いた。

　そして今一度、窓に手を置き、軽く爪を立てた時。

「──ここにいたんだね」

　不意に、入り口の扉とびらが開け放たれた。

「やっと見つけたよ……」

　そんな、静けさを帯びた言葉とともに。
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「駄だ目めだよ、そんなの！」

　講堂内に、光宏の悲痛な叫さけびが響ひびいた。

　サーヤが持ってきた紗衣からのメッセージは、それほどまでに痛々しいものだった。

「どうして、北きた原はらさんを置いて帰らなきゃならないんだ！　どうして！　どうして！」

　どうして。どうして──。

　幾いく度どとなく繰くり返す悲鳴の中で、光宏は、肖像画の紗衣の言葉を思い出していた。

　──辛つらいわね。現実って。

　ああ、確かに辛い。だから、紗衣がここに留とどまろうとしている気持ちも分かる。でも──どうして。

「どうして──僕じゃ駄目なんだっ！」

　内に秘ひめた苦しみを、光宏は力の限り吐はき出した。

　突とつ然ぜん消えた紗衣のことが心配で、この世界まで迎むかえに来た。そして肖像画から真実を聞き、危険を顧かえりみずに、改めてこの寮りようへ飛び込んだ。なのに、どうしてなおも拒絶されるのか。

　恋れん愛あい感情なんか、この際関係ない。紗衣にとって、自分は何だったのだ。夏コミを通して、無二の存在と認めてくれたはずではなかったのか。

　どうして拒絶される。どうして、自分は彼女を助けられない──。

　いくつもの「どうして」が渦うずを巻き、光宏の心を轟ごう々ごうと呑のみ込んでいく。這はい上がろうにも、差し伸のべる手を取ってくれる者は、もはやどこにもいない。紗衣は、それを拒こばんだのだから。

　自分自身の肖像画とは違ちがって。

　やがて堪こらえていた涙なみだが溢あふれ出す。だが光宏はそれを防ごうと、その場で壇だん上じようを見上げ、歯を食い縛しばった。

　泣いたら、すべてが終わってしまう。そんな気がした。

「……ねえ、光宏くん」

　そこへ、カリンが話しかけてくる。そっと、こちらの裾すそを摑つかみながら。

「あのね、ボク……」

　何か言いたそうにしながらも、俯うつむくカリン。ああ、分かる。彼女は口にしたくなかったのだ。今までずっと保留にしてきた、光宏のとある疑問への、答えを。

「ボク……お姉さまと離れるなんて、嫌いやだよ」

　同時に、ポロリと涙が落ちた。光宏ではなく、カリンの目から。

「ボク、お姉さまのことが大好きだもん。離れ離れになるなんて、絶対ダメだもん。だから……だから光宏くん、お願い……」

　──お姉さまを連れて行かないで。

　最後の方は、ほとんど泣き崩くずれて聞き取れなかった。

　それでも光宏は、カリンの言葉を痛いほどに受け止めた。そう、これが彼女の正直な気持ちなのだ。どんなに光宏を助けて来てくれたとしても、やはり彼女にとっての「一番」は、お姉さまでしかない。

　そして──もちろんこの気持ちは、カリン一人のものではない。

「光宏様。カリン様のお言葉……呑んではいただけないでしょうか」

　いつになく神しん妙みような顔で、アサミが頭を下げる。それは主あるじのためなのか。はたまた、自分のためなのか。このメイドとて、今や紗さ衣えの「嫁よめ」には違いないのだ。

「光宏くん、わたしも──」

「私だって、お姉さまと──」

「ずっと一いつ緒しよにいたいんです。ニャ──」

　ナギサにナナコ、タマミもまた、同じように光宏を見つめ、懇こん願がんする。

　おとなしく元の世界へ帰ってくれ、と。

　それは、永遠にこの世界で生きていくかもしれない彼女達の、心からの訴うつたえなのか。それとも──彼女達の召しよう喚かん主である、紗衣自身が言わせている言葉なのか。

　どちらにしろ、すでに光宏の意志は、この多くの涙を前に、揺ゆらぎ始めている。

　カリン達はもちろんのこと。ヤヨイも、チナツも、セシリアも、メイも、ヒカルも、マユも、リンリンも。またこの場にいずとも、プラムも、ノアも、もちろんユキも。すべての二次元少女達が、心より願っているのだ。

　紗衣と引き離はなさないでくれ、と。

　そして、そのためには──紗衣をここに置いていく以外に、方法はない。

　この結論に頷うなずけず、しかし嫌だとも叫べず。光みつ宏ひろはただ唇くちびるを嚙かみ締しめ、押し黙だまった。

「あのね、光宏くん──」

　壇上から、そう呼びかけられるまでは。

「……サーヤ先生？」

　そう呟つぶやき、再び壇上に目を戻もどす光宏。そこにはサーヤが、ひとり厳しい表情で、こちらを見下ろしている。

　他ほかの少女達のような嘆なげきは見せない。いや、それどころか、懇願さえせず。

「光宏くん、分かっているとは思うけど、一応言わせて。……確かにみんなの言うとおり。キミが北原さんを連れて行ってしまったら、私達はみんな、もう二度と北原さんに会えなくなってしまう。でも──」

　でも、と彼女は言葉を途と切ぎれさせることなく、静かに続けた。

　他の少女達とは──紗衣の気持ちとは──明らかに違う意志を込こめて。

「でも、このまま北原さんがミラージュ・ネルに留まった場合……二度と会えなくなるのは、キミの方なんだよ、光宏くん」

　それは……もちろん、光宏自身がよく理解していることだった。

　そして、他の二次元の少女達が、敢あえて触ふれない場所でもあった。

　だが、サーヤは確かに言った。光宏に向けて、まるで埋うまりかけた心を掘ほり起こすかのように。

　その言葉が何を意味するのか。しかしサーヤはそれ以上何も言わず、押し黙ってしまう。最後の判断は、あくまで光宏に委ゆだねるつもりなのかもしれない。

　紗衣を連れて行くか。それとも、この世界に残すか。

　現実世界の常識と、自分の気持ちを守るか。それとも、紗衣と二次元娘むすめ達の幸せを守るか。

　二つに一つ。その最後の判決は、今ここに来て、はっきりと光宏に託たくされた。

「僕は……」

　果たしてどうするべきなのか。言いかけながらも、光宏は唇を強こわ張ばらせ、言葉に詰つまる。

　そのままほんの数分、静せい寂じやくが続いた。

　全員の目が、自分に注目していた。その痛いほどの視線に全身を射い抜ぬかれながら、光宏が再び言葉を発しようとした、その時。

「──きゃっ！」

　悲鳴とともに、突とつ然ぜん一人の少女が消滅した。

　すぐそばにいた少女だった。そう、ついさっき、魔ま界かいから帰ってきた──。

「……そ、そんな」

「いったい何が起きたの？」

　いきなりのことに騒そう然ぜんとする周囲。だがこの瞬しゆん間かん──光宏は理解した。

　このミラージュ・ネルから消えている、限られた少女達の共通点を。
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「ここにいたんだね。やっと見つけたよ……」

　そう言って医務室に入ってきた者の姿に、紗さ衣えは思わず息を呑のんだ。

「月つき代よさん……」

　岡おか田だ月代。かつての親友にして、昨日までのライバル。そして今は──。

「もう逃にがさないよ。ようやく二人っきりになれたんだからさ」

　紗衣の顔を真正面から見み据すえ、月代はニンマリとほくそ笑んだ。

　そしてその小さな足で、一歩一歩、こちらへゆっくりと近づいてくる。その動きは、紗衣が後あと退ずさろうとも止まらない。まるで、獲え物ものににじり寄るネコのように。

　どうしよう──。すぐ背後に窓を感じながら、紗衣は思う。

　向こうは一人だ。いくら逃がさないと言ったところで、こちらがその気になれば、すぐに逃げられるはずだ。しかし……それで本当にいいのだろうか。

　二人っきりになれた──と言った。なぜ、そんな必要があるのか。

「ほんと、ここまで苦労したよ。みんなを撒まくのにさ」

　ちっこい身体からだで精せい一いつ杯ぱいに立ちはだかり、月代は言った。

「みんなを、撒く……？」

「そうだよ。コイカワも煩ぼん悩のう野や郎ろうも邪じや魔まだったから、あれこれ知ち恵えを巡めぐらせて、撒いてやったんだ。──ノアたんをミツヒメに変装させて、騒そう動どうを起こす。一回目は伏ふく線せん。二回目は本番。そこで私が囮おとり役になったのも計算済みだよ。……まあ、一回目で紗衣を一人きりにできれば、それでもよかったけど、あの時は佐さ和わたんが一緒だったからね」

　今になって、手の内をすべて明かす月代。それに対して紗衣は、張り詰つめた表情で問い返す。

「なぜ……そこまでして、私と二人きりに？」

　やりすぎだ。いくら何でも。

　しかし事実、月代は手の込こんだ作戦を実行している。おそらく、何か大きなものに突つき動かされて。

　そしてこの問いかけに、月代の顔が不意に締しまった。

「そんなこと、決まってんだろ！」

　鋭するどく叫さけび、怯ひるむ紗衣の両りよう腕うでを、ガッシリと摑つかみ取って。




「泣くからだっ！」




　月代は、泣き出した。

　大おお粒つぶの涙なみだを止めどなく溢あふれさせ。激しく声を震ふるわせて。

　友を失う悲しみと、友を救えぬ悔くやしさに、心の奥底から悲痛さを絞しぼり出し、泣き叫んだ。

「やだ。やだよ。紗衣と別れるなんてやだ。せっかく仲直りできたのに、何だよ留学って。ふざけんなよぉ……」

　声を掠かすれさせ、鼻までもグズグズ鳴らしながら。月代はそのまま紗衣の胸に顔を埋うずめ、身体中を静かに震わせた。

　だが紗衣は言葉をかけられずに、泣きじゃくる親友の頭を、じっと見下ろす。

　抱だき締めたい。一緒に泣きたい。できることなら。

　だけど──もしそれをやったら、自分の「決意」は揺ゆらいでしまう。

「ねえ紗衣。一緒に帰ろ？　帰って、留学蹴けってさ。今度こそ一緒に同人誌作ろ？　ね？」

　泣き腫はらしてグシャグシャになった目でこちらを見上げ、月代は言う。そしてどこからともなく取り出したのは、一冊の同人誌。

　この夏に紗衣が作った、あのコピー本だった。

「これ……紗衣の部屋にあったよ。またこういうの、作りたいんだよね？　だったら作ろうよ。私、いっぱい手伝うからぁ」

「月代さん……」

　無理だ。だって自分は、もう現実世界に戻もどってはならないのだから。
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　戻れば、二度と美少女イラストは描かけなくなるのだから。

「……ごめんなさい」

　だから紗さ衣えは、目を逸そらしてそう告げた。

「留学はしたくない。でもそのためには、私はここに残らなければならないの」

　他ほかに方法はないのだ。萌もえイラストから離はなれずにいられる方法は。

　そしてこのことを、理解してほしい。同じ二次専の月代なら、それが可能なはずだ。そして、どうあれ理解してもらえれば──自分の決意も、固まるはずだった。

　他のみんなを帰し、自分はこの二次元世界に残る。それが紗衣の決意だ。今さら揺るがせられない。

　だが──月代は、首を縦には振ふらない。

　そして、横にも振らない。

　肯こう定ていも否定もせず。彼女は赤くなった目で、まっすぐに紗衣を見据え、言った。

「……いいよ」

　迷いのない、意志を込めた声で、はっきりと言った。

「私も、ここに残るから」

　紗衣と一いつ緒しよに、このミラージュ・ネルで暮らすから──。

　それを告げ、再び紗衣の胸に顔を埋めた。もう二度と放すまいとするかのように。

　ああ、本気なのだ──。紗衣はそれを悟さとった。

　そしてようやく理解する。月つき代よが自分と二人きりになりたがっていた、本当の意味を。

　美み春はるも光みつ宏ひろも、この言葉を聞けば、全力で否定するに違ちがいない。そして無茶を言い出した月代を、是ぜが非でも引っ張っていこうとするはずだ。だからこそ、彼女は知略を巡らせて、あの二人を遠ざけたのだろう。

　すべては、紗衣と一緒にいるために。

　紗衣の気持ちを叶かなえつつ、自分の気持ちも叶えるために。

　それには、月代自身が紗衣とともに、この世界に留とどまるしかない。

「ずっと一緒だよ、紗衣……」

　掛かけ替がえのない大切な相方にしがみ付き、月代は甘えるように、そっと囁ささやいた。




　それから──どれほどの時間が経たっただろう。

　気が付けば、紗衣は己おのれの両手を、月代の小さな肩かたに掛けていた。

　受け止めるためではない。遠ざけるために。

「……紗衣？」

　埋めていた顔を引き離され、月代が不安げにこちらを見上げる。しかし紗衣は表情を固めたまま、静かに身を捩よじり、彼女の正面から離れた。

「駄だ目めよ、月代さん……」

　そう言って、向こうの哀かなしげな視線から顔を背そむける。

　月代の言葉は嬉うれしい。その思し慕ぼの心が、痛いほどによく分かる。

　でも……重い。重すぎる。

「ここに残るなんて、駄目だわ」

　そんなこと、許されるはずがない。紗衣は今、はっきりとそう思った。

　月代は現実世界の人間だ。家には家族がいて、学校には友達がいて、同人界には数多くのファンがいる。だから彼女がいなくなれば、大勢の人間が悲しむ。

　それは、罪だ。現実世界を捨て、この妄もう想そう世界に留まること自体が、大きな罪なのだ。

　だから、それを実行している自分は──ただの愚おろかしい罪人でしかない。

「……帰って、月代さん」

　己の大罪を思い知り、紗衣は悲痛な声で、親友にそう告げた。

　月代をミラージュ・ネルに留まらせてはならない。どんなに友情が厚くとも──いや、厚いからこそ、その友情を理由に、彼女に浅はかな決意をさせてはならない。

　彼女の人生を、自分のように狂くるわせるわけにはいかない。

「紗衣、何言ってんだよ！」

　月代が叫さけぶ。だが紗衣は振り向かず、足早に扉とびらへと向かう。

　応こたえては駄目だ。聞いては駄目だ。見ては駄目だ。そばにいては──。




　駄目だ。




　その瞬しゆん間かん。紗衣は、はっきりと月代の存在を拒絶した。

　自分のため。そして、月代のため。

　拒絶し、その面おも影かげを背中に捨て、医務室から廊ろう下かへと逃にげ出した。

　もう一度名を呼ばれたが、すでに紗衣の足は走り出していた。廊下を蹴けり、息を涸からしながら、果たしてどこへ向かうのか。自分でも分からない。しかし、月代から逃げていることだけは、間違いなかった。

　月代は追って来ない。それでも紗衣は、走り続ける。罪から逃のがれるため。現実世界のすべてを忘れるため。

　そんな紗衣の手に、いつの間にか、あの同人誌が握にぎり締しめられていたのは──。

　もしかしたら、月代の想おもいに対する、せめてもの償つぐないだったのかもしれない。




　　　　＊




　大講堂で例の異変が起きたのは、その時だった。

「──きゃっ！」

　悲鳴とともに、突とつ然ぜん一人の少女が消しよう滅めつした。

　光みつ宏ひろのすぐそばにいた少女だった。そう、ついさっき、魔ま界かいから帰ってきた──。

「……ヒカルちゃん？」

　光宏がその名を呼ぼうにも、すでにヒカルは──月代と同じ服を着ていた少女は、どこにも存在しない。

　そしてこの瞬間、光宏は理解した。

　ミツヒメ、ユキ、ヒカル──。ミラージュ・ネルから消えた三人の、大きな共通点を。




　　　　２




「ヒカルちゃんが消えたっ？」

「どういうこと？　ミツヒメもユキちゃんも消えて、ヒカルちゃんまで……。いったい何が起きてるの？」

　少女達のどよめきが渦うず巻まく講堂。その中で光宏は一人、この状じよう況きようを唯ゆい一いつ把は握あくする存在だった。

　そう、すべて分かった。ミツヒメが。ユキが。ヒカルが。なぜ消えたのか。

　二次元の女の子が消えるということは、召しよう喚かん主が──つまり紗さ衣えが、その存在を不都合に思ったからだ。では、不都合に思われた三人の共通点とは、果たして何か。

「現実世界の人間……ってことか」

　重々しげに、光宏はそう独りごちた。

　そう、とても簡単なことだった。ミツヒメもユキも、光宏と佐さ和わという、現実の人間をモデルにしたキャラクターだ。そしてヒカルは、「幼おさな馴な染じみ」という属性上、たびたび月つき代よと同一視されてきた。

　つまり消えた三人は、光宏であり、佐和であり、月代だったのだ。

　紗衣に不都合と思われ、存在の抹まつ消しようを望まれたのは──自分達だったのだ。

　ミラージュ・ネルに身を落ち着けようとしている紗衣にとって、現実世界の人間を思い出させる要素は、おそらく「辛つらい」以外の何ものでもないのだろう。たとえそれが、自らの生み出した大事な嫁よめであっても。

「そんなの駄だ目めだよ、北きた原はらさん……」

　──私は二次専だもの。自分の描かいた嫁を本気で苦しませるなんてこと、絶対にしないわ。

　以前、光宏に向かって、そう豪ごう語ごしていたはずなのに。

　今の紗衣はその誓ちかいを破り、自分に都合の悪いキャラクターを消している。それがいかに意図的でなくとも、彼女の心が現実の悩なやみに翻ほん弄ろうされ、沈しずみつつあるのは間違いない。

　急がなければ──。光宏は今、はっきりとそう思った。

　紗衣のもとへ急がなければ。今すぐ、何としてでも。

「みんな、どいてくれっ！」

　光宏はそう叫び、走り出した。講堂の扉に向かって。二次元の少女達をかき分けて。

　紗衣を助けたい。その一心で。

「待って。どこへ行けばいいか分かってるの？」

　最後の人ひと垣がきを押し退のけた時、誰だれかが訊たずねた。勢いのまま走る光宏を、窘たしなめるかのように。

　そう、問題は紗衣の居場所だ。だが心配はない。この学園のどこかに、彼女は必ずいる。この世界を離はなれたがってない以上は、絶対に。

「捜さがすさ。でも、少なくとも講堂にはいないから──」

　振ふり返らず、光宏はそう答えた。

　そして──不意に後ろから、グイと襟えり首くびを摑つかまれた。

「ああそうよね。確かに、北原さんはここにはいないよね」

　どこか聞き覚えのある、怒いかりを帯びた声が背後から響ひびく。

　そして光宏は、ようやく思い出した。この騒そう動どうの中で、すっかり忘れていた人物を。

「でも私はここにいるんだよ、バカ兄貴っ！」

　同時に無理やり振り向かされた光宏が、その目に焼き付けたのは──。

　何やら憤ふん怒ぬに満ち満ちた、生意気な三次元リアルシスターのお姿。

「さ、佐和っ？　なぜここに！」

「なぜって、美み春はるから聞いて知ってんでしょうが！　なのに、よくも今まで無視してくれたわねぇ。電話は切りやがるし、そもそも捜しにも来やしないし……ああむかつく！　実の妹が困ってんのに、何ほっといて片かた想おもいロードぶっちぎってんのかなぁ、このバカはっ！」

　自分で言った台詞せりふに勝手にブチ切れ、佐和はその正せい拳けんを光宏の胸むな板いたに向かって叩たたき付けた。

「ぶひゃっ！」

　情けない声を上げて仰のけ反ぞる光宏。せっかくこれから紗衣を助けに行こうという矢先に、格好悪いにも程ほどがある。

　いや、だいたい、妹がこの世界に来ていたことは知っている。だから「なぜここに」というのは、そういう意味じゃなくて、「なぜこの講堂に」という意味で……。

「ミックン、何か考えながら目だけで訴うつたえてくるの、やめてくれない？　意味分かんないから」

「う……。なあ佐和、落ち着け」

　もう口答えさえも断念し、光宏は仕方なく、ただそれだけを懇こん願がんした。

　と、そこへ、今やだいぶ距きよ離りの開いてしまったカリンが。

「あれユキちゃん、消えてたはずなのに、どうして？　記き憶おく喪そう失しつはもういいの？」

　……何とも形容し難がたいお言葉を、佐和に向かって叫さけんできた。

　それに対して振り返り、「だから私はユキじゃない！」と返す佐和。もしかしたら、光宏の知らないところで、いろいろな勘かん違ちがいドラマが展開されていたのかもしれない。

　そして──いつの間にかこの講堂に忍しのび込んでいた三次元は、妹だけではなかった。

「おーい佐和、それぐらいで勘かん弁べんしてあげなってば」

　そう言って、人垣の中からひょっこりと顔を覗のぞかせたのは、これまたお馴な染じみのリアルメガネっ娘こ。

「井い川かわさん……」

「やあ葛かつ本もとくん。あ、一応先に説明しておくとだね。みんなが『お姉さまと一いつ緒しよにいたい』ってワンワン泣いてた時に、こっそり入場した。なんか存在を主張できる空気じゃなかったから、そのまま黙だまってたけど」

　あっけらかんと、状況を説明する美春。まあ、それはそれで納なつ得とくできるからいいとして……その美春の腰こしにしがみ付いて涙なみだぐんでいる、青いローブのポニーテール娘むすめは何なんだ。もしかして、あれから進展したのか。恋こい人びととして。

　そんな光みつ宏ひろの呆あきれた視線を物ともせずに、今やすっかり主あるじを乗り換かえたプラムは、他の少女達とは違う方向に泣き叫ぶ。

「うぅ、プラムは、プラムは、美春お姉さまと別れたくなんかないんだからっ！」

「あー、私はべつに留学とかしないから、心配するな」

　いじらしい二次元の嫁よめに、げんなりした顔で答える美春。これで彼女も、光宏と同じ女難生活の仲間入りだ。

　……とまあ、そんな下らないことは置いといて。

「とにかく僕は行くよ。今度こそ、北きた原はらさんに会いに行く」

　そう主張する光宏に、しかし佐さ和わが冷たく言い返す。

「あのさ、ミックンが行って、どうにかなるわけ？」

「何だよそれ。どういう意味だ？」

「そのままよ。ミックンが行ったところで、北原さんの説得なんてできるの？　むしろ話も聞いてもらえずに、逃にげられて終わると思うけどな」

　無情なことを平然と言い放ち、腕うでなど組んで勝手に納得する佐和。それに対して何か反論しようにも、光宏とて、その可能性を否定し切れるわけではない。

　そもそも──消えているのだ。ミツヒメが。

　光宏のことを拒こばんだ紗さ衣えに、真っ先に消しよう滅めつさせられているのだ。

　だとしたら、佐和の言うとおり。会ったところで、話など聞いてもらえないかもしれない。

「でも……だったら、どうすればいいんだよ。誰だれが北原さんを助ければ──」

　不意に湧わいたネガティブな感情を堪こらえ切れず、光宏は絞しぼり出すような声で、佐和と美春を交こう互ごに見やった。

　自分が無理なら、他ほかに誰がいるというのだ。ヒカルが消えた以上、月つき代よが説得しても無理だろう。では美春か。確かに機転の利きく彼女なら、紗衣を上手うまく誘ゆう導どうして、落ち着かせることも可能かもしれないけど。

「まあ、誰が行ったって同じだろうね」

　腰に張り付くプラムの頭を小こ突づきながら、美春は達観した顔つきで、そう言った。いつもながら、実に身も蓋ふたもない人だ。

「紗衣は頑がん固こだからね。誰が行ったって、逃げる時は逃げるよ」

　でも──と彼女は続けた。光宏が何か言う前に。

「でも、何とかなる可能性がないわけじゃない。と言うのはさ……紗衣は今、迷っているはずだから」

「迷っている……？」

「そう。あの子も本当は分かってるんだよ。家出なんかよくないって」

　そう言って美春は、その目をまっすぐに壇だん上じようへと向けた。

　今そこには、チナツ副会長とサーヤがいる。果たしてどちらを見ているのかは……まあ、チナツでないことだけは確かだ。たぶん。

「ええと、サーヤ先生だっけ？　先生さ、さっき葛本くんにこう言ってたよね。……『二度と会えなくなるのはキミの方だ』って」

「そうだね。言ったよ」

　美み春はるに訊たずねられ、サーヤはコクリと頷うなずいた。

　そして、ゆっくりとした足取りで下に降り、こちらへ歩み寄ってくる。さらにそんなサーヤの動きに反応してか、カリン達もまた後を追って、光宏のそばへ。ついでに、お姫ひめ様さまを抱かかえて遊んでいたメイも、こちらへフワフワと飛んできた。

「ま、待ってくだしゃい！　私を置いていかないでっ！」

　一同にワンテンポ遅おくれて、チナツ副会長が転がるように駆かけてくる。かくして主立った二次元娘達が、今改めて、光宏達を取り囲む形になった。

　みんな、気になるのだ。何しろ、大事なお姉さまに関かかわることだから。

「ねえキミ、どういうこと？　お姉さまが『迷ってる』って……」

　不安げな顔で、カリンが美春に訊ねる。光宏も、そこが気になる。

　なぜ美春はそう言い切れたのか。そして、そのこととサーヤとの間に、どんな関係があるのか。

「葛本くん、忘れてもらっちゃ困るよ」

　周囲の視線を一手に集めながら、美春は光宏の方へ向き直り、真しん剣けんな顔で。

「この世界の法則──。ミラージュ・ネルは、すべて紗衣の願望で成り立ってるんだよ。もちろん、ここの住人達も含ふくめて、ね」

　腰こしに萌もえっ娘こなどくっつけながら、堂々とそうのたまった。

　住人──つまり、二次元の少女達だ。だが、その彼女達が召しよう喚かん主の願望どおりに動くという法則は、当然光宏も理解している。何しろここ数ヶ月、嫌いやと言うほど身をもって体験してきたのだから。

　しかし美春は、今敢あえてそこに触ふれた。いったいなぜか。

「この法則には、例外は存在しないはずなんだ。この娘こ達が『お姉さまと別れたくない』って言ってるのも、紗衣の意志が反映されているからで、べつにこの娘達が自ら言ってるわけじゃない。所しよ詮せん、紗衣に描えがかれた『絵』なんだからね」

「そんな……」

　美春の言葉に思わず呟つぶやいたのは、光宏ではない。

　カリンだ。

「ボク達が、絵だって言うの？」

　そして同時に、周りに集つどう少女達全員が、一いつ斉せいにどよめきを上げる。

　ある者は怪け訝げんそうに。またある者は不安そうに。今説明された事実を受け入れまいと、口々に美春に詰つめ寄り出す。

「わたくし達が意思を持たない存在だとでも、おっしゃいますの？」

「お姉さまに作られただけってこと？」

「そんなこと……あるはずがないもん！」

　それは果たして、本当にただの絵が発する言葉なのか。まるで、魂たましいを持つ者達の訴うつたえとしか思えない。

「井い川かわさん、こんな時にみんなをパニックにしてどうするんだよ」

　絵である彼女達に、絵であるという事実を教える──。このタブーをいともたやすく犯おかした美春を、光みつ宏ひろは慌あわてて窘たしなめた。

　だが美春は、あくまでそれを理解した上で、言葉を続ける。

「事実だよ。ここにいる二次元に、意思はない」

「だって、みんなこんなに不安がってるじゃないか！」

「そりゃそうでしょ。『絵じゃない』っていう設定なんだから」

「でも、みんな記き憶おくがあるんだよ！　設定がリセットされてるはずなのに、現実世界に抜ぬけ出した記憶が！」

「それさ、紗衣の記憶だよ」

　あっさりと、美春は光宏を論破してしまった。

　紗さ衣えの記憶──。確かにそうだ。カリンが光宏と出会った過去も、女の子達が月つき代よに襲おそわれた過去も。どれも、紗衣の記憶の中に残っている事実に過ぎない。

　ならば、カリン達が設定をリセットされながら、過去の記憶をうっすらと引き継ついでいるのも無理はない。

　なぜなら、紗衣自身の心は、リセットなどできないのだから。

　現実世界での記憶は、いつまでも残り続けるのだから。

「忘れようったって無理だよ……」

　美春はそう呟いた。ここにはいない紗衣に、言い聞かせるように。

　やがて周囲のどよめきも静まり、重苦しい沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　それを破ったのは、光宏だった。

　話を戻もどしたい。すなわち、紗衣の「迷い」について。

「つまり、もし……もしここのみんなに、意思がないとしたら──」

　ここにいる二次元少女全員が、紗衣の心を反映させているのだとしたら、どうなるか。

　確かに、カリン達の「お姉さまと別れたくない」という主張は、紗衣の意思だ。そこに「迷い」らしきものは感じられない。紗衣はあくまで、この世界に留とどまりたがっているように思える。

　だが──例外的な発言をした者が、一人いた。それが誰だれかは、さっき美み春はるが教えてくれた。

「……サーヤ先生も、同じだってこと？」

　光宏はようやく、そこに気づいた。

　そう、他ほかの大勢の二次元娘とは異なり、サーヤだけは、紗衣が現実世界に帰らないことの危険性を臭におわせていたのだ。

　──二度と会えなくなるのは、キミの方なんだよ、光宏くん。

　これは、果たして誰の発言だったのか。

　サーヤが紗衣の願望を否定し、己おのれの意志に従って述べたわけではない。なぜなら美春の言うとおり、この世界の住人はすべて、紗衣の心を反映して動くのだから。

　だとしたら──。

　光宏はハッとした顔で、サーヤの方を振ふり返った。

　彼女は無言で、静かに佇たたずんでいる。「後は察しろ」とでも言わんばかりに。

　この白衣の先生は、紗衣が家出をした後に描かれた。そこには果たして、紗衣のどんな心が反映されていたのか。

　保健室のお悩なやみ相談係に託たくされた、紗衣の感情とは何だったのか。

「後こう悔かい──か」

　光宏は、低く呟いた。

　紗衣の後悔を受け止める存在。そして、紗衣の後悔を具現化した存在。それこそが、保健室のお悩み相談係、サーヤの正体だったのだ。

　だからサーヤの言葉は──紗衣の言葉だ。間ま違ちがいなく。

　すべてを理解した光宏は、ゆっくりと、深く頷うなずいた。

「だから、北きた原はらさんは迷っている……ってことか」

「そう。心が揺ゆれている以上、連れて帰れる可能性はゼロじゃない。全部説得次し第だいってわけ。……もちろん、葛かつ本もとくんのね」

「僕の？」

「そう。今紗衣の中で、一番大きくウェイトを占しめている現実の存在は、キミだから」

　肖しよう像ぞう画がの紗衣が光宏の家へ行ったのが、その何よりの証あかしだ。それに……もしかしたら、ミツヒメが一番最初に消えたのも、同じ理由からかもしれない。

　それを自覚し、光宏は顔に緊きん張ちようを走らせる。

　紗衣に認められている──。普ふ通つうなら、喜ぶべきことだ。しかし今は違う。逆にその反動で、完全に拒きよ絶ぜつされる危険性を孕はらんでもいる。

　それがどちらに転ぶかは、まさに光宏次第だ。

　だが──恐おそれていては何もできない。好転の可能性がある以上、突つき進むしかない。

　そう思い、意気込む光宏。だが美春は冷静に、新たに不ふ穏おんなことを言い出した。

「──と、ここまではプラス方向だけ見た場合の話」

「……え？」

「そう怪け訝げんな顔にならないでよ。あのさ、この世界が紗衣の願望で成り立ってる以上、最悪の展開も想定しておかなきゃならないんだよ」

「最悪の展開？　それっていったい……」

　確かに、良からぬことは起きている。ミツヒメ、ユキ、ヒカル。この三人が、ミラージュ・ネルから消しよう滅めつしたのだから。

　けれども、それ以上の何かが起きるとでも言うのか。紗衣が拒絶する要素が、他にまだあるとでも……。

「この世界、ね」

　険しい表情で、美春が言った。

「この世界──つまりミラージュ・ネルそのものを、紗衣が否定する可能性があるんだよ」

「……そんな馬ば鹿かな」

　あまりに突とつ飛ぴな発言に、光みつ宏ひろは思わず顔を凍こおり付かせた。

　そんなこと、あるはずがない。紗衣は他の誰よりも、このミラージュ・ネルを愛しているはずだ。

　……そう思うのだけど。

「葛本くん。キミも二次元が好きなら、これだけは忘れちゃいけないよ」

　だが美春は険しい表情を変えぬまま、静かに言った。

「二次元ってのはね、あくまで三次元が存在する上で、成り立っているんだ」
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　気がつけば、学園の屋上にひとり佇んでいた。

　月つき代よを置いて逃にげ出して、どれほど走っただろう。紗さ衣えは記き憶おくも朧おぼろげなまま、石造りの校舎に立ち、眼前に広がる薄うす桃もも色いろの空を見上げる。

　ミラージュ・ネル。自然には存在し得ない、塗ぬられた世界。ここは今の紗衣にとって、現実を忘れて暮らすことのできる、唯ゆい一いつの理想郷のはずだった。

　なのに……どうしてだろう。ここへ来て以来、思い出してはならないはずの顔が、幾いく度どとなく浮うかぶのだ。

　光宏。月代。美春──。

　二次専の自分にとって、三次元を忘れることなど、容易たやすいと思っていたのに。振り切っても振り切っても、彼らは紗衣の頭の中に現れ、心配そうにこちらを見つめてくる。

　特に光宏だ。この春から頻ひん繁ぱんに行動を共にしてきた、自分の大ファンだというあの男子は、もはや紗衣の中で膨ふくれ上がりすぎていた。

　だから、忘れなければ、と真しん剣けんに思った。

　それでなくても、この世界には、光宏をモデルにしたキャラクターが住んでいる。あの娘こが紗衣の心に反応して、本物の光宏そっくりになってしまう恐れがあった。

　何しろ前例がある。かつて幼おさな馴な染じみキャラのヒカルが、紗衣の前で月代そっくりの振ふる舞まいを見せた。あれと同じだ。

　そう言えば、そのヒカルもどうなったのか。少なくとも紗衣は、ミツヒメとヒカルの姿を、ここへ来てからまだ一度も目にしてない。

「でも……忘れなければ」

　そう、忘れなければならないから。そのためには、出会うわけにはいかないから。

　他ほかに方法はない──と紗衣は己おのれに言い聞かせ。

　それから、ふと、右手にある違い和わ感に目を向けた。

　同人誌が一冊、握にぎられていた。さっき月代が持ってきたものだ。でも彼女は、この本をまだ持っていないはずだから……たぶん、紗衣の部屋から取ってきたのだろう。

　そんなことを考えながら、紗衣の目は自然と、本の表紙に向けられた。

　十七人の美少女が揃そろった、豪ごう華かなイラストが表を飾かざっている。さらに中を開けば、旧サイト時代のキャラがずらりと並び、加えてシークレット扱あつかいが三人。月代と戦うため、アイデアを絞しぼって辿たどり着いた、渾こん身しんのコピー本だ。

　そして結果は、圧勝。出だしこそ不調だったものの、最終的には大勢の夏コミ参加者が、歌うた川がわミウミと「ミラージュ・ネル」の実力を、購こう入にゆうという形で認めてくれた。

　嬉うれしかった。本当に。

　でも──。

　果たしてあの喜びは、自分一人で勝ち取ったものだったのだろうか。

「……違ちがうわ」

　紗衣は気づいた。決して避さけては通れない、ある事実に。

　この同人誌は、自分一人の作品ではない。光宏と美み春はるが協力したからこそ、完成したのだ。さらに製本には佐さ和わが携たずさわり、頒はん布ぷには月代が関かかわった。

　そもそもこの本を作ったきっかけは、何だったか。月代に勝つためではなかったか。だとしたら、すべてのきっかけをくれたのは、月代ではないのか。

　いや、それだけじゃない。月代はこの本に集められたキャラ達の──紗衣の嫁よめ達の誕生に、大きく関わっている。なぜなら彼女は、かつてイラストサイト「ミラージュ・ネル」を共に運営していた、相方なのだから。

　そう、魔ま法ほう学園を舞ぶ台たいにした紗衣の妄もう想そうは、紗衣一人の力で具現化したわけではない。それを漫まん画がにし、世に発表したのは、月代の仕事だった。そしてコンビを解消した後は──美春の仕事になった。

　魔法学園での紗衣とカリン達との生活は、あの小説化なくしては完成しなかっただろう。でも、それとて紗衣と美春、二人の力だけで成り立ったわけではない。

　この学園に加わった、多くのキャラ達。例えば、アサミやナギサ、ユキといった面々は、果たして誰がいたからこそ生まれたのか。

　──Ｓなメイドって、あなたにピッタリだと思ったのだけど。

　──スク水娘むすめをどんな視点から萌もえとして扱うのか、興味があったの。

　──イラストのリクエストに「ツンデレ」を指定してきたのよ。

　そんな紗衣の言葉の先にいたのは……ただ一人しかいないではないか。

　紗衣は悟さとった。このミラージュ・ネルが、自分だけの妄想ではないということを。

　この世界のすべてが、様々な現実と、密接に結びついているのだということを。

　だとしたら──もう、逃げ場はない。

「……お姉さま？」

　ふと、背後で声が聞こえた。ノアのものだというのは、すぐに分かった。

　しかし紗衣は、振り向かない。いや、振り向くことができない。

　一秒後、ノアが小さく呻うめきを上げ、消滅した瞬しゆん間かんでさえ。

　紗衣は応こたえることもできずに、空を見上げ続けた。

　そして声に出し、虚むなしく呟つぶやいた。

「ああ、そうなのね……」

　ノアも。いや、ノアだけではない。この魔法学園に集つどう、すべての二次元少女も。そしてこの魔法学園も。とにかく、この世界のすべてが。

　今や紗さ衣えにとって、拒きよ絶ぜつの対象なのだ。

　現実を忘れるなんて、無理だ。なぜなら二次元というのは、あくまで三次元が存在する上で、成り立っているのだから。




　紗衣がそう感じた瞬間。

　ミラージュ・ネルの崩ほう壊かいが始まった。




　外がい壁へきのテクスチャに罅ひびを走らせ、剝はがれ落ちていく学園。

　鮮あざやかな色を枯からせ、白く褪あせていく緑の大地。

　見上げれば桃もも色いろの空が割れ、覗のぞく白い空間の中に、無数の文字が浮うかび上がっている。それは、消えたサイトからリンクされた、「ミラージュ・ネル」の掲けい示じ板ばん。そこには歌川ミウミに宛あてられた、大量のメッセージが流れている。

　ある者は、初の同人誌を褒ほめ称たたえ。ある者は、夏コミでの驚おどろきを語り。ある者は、サイトの消滅を憂うれい。ある者は、復活を願い。

　そのどれもが、今の紗衣には辛つらくて。

　──見たくない。

　そんな彼女の願いに合わせて湧わいた黒雲が、空に漂ただようファン達からの言葉を覆おおい、瞬またたく間に消し去っていった。

　手の中で、本のページがバタバタとはためいた。どうやら風が出てきたようだ。

　暗雲垂れ込めたミラージュ・ネルの中で吹ふき始めた強風は、夏とも思えぬ冷たさで、屋上に立ち尽つくす紗衣の肌はだを蝕むしばんでいく。それでも身動きすら取れず、紗衣にできることはただ一つ。

　この崩壊を──己おのれの心の脆もろさを、じっと眺ながめるだけだ。

　どこからか、少女達の悲鳴が聞こえてくる。ああ、消えようとしているのだ。

　しかし、もうどうしていいのかさえ分からず。

「みんな、ごめんなさい……」

　そう呟き、紗衣は手の中ではためく本を、そっと放した。
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「……始まったようだね」

　ボロボロと欠けていく講堂の中で、美春が呻いた。

「紗衣が、苦しんでる」

　その言葉に、光みつ宏ひろもまた頷うなずきながら、この崩壊を呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　色いろ褪あせ、剝がれ落ち、消滅する壁かべ。さらに周りで上がるいくつもの悲鳴は、この惨さん状じようが建物のみに留とどまらないことを物語っている。

「何だこれは！　わらわの身に何が起きているのだ！」

　うろたえながら、セシリアが。

「た、助けてお兄ちゃん！」

　小さな手を伸のばし、ここにはいない兄に助けを求めながら、マユが。

「お姉さま、無念です……」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、ヤヨイが。

「あら～」

「あ～れ～」

　わけも分からぬままに、メイが。チナツが。

　嘆なげき、悉ことごとく消えていく。

　大講堂に集った大勢の二次元少女達が、為なす術すべもなく消えていく。

「ちょっとミックン、何が起きてるの？　どうしてみんな消えてるの？　もしかしてここにいたら、私達もヤバいんじゃないの？」

　次第に数を減らしつつある人ひと垣がきの中で、ひとり事態の呑のみ込めない佐さ和わが喚わめいた。

　しかし、彼女が心配するようなことは起きないだろう。三次元はどうあっても、誰だれがどんなに願っても、消えることなどない。それが現実世界の鉄則なのだから。

　でも、二次元は──。

「アサミちゃん！」

　カリンの悲鳴が聞こえた。見ればアサミが、真っ赤なメイド服を白く染め、宙に溶とけ入るように消しよう滅めつしていくところだった。

「カリン様、お元気で──」

　珍めずらしくそんな笑え顔がおを残して消えるアサミ。だがもちろん、彼女だけでは済まない。続いてナギサも、ナナコも、タマミも。

「やだ、わたしまた白くなってく……」

「お姉さま、もうお店には来てくれないんですね……」

「こんな結末だなんて、残念ですニャ……」

　後を追うように姿を消し、続いて美み春はるの腰こしに張り付いていたプラムが。

「え、私もなの？」

　透とう明めいに変わっていく己の身体からだに驚きながら、新たな婿むこと決めた美春を見上げる。

「美春お姉さま、ごめんなさい。やっぱりプラムは、紗さ衣えお姉さまのものなの……」

　そう謝るプラムに向かって、美春は小さく微ほほ笑えむ。

「分かってるよ。それに……光栄だよ。だってプラムは、私と『同じ』だもの。性格は全然違ちがうけど、紗衣にとっては、私に等しい存在のはずだもの」

　だから、いずれ消えてしまうだろうことも、予感していたのだろう。美春はプラムの頭に手を置くと、この少女が自分と紗衣との間に生まれた結けつ晶しようだと信じ、慈いつくしむように撫なでてやった。

　姿が失われる最後まで、撫でてやった。まるでさっきの言葉とは裏腹に、プラムに魂たましいが存在するのを認めるかのように。

　こうして、いつもカリンと一いつ緒しよにいた仲間達は、すべて消え去った。そしてついには、カリンまでもが。

「光宏くん、みんな消えちゃったよぉ……」

　悲しみに顔を歪め、こちらに歩み寄って来る。紫むらさきのローブを、徐じよ々じよに白く変えながら。

「ボクも……消えちゃうの？」

「カリンちゃん……」

　彼女の悲痛な声に、光宏は身を震ふるわせた。

　助けたい──。そう願った。

　どんなに魂のない、描えがかれた存在だとしても。ただ抜ぬけ出した絵が、あるべき場所に戻もどっていくだけなのだと理解しても。

　紗衣に拒きよ絶ぜつされ、目の前で苦しみながら消えようとしているカリンを、どうしても助けたかった。

　でも……どうすればいいのだろう。

　どうすれば、カリンを救えるのだろう。

　どうすれば──紗衣の心を救えるのだろう。

「ねえ、光宏くん──」

　ふと、カリンとは別の声が、光宏に囁ささやきかけた。サーヤだ。

「北きた原はらさんのこと、お願いね。……もう、キミしかいないと思うから」

　そう言い残し、白衣の少女もまた、姿を消した。

　光宏は、望みを託たくされたのだ。サーヤという名の、紗衣の「後こう悔かい」の分身から。

　でも……それがいかに困難なことか。もはやミラージュ・ネルのすべてを拒絶する紗衣の心は、極限まで傷ついているはずだ。

　行かなければならない。でも闇やみ雲くもに行けば、その傷を押し広げるだけで終わってしまう。

（北原さん……）

　すでに後のない土ど壇たん場ばで、光宏は考えた。自分がどう立ち回ればいいのか。

「光宏くん、苦しいよぉ……」

　目の前では、カリンがその白さを増しつつある。もはや衣い装しようの色は落ち、栗くり色いろの髪かみまでもが薄うすまり出している。気がつけば、この講堂に──そしてこの世界に残った二次元少女は、彼女一人になっていた。

　この状態もまた紗衣の心の表れだと言うなら、カリンは「最後の砦とりで」なのだろう。紗衣が最も愛めでてきた嫁よめだからこそ、どうにかここまで耐たえたのだ。

　だが逆に、カリンが消えてしまえば──。紗衣の二次元を愛する心は、その時点で完全に壊こわれてしまうに違いない。

　三次元を捨て、二次元も失い。その時紗衣は、果たしてどこへ行くのだろう。

　助けなければ。何としても。でも……どうすればいいんだ。

　切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようが、光みつ宏ひろの焦あせりに拍はく車しやを掛かけていく。

　どうすればいいんだ。どうすれば。どうすれば。どうすれば。どうすれば──。

「──とりあえず、さ」

　不意に扉とびらの向こうで声がした。いや、それはもう「扉」と呼ぶには崩くずれて穴だらけの、無意味な代しろ物ものだったけど。

　光宏が振ふり向けば、その穴からひょっこりと、声の主が顔を覗のぞかせていた。

「とりあえずカリンたんは、リペイントすれば助かるよ」

「月つき代よっ！」

　そう、月代だ。今の今まで行ゆく方えを眩くらませていたゴスロリ女が、ようやく戻ってきたのだ。

　しかし、その目が妙みように赤いのは……。

「お前……何してたんだ？」

「煩ぼん悩のう野や郎ろうには関係ないだろ」

　ぐすんと鼻を啜すすり毒づくと、月代はボロボロの扉を押し開き、中へ入ってきた。

　美み春はると佐さ和わがそれを迎むかえる。そう言えば、佐和は月代と初対面……というわけではないみたいだ。

「よぉ佐和たん、私に置いてかれて、寂さびしくなかった？」

「……そ、そんなことないわよ」

「あ、今ツンツンモード？　いつデレる？」

「何言ってんの？　べつに私、ツンデレとかじゃないんだから！」

　なぜ普ふ通つうに会話が成立しているのやら。いや、それよりも今は、さっきの月代の台詞せりふだ。

　リペイント──と言った。なるほど、あの力を使えば、消え行くカリンを、この世界に留とどめることができるかもしれない。

　そう思い、光宏は月代に向かって頭を下げた。

「月代、頼たのむ！　カリンちゃんをリペイントしてくれ！」

　だが……月代の期待外れ度合いは、並なみ大たい抵ていではなかった。

「あ、無理。ペンがどっか行っちゃったから」

　あっけらかんと言い放ち、手にしたヒヨコを持ち上げて、ブラブラと揺ゆする月代。何なんだ、その謎なぞのジェスチャーは。

「じゃあ偉えらそうに出てくるなよ……」

　しかも、呑のん気きに佐和をいじって遊んでいる場合じゃない。

　そう。こうしている間にも、カリンの姿は消えつつある。

「光宏くん……」

　助けて──。

　その叫さけびも弱々しく。今や白の部分も透とう明めいと化し、最後の二次元少女は線だけとなって、ミラージュ・ネルからいなくなろうとしていた。

　だが光宏には、もはや尽つくせる手などなく。

（ごめん、カリンちゃん。ごめん、北原さん──）

　苦痛に満ちたその言葉を口にしようとした、その時。




「私がやるわっ！」

　大講堂に、最後の訪問者が現れた。




　それは──紗さ衣えの声によく似ていた。

　そして一同が振り向いた先には、やはり紗衣によく似た人物が立っていた。

　長い髪。涼すずしげな美び貌ぼう。ほっそりとした身体からだ。堂々とした佇たたずまい。さらに右手に握にぎられた、メタリックピンクのデジタルペン。

　どう見ても、紗衣そのものだ。……ただ一点、服装だけを除いては。

　ノースリーブの白いワンピース。ここから連想する者といえば、一人しかいない。

「──肖しよう像ぞう画が？」

　光宏は呟つぶやいた。そう、美春達と一いつ緒しよにこの世界へ入り込んだ、紗衣の自画像だ。残された二次元少女はカリンだけだと思っていたが、どうやら例外的な存在が、まだここにいたようだ。

　光宏を慕したい、本物の身に起きた真相を打ち明け、その後は学園の外に留まった、「仮かり初そめの紗衣」。しかし彼女は一方で、紗衣の心の奥を如によ実じつに表した、「真実の紗衣」でもある。

　その肖像画の紗衣が、ついに駆かけつけたのだ。ミラージュ・ネルの危機を悟さとって。

「カリン、今行くわ！」

　手にしたペンを構え、消えかけた嫁に向かって走る。その目には迷いなどない。

「お姉さま……？」

「動かないで、カリン。すぐにリペイントしてあげる！」

　そう言って紗衣の肖像画は、素す早ばやい動きで、カリンにペンを押し当てた。

　まずは薄うすまっていた身体の線を黒でなぞり、きちんとした線画に変える。続いて着色。肌はだはやや白く。髪かみは栗くり色いろ。全身を飾かざる帽ぼう子しとローブは紫むらさきで、下に着るワンピースは薄黄色で──。

　肖像画の手によって、カリンは瞬またたく間に色を取り戻もどしていく。さらに細部を描かき込まれ、陰いん影えいと光こう沢たくを施ほどこされ。再び立体感を得ると、ついに彼女はミラージュ・ネルの中に、その姿を取り戻した。

　守られたのだ。最後の砦とりでが。

　真実の紗衣の手によって。

「カリン、大だい丈じよう夫ぶだったかしら」

「うん、ボクならもう平気。助けてくれてありがとね、お姉さま」

　いつか聞いた覚えのあるやり取りをかわし、二人の二次元娘むすめは微ほほ笑えみ合う。その様子に光みつ宏ひろはホッと胸を撫なで下ろすと、肖像画の紗衣に向かって頭を下げた。

「ありがとう、北きた原はらさん！」

「あら、私は別人よ」

　どこか咎とがめるような口くち振ぶりで、肖像画はそう答えた。蘇よみがえったカリンを、しっかりと抱だき締しめながら。

　それからボロボロになった講堂を一いち瞥べつし、再び光宏に視線を戻す。その真しん剣けんな眼まな差ざしに熱い光を込こめ、彼女はいつも本物がするように、光宏を強く叱しつ咤たした。

「葛かつ本もとくん、これはどういうことかしら」

「北原さん……？」

「あなたが付いていながら、こんな惨さん状じようになるなんて……。何をグズグズしていたの？　しっかりなさい」

　その言葉は、何を意味しているのか。ミラージュ・ネルの崩ほう壊かいは、光宏がいれば回かい避ひできた事態だとでも言うのか。

　しかしその答えは示さぬまま、肖像画の紗衣は、光宏に言い放った。

「葛本くん、行きなさい」

　一度はくじけかけた少年の心を、励はげますように。

「あなたならできるはずだわ。本物の私と、この世界を救うことが」

「僕なら……？」

「そう、あなたなら──」

　もう一度そう言われ、光宏は気づく。彼女が何を言わんとしているのか。

　そうだ。できるのだ。今なら。

　ハッとする光宏。そこへ横から、月つき代よがフォローを入れてくる。

「紗衣なら、ここの屋上へ向かったよ」

　なぜそんなことを彼女が知っているのかは──べつに問い質ただす必要はないだろう。

　光宏は「ありがとう」と月代に礼を言うと、肖像画の方に向き直り。

「北原さん、お願いがあります」

「何かしら？」

　カリンの髪をナデリナデリしながら、肖像画の紗衣が訊たずね返す。光宏は、その仕草には敢あえてツッコまず、改めて頭を下げた。

「一つ──描いてほしいものがあるんです」

　紗衣を助けるのに欠かせないピース。それが何か、分かった。




　　　　４




　世界が色しき彩さいを失ってから、どれほど時が経たったろうか。

　闇やみと風に覆おおわれた空の下、紗衣は今なお屋上に佇み、滅ほろび行くミラージュ・ネルを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　大地や樹き々ぎは白く染まり、街は崩くずれ、人々の気配も失われ。妄もう想そうが具現化したこの理想郷は、もはや死に絶えたに等しかった。

　──ああ、死なせたのだ。自分が。

　軽くなった手を虚こ空くうに揺ゆらしながら、紗衣は思った。

　同時に悲しみが湧わいた。だが、その悲しみも風に打たれ、すぐに乾かわいていった。

　心の中が、虚うつろに変わっていくのが分かる。そう、自分には、何も残されてないのだ。自ら現実世界への退路を断たち、二次元を崩壊させた今、縋すがるものも守るものもない。

　家族も、友達も、愛いとしい嫁よめ達も……自分はすべて、捨てたのだ。

　紗さ衣えは考えるのを止やめ、ゆっくりと目を閉じ、空を仰あおいだ。

　桃もも色いろの陽光が瞼まぶたを焼くことはない。ただ冷たい風が、顔を叩たたいていくだけだ。

　それでも、いつまでも、こうしていたい。何も考えずに凍こおり付き、永遠に風に吹ふかれながら眠ねむってしまいたい。

　そう思った。

　……空に、突とつ如じよ光が差すまでは。

「……何？」

　闇に閉とざされたはずの瞼に、不意に違い和わ感を覚え、紗衣は心の中で首を傾かしげた。

　何だろう、この輝かがやきは。空には雲しかないはずなのに。地面は白く染まっているはずなのに。なぜ──。

　なぜ桃色の光が、空に走ったのだろう。

　正体が気になり、紗衣は気だるげに瞼をもたげた。

　だが、その陰いん鬱うつな気持ちもわずかなこと。輝きの正体を知った瞬しゆん間かん、彼女は思い切り目を見開き、言葉を失った。

　空に文字が浮うかんでいた。淡あわい桃色に輝く、光の文字が。

　とても、見覚えのあるロゴが。
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「そんな……まさか」

　あまりに予期しなかった現象に、紗衣は自おのずと声を上げた。

　いや、空に文字が浮かんでいることなど、どうでもいい。そんなこと、この妄もう想そう世界では、奇き異いでも何でもない。それよりも……このタイトルだ。

　カリンのどきどきミラネルライフ──。それは自分が粗あら筋すじを考え、美み春はるが小説として形にしてきた、妄想の物語ではなかったか。

　主人公は魔ま導どう士し見習いのカリン。魔法学園の女子寮りようを舞ぶ台たいに、アサミやナギサ、ナナコやタマミ、そしてユキといった仲間達とともに、ヘンタイ悪魔ミツヒメと戦い、ついでに「お姉さま」とのイチャイチャも描えがく──。

　それはまさに、二次元世界での楽しい日常。紗衣が最後まで守り、そして結局捨て去ったものに違いない。

　なのに……なぜ。

「なぜ、出てきたの……？」

　紗衣は雲の下、眩まばゆく輝くタイトルに向かって、そう訊たずねた。

　自分が望んだからだろうか。いや、そんなはずはない。だって自分は、すべてを捨てたはずなのに──。

　だがその瞬間、風が止み。

　すぐ背後で、一人の少女の声がした。

　とても愛いとおしい、少女の声が。

「お姉さま、ご本、落ちましたよ？」

　その言葉に、紗さ衣えは思わず身を震ふるわせ、振ふり返った。

　カリンが、立っていた。

　顔に、いつものように満面の笑えみを浮かべ。紗衣が手放したはずの同人誌を抱かかえ。

「……カリン？」

「どうしたんですか、お姉さま？　そんなに驚おどろいた顔しちゃって」

　そう言って無む邪じや気きに微ほほ笑えみ、彼女は紗衣の手に、再び同人誌を持たせた。

　紗衣はおとなしく本を受け取りながら、現れた嫁よめの顔を啞あ然ぜんと眺ながめた。

　てっきり消えたと思っていたのに。いや、消えてはいなかったのか。何かの力で助かったとでも言うのだろうか。

　自分の未練か。それとも──。

「ねえ、お姉さま」

　戸と惑まどう紗衣に向かって、カリンはなおも話しかけてきた。

「今日は楽しいピクニックですね！」

「え……？」

　あまりにも唐とう突とつな台詞せりふに、紗衣の戸惑いは、さらに増す。しかしカリンはまったく気にせず、黒雲だらけの空を見上げ、「むう」と不満げに唸うなった。

「でも、困ったなぁ。こんなに曇くもってたら、ピクニックなんてできないよぉ……」

　あくまで続くらしい。この設定は。

　だが──あろうことか。この突然のピクニックエピソードに乗っかった者が、もう一人現れた。

「それは、カリン様の日ひ頃ごろのおこないが悪いのですわ」

　そう言って意地悪気に微笑みながら、突とつ如じよ屋上の真ん中に現れたのは、ワインレッドのメイド服に身を包んだ女悪魔。

「……アサミも？」

　さらに目を丸くする紗衣。それに対して、アサミは優ゆう雅がにお辞じ儀ぎで返すと、すぐさまカリンに向き直り、いつもの主人いじりを再開する。

「毎日勉強もせずに、お菓か子しばかりつまみ食いしているからですよ？　おかげで中身はオコサマなのに、そんなにオムネばかり育って……」

「うぅ、ひどいよアサミちゃん！　ボク、オコサマじゃないもん！」

「いいえ、そうやって簡単に乗せられてしまうのは、充じゆう分ぶんオコサマの証しよう拠こですわ。ねえ、お嬢じよう様さま？」

　お嬢様──。それは、現実世界に抜ぬけ出した時のアサミが、紗衣を呼ぶのに使っていた言葉だ。

　そして紗衣が、突然話を振られて、口をパクパクさせていると──。

「フニャァ。きっと私が昨日、顔をいっぱい洗ったのがいけなかったのですね……」

　今度は耳をパタリと寝ねかして、毛皮ローブのネコミミ娘むすめがやって来る。

「そんな、タマミまで？」

「はい、お姉さま。私のせいで雲がいっぱいなのです。きっと雨ですニャ」

　申し訳なさそうに言いながら、金色のネコ目で空を見上げるタマミ。と、そこへさらに、もう二人。

「タマ先せん輩ぱい、そんなことないです！」

「そうですよぉ。きっと、わたしがてるてる坊ぼう主ずを間ま違ちがえて逆さまにしたのがいけないんです」

　ウェイトレス姿のナナコと、スクール水着のナギサが、そんなことを言いながらパタパタと駆かけ寄ってきた。どうやらランチ担当らしく、大きなバスケットとマグボトルを抱えて。

　そして今のナギサの台詞に、即そく座ざに周りからのツッコミが入る。

「ナギサちゃん、どうして逆さまにしたの？」

「えっと、だってわたし水着だから、雨が降った方がピクニック日び和よりなのかなって、勘かん違ちがいしてて……」

「それは、水着とは関係ございませんわ」

「うーん、ボクは晴れてる方がいいかなぁ」

「ネコは水が苦手ですニャ」

　わいわいと騒さわぎながら、ひとしきり盛り上がる二次元娘達。その光景は、今まで──そう、紗衣が今まで頭の中で思い描えがいてきた、和気あいあいとした魔ま法ほう学園のムードと、まったく変わらない。

　これは……何なのだろう。

　自分は、幻まぼろしを見ているのだろうか。

　不思議がる紗衣の前で、みんなは空を見上げ、口々に降るの降らないのと騒いでいる。と、そこへナナコが振り返り。

「そうだ。もし雨だったら、みんなでうちのお店でゆっくりしません？　お店貸し切って、残念パーティーということで。お姉さまも、ぜひいらしてくださいね？」

「え？　ええ……」

　笑顔で言われ、紗衣は怪け訝げんながらも、なし崩くずしに頷うなずいた。

　それを聞いたカリンが、「お姉さまとパーティーだ！」と小こ躍おどりし出す。彼女の場合、特にピクニックでなくても、紗衣と一いつ緒しよならば何でもいいのかもしれない。

　そんなカリンの無む邪じや気きさに、明るく笑う少女達。だが──。

　足りない。紗さ衣えは、そう思った。

　そう、足りないのだ。この「ミラネルライフ」のメンバーならば、必ず入っているであろうキャラが。

　でも──紗衣の不満は、すぐに満たされた。来たのだから。

「ちょっとぉ、何よこの空、曇ってるじゃない！」

　不意に屋上に湧わいた魔ま法ほう陣じんから飛び出してくる、ツインテールのツンデレ姫ひめ・ユキ。その背中には巨きよ大だいなリュックを背負い、いかにもピクニックに行く気満々のご様子で。

「ユキちゃん、来てくれたんだね！　そのリュック、大きいね！」

「ど、どうせ暇ひまだから来てあげただけよ。べ、べつに一週間前からずっと楽しみに準備してたとか、全然そんなんじゃないんだからねっ？」

　カリンの笑え顔がおに真っ赤になりながら、ユキは精せい一いつ杯ぱい強がってみせた。

　これで六人。いつもの顔かお触ぶれが揃そろい踏ぶみ。

　……ではない。

　違う。この六人だけじゃない。

　紗衣はそのことに気づき、啞あ然ぜんとしていた顔を再び曇らせた。

　やっぱり、足りないのだ。決定的な二次元娘が、もう一人。

「ミラネルライフ」に欠いてはならない者が、まだ一人現れずに残っている。

　それは、自分がこの世界に来て、真っ先に拒きよ絶ぜつした相手。カリンの宿敵で、アサミのオモチャで、ナギサやナナコの警けい戒かい相手で、ユキの姉で。そして自分にとっては──。

　そう、自分にとって、あのキャラクターは何なのだろう。

　そして紗衣は、記き憶おくを巡めぐらせる。




　初夏の頃ころ、初めて漫まん画がのネームを描かいた。何かに突つき動かされて、頭に浮うかんだストーリーを画用紙にぶつけた。本当ならネームは月つき代よの役割だったけど、彼女とは喧けん嘩か別れしていた状態だったから。

　そして、美み春はるに見せた。美春はそれを面おも白しろがって、小説にして公開したいと言ってきた。紗衣は「公開」という部分に躊ちゆう躇ちよしたけど、美春は「どうせうちは過か疎そだから」と気楽に宥なだめた。

　後で当人から聞いた話だが、その時美春は問題のネームを見て、激しく勘違いしていたようなのだ。登場人物の一人が──紗衣が公開をためらった原因であるキャラクターが──月代をモデルにしたものだと思っていたそうである。

　紗衣が月代をモデルに漫画を描いた──。それは美春の目には、「紗衣が月代の気を引きたがっている」と映ったらしい。ただし踏ふん切りがつかずに、後こう悔かいを躊躇している、と。

　もちろん誤解だ。だってそのキャラは、月代をモデルにしたものなどではない。むしろそれよりも、もっと真新しい存在だった。

　今まで自分だけの特権だと思っていた二次元娘むすめの召しよう喚かんを容易におこない、やめろと言っても嫁よめを盗とり続け、その理由が「歌うた川がわミウミのファン」だから。しかも一緒に萌もえトークができて、クラスも通学路も一緒で、明らかに自分を慕したっていて──。

　そんな、奇き妙みような男子だった。

　彼が自分にとって何なのか。あの頃の紗衣は、よく分かっていなかった。

　恋こい人びとではない。純じゆん粋すいにイラストレーターとそのファン……というだけでもない。とりあえず、クラスメイトなのは間ま違ちがいない。同好の士なのも間違いない。それに、なぜかよく話す。自分は、あまり三次元の人間とは話さないはずなのに。

　だとしたら、友達なのだろうか。でも友達と言い切るには、本気で彼を叱しかりつけていることの方が多かった。

　だから、紗衣には分からなかった。彼が自分にとって何なのか。

　でも──今ならば分かる。

　自分があのキャラクターを創つくり、「ミラネルライフ」の物語に必ず登場させていたのは──やはりそれだけ彼の存在が、自分にとって刺し激げき的なものだったからに違いない。

　時に腹立たしく。時に心ここ地ちよく。

　葛かつ本もと光みつ宏ひろ。彼は、特別なのだ。




「お姉さま、大変です！」

　そんなカリンの呼び声に、紗衣は我に返る。

　いったいどうしたのかと振ふり向けば、みんなが何やら困り顔で。

「また、あの悪魔さんが来るんだって！」

「今、魔界電話で私に電話があったのよ。あのバカ姉貴、『僕もカリンたん達と一緒にピクニックしたいよぉ』って……」

「まったく。毎度毎度、空気の読めない方でいらっしゃいますわね」

「サンドイッチ、人数分しか作ってないわよ？」

「どうしよう。水着だと変なことされちゃうかなぁ……」

「何だか肉球の危機が訪おとずれそうな予感ですニャ」

　口々にそう騒さわぎ訴うつたえるのは、間違いなくあのキャラの到とう来らい。みんなにとっては迷めい惑わくな──しかし紗衣にとっては、なくてはならない存在が、今ここへやって来ようとしている。

　ふと、心がざわめく。その喩たとえづらい感情に、紗衣は全身を震ふるわせ、とっさに辺りを見回した。

　屋上の先に広がる黒い空。しかしただ一つ、その中で光り輝かがやく場所がある。そこを指し、不意にカリンが叫さけんだ。

「見てお姉さま！　悪あく魔まさんが来たよっ！」

　そして、紗さ衣えも確かに見た。桃もも色いろに光る「ミラネルライフ」のロゴの下、虚こ空くうに一点浮かぶ、黒い人ひと影かげを。

　それは翼つばさを羽ばたかせ、こちらに向かってまっすぐに飛んでくる。そう、紗衣のもとを目指して──。

「お姉さま、危険です！」

「早く下がって！　襲おそわれちゃうよ！」

　だが紗衣は、焦あせる嫁達を手で制し、飛来しつつある相手を真っ向から見つめ返した。

　とても眩まぶしげな眼まな差ざしで。

　だがその眼差しは──近づいてきた影の正体がはっきりするに連れ、驚おどろきへと変わっていった。

　黒き翼を翻ひるがえし、目の前にタキシード姿の悪魔が降り立つ。でも、それは二次元などではない。いや、悪魔でもない。そして、女の子ですらない。

　現れた少年の意外な姿に驚きながら、紗衣はポツリとその名を呼んだ。

「……葛本くん？」

　その言葉に──翼と尻尾しつぽを生やし、ミツヒメに扮ふんして現れた光宏は、温かな笑えみを浮かべて、ゆっくりと頷うなずき返した。

「やっと……やっと会えました。北きた原はらさん！」




　家出した少女と、それを追い続けた少年。二人はついに、異世界ミラージュ・ネルの中心で、待ち望んでいた再会を果たしたのだった。
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「やっと……やっと会えました。北原さん！」

　感極きわまって叫んだ光宏は、驚く紗衣に向かってもう一度頷くと、前に一歩踏み出した。

　紗衣は動かない。ただその目は、こちらの顔をまじまじと眺ながめ、それから背中の方へと移っていく。三次元の男子には付いているはずのない、コウモリ状の翼へと。

　光宏はそれに気づくと、照れ臭くさそうに笑ってみせた。

「これ、描かいてもらったんです。翼も尻尾も衣い装しようも、あの肖しよう像ぞう画がの北原さんに」

「あの子に……？」

「はい。ちょっと恥はずかしかったけど……でも北原さんに会うなら、これが一番だと思ったから。だってこの顔かお触ぶれが揃そろってるのに、ミツヒメがいなくちゃ変ですからね」

　そう言って、紗衣の後ろを指差す。そこにはカリン達が、すでに警けい戒かいを解いて微ほほ笑えんでいる。

　もちろん二人の邪じや魔まをせぬように、少し離はなれて。

　紗衣はそれを確かめると、何かを想おもうように目を細め、それから再び光宏に向き直った。

　もっとも、そこから続く言葉はない。だから喋しやべるのは、光宏の役目だ。

「北原さん。たぶんもう分かってると思うけど……全部聞きました。留学のこと」

「……そう。そうね。……隠かくしててごめんなさい」

「いえ、僕の方こそ、気づくのに時間がかかっちゃって……」

　そう言いながら頭を搔かく光宏。と、ちょうど頭部の側面から突つき出した小さな翼に、手が触れた。別段変わった感かん触しよくはないが、何ともこそばゆい気持ちだ。

　紗衣の心を解すために付けてきたパーツだ。でも彼女が迎むかえ入れてくれた今、これはもう不要だろう。

　あくまで葛本光宏として。三次元として。光宏は紗衣に手を差し伸のべた。

「帰りましょう、北原さん。元の世界へ」

　その言葉に、紗衣の右手がおずおずと持ち上がる。あと少し。あと少しで、触れる──。

　そう思った刹せつ那な。しかし紗衣は我に返り、慌あわてて半歩身を引いた。

「駄だ目めよ！　……帰らないわ、私」

　頑かたくなに拒きよ絶ぜつの心を呼び覚まし、彼女は叫んだ。

「だって……だってそんなことをしたら、私はもう二度と嫁よめ達に会えなくなるもの！」

　背中に立つカリン達を想い、紗衣は首を激しく左右に振ふる。

　一度は失われた二次元少女達が、こうして再び現れてくれたのだ。それを手放したくない気持ちは、今までにも増して膨ふくれ上がっているに違ちがいない。

「葛かつ本もとくん、分かって。私は二次専なの！　萌もえっ娘こなしじゃ生きられないの！　現実の世界で現実の絵ばかり描いていく人生なんて、苦痛なだけなの！」

　髪かみを振り乱し、紗衣はひたすらに叫ぶ。

　でも光宏は落ち着いて、その足をさらに半歩踏ふみ出す。このまま流されていきそうな二次専少女に追いつき、助け上げるため。

「北原さん、心配いりません。二次元が無くなることなんて、絶対にないです」

　明るい笑顔で、そう告げた。

　同時に紗衣の動きが止やんだ。振り回していた頭をピタリと止め、今の光宏の言葉を探さぐるように、乱れた髪の下から紅潮した顔を覗のぞかせる。

　それに向かって、光宏はもう一度。

「二次元が無くなることなんてないんです。だって、現実世界には──僕がいますから」

「……葛本くんが？」

「ええ、僕が」

　そう言って光宏は、ポケットからあるものを取り出した。

　紗さ衣えの泣き腫はらした目が、それを捉とらえる。だがその泣き顔も一いつ瞬しゆんのこと。すぐさま彼女の表情は、驚おどろきに包まれていく。

「葛本くん、それは……？」

「携けい帯たいです。僕の」

　そう言って光宏が掲かかげ持つものは、間違いなく自分が日ひ頃ごろから使っている、携帯電話だった。

　しかし今、その画面に、ちょっとした異変が起きている。

　待ち受け画像に設定されているのは、過去に「ミラージュ・ネル」からダウンロードした二次元娘むすめのイラスト。だが、そこに描かれているキャラが誰だれかは分からない。なぜならそれは、抜け出して真っ白になっているから。

「葛本くん、それって、まさか──」

　紗衣が気づき、再び背後を振り返った。

　カリンがいる。アサミがいる。ユキが、ナギサが、ナナコが、タマミがいる。その誰もが紗衣を慕したい、たった今「ミラネルライフ」を実演してくれたばかりだ。

「みんな、僕が呼び出したんです。ああ、カリンちゃんだけは違うけど──」

　そう、まさにこれこそが、光みつ宏ひろにだけ可能な「紗衣とこの世界を救う」方法だった。

　講堂で肖しよう像ぞう画がに叱しつ咤たされたあの時、気づいたのだ。紗衣の萌え心が失われた今、自身の召しよう喚かん能力が再び有効になっていることに。

　消えていった少女達を、自分なら呼び戻もどせることに。

　だから、それをやった。渋しぶる肖像画からカリンも借りて、こうして紗衣の前に集合させた。

　しかし──紗衣は信じられないのだろう。なぜなら、光宏が呼び出したにしては、みんなの様子が、明らかに今までの記き憶おくと違うから。

「ちょっと待って！　こんな馬ば鹿かなことってあり得ないわ。だって葛本くん、あなたが嫁を呼び出せば、みんな必ずあなたとイチャイチャイチャイチャ……」

　イチャの数が無む駄だに多いのは、嫉しつ妬とゆえだろうか。そんないつもの調子に近い紗衣に、温かな気持ちを覚えながら、光宏は「確かに」と頷うなずく。

　確かにそうだ。二次元の美少女は、召喚した人間の願望どおりに動く。

　でも──その願望が、「イチャイチャ」でないとしたら。

　いや、正確には、紗衣と「イチャイチャ」させるためだとしたら。

「僕が呼び出したんです。北きた原はらさんを、元気にさせたかったから」

　光宏がそう言うと同時に、カリン達が一いつ斉せいに紗衣を取り囲んだ。キラキラ光る笑え顔がおで。まさに、愛いとしいお姉さまに戯たわむれる恋こい人びと達さながらに。

　紗衣の頰ほおに、泣き顔とは違う赤味が差す。彼女もまた気づいたのだろう。光宏がその心に秘ひめているのは、普ふ段だんの萌えや煩ぼん悩のうではない。

　そして光宏もまた、その心を証明するため、強く叫さけぶ。今紗衣に贈おくれる、最高の「実体化」を示すため。

「北原さん、現実世界には僕がいます。だから、北原さんが現実世界に帰っても、絶対にみんなと離はなれ離ばなれになることはありません。僕が北原さんといる限り、ミラージュ・ネルは──この世界と二次元の女の子達は、必ず存在し続けます！」

　それに合わせて──世界が動いた。

　空を覆おおっていた黒雲が。白に褪あせた大地が。崩ほう壊かいした町が。

　動き、元の姿に戻っていく。まるで映画のフィルムを逆回転させるかのように。

　再び光の差す空は、サイトのイメージカラーことパステルピンク。そこには紫むらさきの雲がたなびき、幻げん想そう的な空間を形作る。

　大地は緑。テクスチャで覆われた樹き々ぎを生やし、森の中を走る小道は、ぶれのない緩ゆるやかな曲線を描えがく。

　町の建物はカラフルに。丸みを帯びたデザインで可愛かわいらしく、お決まりの喫きつ茶さ店てんも忘れずに。

　学園の建物は、荘そう厳ごんな趣おもむきの中世ヨーロッパ風。床ゆかは大理石をイメージしたテクスチャで、その横には女子寮りよう。食堂に医務室、中庭に大浴場。崩壊したいくつもの施し設せつが、元通りに修復され、中では少女達の賑にぎやかな学園生活が再開される。

「お姉さま。蘇よみがえりましたね、ミラージュ・ネル」

　カリンが言うと、紗衣もまた「ええ」と頷いた。

　輝かがやきを取り戻した空の眩まぶしさに、ほんのりと目を細めながら。

　そう、ミラージュ・ネルは再生したのだ。光宏の力で。

　光宏もまた周りを見み渡わたしてそれを確かめると、再び念じて、自身の翼つばさと尻尾しつぽを消し去った。

　これはもう、必要ないから。ここからは、あくまで「葛かつ本もと光宏」として伝えなければならないから。

「──北原さん」

　改めて緊きん張ちようしながら、光宏は紗衣に言った。

「僕が、北原さんを支えます。北原さんのためなら、いつだって二次元を呼び出してみせます。だから──だから現実世界に戻って、僕と……僕とずっと一いつ緒しよにいてください！」

「葛本くん……」

　何とも言えない表情になりながら、紗衣は頭を下げた光宏を見つめ返す。

　その心に迫せまるべく。光宏はさらにもう一歩、踏ふみ出した。

　同時にカリン達が、再び後ろに下がる。でも──紗衣は動かない。

　もう後ろに下がることはない。ただし、前に出るでもない。そんな動かない紗衣に、光宏はなおも言葉を贈り続ける。

「北原さん、あなたが好きです。初めて会った時からずっと。告白して断られた後もずっと。歌うた川がわミウミだって知った後もずっと。一緒に同人誌を作っていた間もずっと。そして、今も、これからも。……未練がましいっていうのは分かっているけど、これが僕の本音です。だから、ずっと一緒にいたいんです。もちろん、現実世界で」

　だから一緒に帰りましょう──。そう言って光みつ宏ひろは、改めて、紗さ衣えに向かって手を伸のばした。

　彼女の指先がヒクリと、ほんの少しだけ動いた。

　でも、それだけだ。明らかにためらっている。

　光宏の告白に乗っていいものか。それとも、「最初の決意」を貫つらぬくべきか。

「──葛本くん」

　光宏を見つめたまま、紗衣は問い返した。

「もし私が、あなたに付いていってしまったら……私の嫁よめ達はどうなるの？」

　そう、これこそが紗衣にとって、最も大きな問題なのだ。

　彼女には、カリンを始め大勢の嫁がいる。それは、現実の人間と天てん秤びんにかけなければならないほど、とても大切な存在なのだ。なぜなら彼女は──。

「私は……二次専よ？」

　そう、二次専だから。

　三次元の告白など相手にせず、ずっと二次元の美少女達を愛めでてきたから。

　そして嫁達への愛を、裏切るわけにはいかないから。

　でも──光宏は、そんな律義な紗衣に向かって、優やさしく微ほほ笑えんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、北きた原はらさん」

　確かに紗衣は二次専だ。男子からの決死の告白に対して、「私は絵画にしか興味がないから」と言い切るほどの、絶対的な二次専だ。しかし……今は果たしてどうか。

　この夏、三次元との絆きずなを強めた今の彼女ならば、どうなのか。

　もし、今の紗衣が二次専だと言うなら。

「安心してください」

　光宏は手を差し出したまま頷うなずき、そして宣言した。




「僕も──二次専ですから」




「二次専だって、三次元を好きになっていいんです」

　光宏のその言葉に、紗衣はようやく微笑んだ。

　微笑み、ためらっていた手を持ち上げ、指と指とを重ね合わせ。

　光宏と紗衣は、初めて互たがいの手を握にぎり締しめた。

　熱を帯び、汗あせばんでいる。三次元の──生身の人間である証あかしだ。

「帰りましょう、北原さん」

　愛いとしい少女の温ぬくもりを直じかに感じながら、光宏は言った。

「帰って、ご両親を説得しましょう。大丈夫。僕がついてますから」

　そして紗衣もまた、掛かけ替がえのない少年の温もりに身を委ゆだね。

「ええ」

　笑え顔がおで、しっかりと頷くのだった。
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　元の世界に戻もどると、すっかり日が暮れていた。

　すでに両親は帰っているらしい。紗衣は気を引き締め、屋や敷しきの長い廊ろう下かを、彼らのもとへ向かって歩んでいく。

　ここから先は、自分一人の力で頑がん張ばるしかない。光宏も美み春はるも月つき代よも、ついでに佐さ和わも──みんな、北原家の人間ではないのだ。だから、この留学問題に直接口を出すことはできない。

　両親を説得するのは、あくまで紗衣自身だ。

　──北原さん、頑張って。

　さっき別れ際ぎわに、光宏が残した言葉だ。

　──みんながついているから、不安がらないでくださいね。

　その言葉どおり。今紗衣の周りには、みんながいる。光宏がもう一度紗衣のために召しよう喚かんしてくれた、みんなが。

「お姉さま、ファイトですよっ！」

　先導していたカリンが、振ふり返って言った。

「お嬢じよう様さま、しっかりおやりくださいませ」

　後ろからは、アサミが。

「大丈夫。みんながいれば、恐こわくないもん！」

　さらに後ろからは、ナギサが。

　もちろんこれだけじゃない。紗衣が軽く後ろを振り返れば、そこにはナナコや、タマミがいて。チナツや、ヤヨイや、マユがいて。サーヤや、メイや、ノアがいて。セシリアや、リンリンがいて。

　どの娘むすめも紗衣が妄もう想そうを元に描えがいた少女達。自分の大事な嫁であり、同時に、今まで心を込こめて産み出してきた、大事な「作品」だ。その「作品」を両親に見せ、自分の進みたい道をアピールするのだ──という作戦は、光宏の提案したものだった。

　それに……彼の約束したとおり。

　──大丈夫。僕がついてますからね。

　そう、光宏達もまた、きちんとついてきてくれている。

「紗衣、次の同人誌のためにも、退ひいちゃダメだからね」

　そう美春のように激げき励れいするのは、青いローブをまとった少女、プラム。かつて美春が紗さ衣えにリクエストし、描いてもらった、ライバル気き質しつの女の子。

「まあ、難しそうだったら、私が一暴れしてやるよ」

　月代の如ごとく物ぶつ騒そうなことをのたまうのは、幼おさな馴な染じみのヒカル。すっかりゴスロリ服も板に付き、ヒヨコとフライパンを抱かかえて堂々と歩む。

「いや、暴れちゃまずいって言うか……。とにかく、絶対に認めさせてやらなくちゃ、済まないんだからねっ？」

　佐和の常識性とツンデレを兼かね備そなえたユキが、それにすかさずツッコミを入れる。

　そして、もう一人。こちらはカリンのさらに先を、一同の先せん陣じんを切って進む。

　あたかも、紗衣を守るナイトにでもなったかのように。

「──頑張ろうね、北原さん！」

　ミツヒメが振り向き、元気よく言った。コウモリの翼つばさを生やした男装女おんな悪あく魔まは、すでに原作のヘンタイ性を拭ぬぐい去り、頼たのもしく紗衣を導いてくれる。

　もっとも、これはこれで、ちょっぴり物足りない気もするけれど──。

　まあいい。今は設定よりも、彼の誠意に甘えておこう。

　そう思い、紗衣は光みつ宏ひろの分身に向かって、微ほほ笑えみ返した。

「よろしくお願いするわね、葛かつ本もとくん」
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　北きた原はら紗さ衣えが日本を離はなれ、フランスへと旅立っていったのは、夏休みも終わる八月末のことだった。

　結局、留学は免まぬがれなかった。現実は、思いどおりにはならないものなのだ。

　ただ──決してバッドエンドというわけでもなく。

「そんなにしょんぼりしないでちょうだい。どうせすぐ戻もどって来るのだから」

　あの「ミラージュ・ネル消失事件」から翌日。説得の結果を聞かされて泣きそうになった光みつ宏ひろに、紗衣は小さく笑いながら、そう言った。

「入学先を変えてもらうことで、話が落ち着いたの。油絵を専門でやるのは同じだけど、校風はもっと緩ゆるやかなところにしてもらったわ。期間も最初の予定より短めにしてもらったから……そうね、少しの我が慢まんよ。少しの……ね」

　そして紗衣は、続けてこう語った。将来のことについて。

「私としては、日本で萌もえっ娘このデジタルイラストを描かいていくつもりに変わりはないわ。まあ、それを仕事にするかどうかは分からないけど……。とにかく今は北原家の長女として、たとえ形だけでも、きちんと海外で絵を学んでおく必要があるの。あくまで、家の面子メンツのためによ。……ほんと、現実って面めん倒どう臭くさいわよね、葛かつ本もとくん」

　フウと溜ため息をつき、紗衣はもう一度笑った。

　そして、そこまで笑え顔がおでいられては、光宏一人しょげているわけにも行かず。

「サイトはどうなるんですか？」

　気を取り直してそう訊たずねると、紗衣は少し考えてから、「留守は月つき代よさんに任せるわ」と答えた。なるほど、妥だ当とうだ。ちょっと不安だけど。

「留学先が変わったから、向こうの寮りようでもネットは使えるけど、今までと違ちがって、本格的にサイト作りに打ち込む時間は取れなさそうだから。それに……やっぱり『ミラージュ・ネル』は、みんなと一いつ緒しよに作っていくのが一番だから」

　しばしのお別れね──。

　紗衣のその言葉に、光宏はコクリと頷うなずいた。

　それから笑顔を作り、もう一度頷いた。

　そう、あくまで「しばし」だ。二度と会えないわけじゃない。だから──。

　だから再会するその時まで、彼女への気持ちを守り続けよう。光宏はそう思った。

　自分の「好き」に対して、結局紗衣は、直接的な返事を言ってくれなかったから。




　光宏と紗衣。二人の特別な夏は、こうして終わりを告げた。

　紗衣が日本を離れた日。光宏は月代や美み春はる、佐さ和わも連れて、空港まで彼女を見送りに行った。もちろん、笑顔で。

　もっとも紗衣を送り出した直後、不意に込こみ上げてきた寂さびしさに、思わず月代と二人でボロボロに泣き崩くずれてしまったのだけど。まあ、それはここだけの話。

　……と行きたいところだったが、あいにく佐和が一緒では、情報規制など許されず。

　かくして光宏は、「片かた想おもいの女子に国外逃とう亡ぼうされて泣き喚わめいた、可哀かわい想そうすぎるやつ」として、その後も学校で延々とネタにされ続けたという。




　　　　＊




　それから二年と七ヶ月の月日が流れた、ある晴れた春の日。

「ミックン、何ボケッとしてんの？」

　生徒達で賑にぎわう校庭に独りで佇たたずみ、咲さき始めた桜を眺ながめていた光宏は、不意に背後から佐和に小こ突づかれて振ふり返った。

「……べつに、何でもないってば」

　そう答え、光宏もまた同じように小突き返す。ちなみに両者の武器は黒い筒つつ。中身はもちろん、さっき頂いたばかりの卒業証書。

　今日は卒業式。高校生活との別れの日だった。

　すでに最後のホームルームも終わり、教室を送り出された後。もちろんすぐに帰る生徒など稀まれで、誰だれもがいまだ校内をうろついている。思い出の校舎。思い出の友人。思い出の恩師。そのすべてに未練を残すまいと、みんな精せい一いつ杯ぱいに、最後の別れを盛り上げる中。

　光宏は──それでもただ、桜を眺めていた。

　舞まい落ちる、淡あわいピンク色の花びらを。

　自分にとっては、何よりも大切な色だ。教室で。屋上で。時にはプールサイドや生徒会室で。いくつもの思い出をくれた少女が愛した、素敵な世界の空の色だから。

　……まあ、そんなセンチメンタルな気分も、この妹のせいで台無しになったのだけど。

「ミックン、そんな友達いないような振る舞いしてないで、ちょっとこっち来てよ」

「何だよ佐和。クラスでの記念撮さつ影えいならもうやったぞ？」

「うだうだ言わないで、ほら早く！」

　もはや問答無用と、兄の腕うでを摑つかむ佐和。その異様な力に気け圧おされて、光宏は為なす術すべもなく引っ立てられて行く。

　思えばこの生意気な妹と、三年間同じクラスであり続けたことは、果たして運命の女め神がみの悪戯いたずらか、はたまた性質たちの悪い冗じよう談だんか。おかげで光みつ宏ひろは、佐和に昼夜を問わずいたぶられ続けながら、実に順調に卒業の日を迎むかえてしまった。

　要は三年間、成長してないのだ。我ながら情けないな、と光宏は思う。

　ちなみに、兄妹きようだいともに大学への進学が決まっている。入る先は別々だけど。

　そのこともあって、先日は佐和の方から「一人暮らしがしたい！」という提案も出たのだが、こちらはすぐに流れた。と言うのは、どうも両親にも何か思うところがあったらしく、「光宏も一緒なら親元を離はなれても構わない」と、妙みような条件を出されたせいだ。

　もちろん兄妹仲良く全力で拒きよ否ひさせてもらった。佐和と意見が一いつ致ちしたのは稀だったが、おかげで光宏にとっても、大いなる危機が回かい避ひできた。ほんと、三次元の妹と二人暮らしだなんて、地じ獄ごく以外の何ものでもない。

　稚ち気きの抜ぬけ切れない二人の日々は、どうやらこれから先も、まだまだ続くようだ。

「ミックン、今夜何時だっけ」

　手を引きながら訊ねてくる佐和に、光宏は「七時に駅前集合」と簡潔に答えた。

　今夜は卒業祝いということで、家族で外食する予定になっている。それまでは自由時間だ。まあ、友との別れを名残なごり惜おしむ時間ということになるか。

「佐和は文芸部で送別会か？　遅ち刻こくするなよ？」

「分かってるわよ。で、ミックンは？　家でギャルゲーのヒロインに祝ってもらう？」

「黙だまれよ、お前」

　そんな会話をしながら二人が辿たどり着いたのは、校舎の昇しよう降こう口ぐちから続く、学校の中庭だった。

　もちろんここもまた桜が咲き乱れ、絶好の撮影場所として賑わっているのだが。

「あー、ミックンこっちこっち！」

「入って入って！」

　そんな嬌きよう声せいに何事かと目をやれば、そこには見覚えのある顔ぶれが、全部で四人。佐和と同じ文芸部の女子達だ。言うなればこの三年間、散々暇ひまに任せて光宏をおちょくり続けてきた、悪あつ鬼き羅ら刹せつの如ごとき──いや、そこまでは言い過ぎか。

「ええと、僕に何か用？」

　光宏は警けい戒かいしつつ、おっかなびっくり彼女達に問いかける。いったいこのメンバーが自分に何の用なのか。まさか最後の最後に、またいじめられるのか……と不安を覚えたものの。

（あれ？　でも今、「入って」とか言ってた？）

　そう思い傍かたわらを見れば、案の定。デジカメを構えて撮とる気満々になっている、文芸部の幽ゆう霊れい部員が一名。

　と言うか、井い川かわ美春だ。

「やぁ葛かつ本もとくん、卒業オメ」

　何だか面めん倒どう臭くさそうに、彼女は小こ脇わきに挟はさんだ筒を動かし、光宏に軽く挨あい拶さつした。

　佐さ和わとの関係が相変わらずなのと同様、美み春はるとの関係も、あれからさほど変わってない。同じクラスになることはなかったが、数少ない女友達の一人として重宝した。

　もっとも、光宏に女友達がいること自体がよほど奇き異いだったのか、周りの男子達からは、一時期妙な噂うわさも囁ささやかれたりしたが──美春が笑顔で「なめんな」と凄すごんだら、それもすぐ立ち消えになった。

　果たしてその平ひら仮が名な四文字の言葉には、どんな意味が込こめられていたのか。光宏は恐こわくて、いまだに問い質ただせてない。

「井川さんもおめでとう」

　そんな美春に、同じように筒つつを掲かかげて答えながら、光宏は訊たずねる。

「……で、これ何？」

「見りゃ分かるでしょ。記念撮影」

　まあ、それは想像がつくけど。

「いったい何の？」

「もちろん文芸部のだよ」

「なぜそこに僕が？」

「私は知らん。でもみんながリクエストしてるんだから、とっとと入りなってば」

　取り付く島もなく美春に命じられ、同時に佐和に押しやられ。光宏は瞬またたく間に、ろくに交流もなかった文芸部の女子四人に囲まれてしまう。

　しかもこれ、異様にくっつかれてないか？

「あの、そんなに寄らないで……」

　突とつ然ぜんのことにモジつく光宏だが、周りは誰だれも聞いちゃいない。むしろキャアキャアと嬉うれしそうに肩かたに手など置かれ、耐たい性せいのなさから顔中真っ赤にしてしまう。

　そんな様子をファインダー越ごしに眺ながめていた美春が一言。

「ほら、佐和も入りなよ」

「えー、やだ」

　あっさり拒否しやがった。

　だがそこは、他の女子達が容よう赦しやしない。

「さわっち、入れ入れ！」

「恥はずかしがるな！」

「むしろ妬やくな！」

　そう口々に囃はやし立てると、さすがに佐和も逃にげられないと悟さとったか。「むう！」と一つ呻うめいて、光宏の前にズカズカと歩み寄り、実に不ふ機き嫌げんそうな顔で、カメラに向かってしゃがんでみせた。

　いったい何が不満なのやら。いや、光宏とて不満だけど。

「はい、それじゃ撮るよー。こらそこ、笑えよ双ふた子ごども」

　美春に言われて、光みつ宏ひろは佐和と一いつ緒しよに、無理やり笑え顔がおを作るのだった。




　それから部員ごとにツーショットなどで延々と撮さつ影えいされた後。ようやく解放された光宏は、真っ赤になって校門の方に逃げていった。

　美春はそれを生温かい目で見送ると、佐和の方に向き直った。

「お疲つかれ」

「ああ、疲れたわよ。ていうか、ミックンはいったい何なの？　もててるの？」

　激しく釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで、佐和が愚ぐ痴ちる。まあ、本気でおちょくってきた首しゆ謀ぼう者しやから見れば、この撮影会が開かれたこと自体、絵が抜ぬけ出す以上にホラーな現実だったに違ちがいない。

　もっとも他の部員達は、満足げにしているけど。

（この文芸部って、もしかして実質、葛本くんのファンクラブだったんじゃ……）

　そんな憶おく測そくを巡めぐらせて、美春は密ひそかに苦笑いした。まあ、それでも彼の第二ボタンを欲しがる子が一人もいなかった辺り、極きわめて常識的な展開だろう。

　と、そこへ部員の一人が。

「ねえねえ佐和、結局ミックンってさ、在学中に三次元の彼女はいたの？」

　いきなりそんなことを訊ねてきた。

　それに対して、佐和はまたしても「むう！」と呻いてしまう。いったい何なんだか。

　だから代わりに、美春が答えておいた。

「いなかったよ」

　とても正直に。ただし、補足説明付きで。

「でもたぶん──今日できる」




　何とも言えない居い心ごこ地ちの悪さを覚えながら、光宏は校門へと足を進めていた。

　中庭同様、門の外もまた、大勢の人間が集まっている。もっともそのほとんどは、卒業式を見にきた保護者達だが……中に一人、一風変わった人ひと影かげを見止め、光宏は首を傾かしげた。

「誰だろう、あれ……」

　ここではない他校の制服を着た、ショートヘアの小こ柄がらな女の子。それが門柱に寄り掛かかるようにして立っている。誰かを待つように、時折校舎の方をチラチラと眺めながら。

　しかも遠目からして分かるが、結構可愛かわいい。周囲の男子達もそれに反応してか、彼女に向けて、気になる視線を送っている。

　まあ、大方あの子も、誰かの身内に違いない。光宏はそんなことを思いながら、それ以上気にかけることもなく、校門へ近づいていく。

　自然と、その子とすれ違う形になろうとした。その時。

「こら、無視するな」

　不意に毒づかれて振ふり返ると──当の女の子がニヤニヤしながら、こちらを見ているではないか。

「あの……どなた？」

「見て分からないのか！」

「どっかの中学生？」

「さっき高校を卒業してきたばかりだ！」

　こちらの一言にいちいち憤ふん慨がいしながら、彼女はデザインの異なる筒つつを振り上げ、何の躊ちゆう躇ちよもなく光宏を殴おう打だした。そういえば、今は卒業シーズンだ。

　さて問題は、こいつは何者なのか──だが。いや、さすがにここまでされれば分かる。彼女は他ほかの誰でもない、自分の身内だ。

「もしかして……月つき代よか？」

「もしかしない！　どう見ても私だろが！」

　恐おそる恐おそる訊たずねた光宏に、岡おか田だ月代は突とつ如じよ唾つばを飛ばしながら喚わめき返した。

　いや、確かにそうなのだが、こいつがここにいること自体が不自然だ。学校が違うのだから。

「まさかお前がこんなところに出てくるなんて、誰が思うか。だいいち、ゴスロリとヒヨコはどこにやったんだよ」

「卒業式ぐらい制服着るに決まってんでしょ！　って言うか、キミは私をゴスロリとピヨ五ご郎ろうでしか見分けてなかったのか！　そんなに三次元の見分けがつかないか、この二次専野や郎ろう！」

　ムキーと金切り声を上げて、月代はもう一度筒で光宏を引っぱたいた。まったくこいつといい佐さ和わといい、卒業証書を何だと思っているのだか。

　それと、ツッコミどころがもう一点。二次専は、月代も同じだ。

「……お前、何しに来たんだよ」

　周囲の注目を浴びてさらに居心地悪くなりながら、光宏は顔をしかめて、彼女に訊ねた。

　一応月代とも、あの夏以降も交流は続いていた。とは言え、直接顔を合わせることは少なく、美み春はるを通じてたまに会うぐらいだったけど。

　そんなやつが、よそ様の卒業式に現れる謂いわれなんてない。そりゃ驚おどろきもするし、訝いぶかしくも思うわけで。

　だが当の月代はニンマリとほくそ笑み、筒を振り回しながら声こわ高だかに叫さけぶのみ。

「そりゃもう、煩ぼん悩のう野や郎ろうの雄ゆう姿しを見にきたに決まってる！」

「何だそれっ！」

　意味が分からない。

「じゃあ、第二ボタンを貰もらいに来てやったってことで、どう？」

「心にもないこと言うな」

　どうしようもないネタではぐらかされ、光みつ宏ひろは溜ため息をついた。

　まあ、こいつはこいつで、その奇き行こうぶりは何も変わってないのかもしれない。立場だけは大いに変わったけど。

　今の月代は、すっかり「ミラージュ・ネル」の管理人の座に納まっている。もっとも新作は上げず、あの夏コミでの同人誌をオフセットで刷り直した以外は、旧サイト時代の作品を再アップするぐらいしかやってない。

　一度「何か描かかないのか？」と訊きいたところ、「紗さ衣えが帰って来るまでは我が慢まんする」と、健けな気げなことをのたまっていた。おかげで光宏内の好感度も、多少はアップしたのだが……。

　月代が十八歳を迎むかえた去年の暮。突とつ然ぜんアナザーサイトが復活し、リリアンとエステルを主役に据すえた、やりたい放題タコ満まん載さいのウェブコミックがアップされたことで、その好感度も虚むなしく潰ついえた。

　人間なんてそうそう変われるもんじゃない……という、こちらも非常に分かりやすい実例だった。

　そんなアナザー改め黒ミウミを、光宏が睨にらみつけていると。

「あれ月代、何しに来たの？」

　騒さわぎを聞きつけた美春が、こちらへやってきた。もちろん、佐和や文芸部の面々をぞろぞろ引き連れて。

　しかしここで常識的な反応を返せないのが、月代という生き物で。

「あ、佐和たん！　佐和たんが筒持ってる！　萌もえっ！」

「勝手に萌えんな……」

　質問者の美春を無視して、意味の分からない発言を迸ほとばしらせた月代に、佐和は鳥とり肌はだを浮うかべながら呟つぶやいた。

　一方他の部員達は、当然ポカンとしている。そりゃそうだ。いきなり乱入してきた謎なぞのヘンタイが、無む駄だに大はしゃぎしているのだから。

「ねーねー、この子誰だれ？　さわっちと美春の友達？」

　それに対して「まあ」と決まり悪げに答える美春と、「うあぁ」と頭を抱かかえて呻うめく佐和。いい具合に二人の反応が出たところで、月代が元気よくアンサーを返す。

「正確には少し違ちがうよ。何を隠かくそう私は、コイカワの親友で、佐和たんの婿むこだっ！」

「勝手に人を貰うな……」

　またも佐和が鳥肌を浮かべた。もう気の毒やら愉ゆ快かいやら……だが、そこで傍ぼう観かんしていた部員の子が一人、妙みようなことを口走る。

「何だ、私てっきり、この子がミックンの彼女かと思っちゃったよ。だってほら、今日できるって美春が言うから」

「え……？」

　何の話だそれは。

　光宏がそう首を傾かしげた時──。

　ふと校門の外に、一台の車が滑すべり込んでくるのが見えた。

　いかにも高級そうな黒くろ塗ぬりの外車だ。一いつ般ぱん庶しよ民みんが集つどうこの学校には、まるで似つかわしくない。

　少なくとも、「彼女」のいない今では。

　だが──その車が門の前に停とまった刹せつ那な。光宏は、はっきりと感じた。胸の中に、得も言われぬ漣さざなみが立つのを。

「まさか……」

　そう呟き、車の扉とびらに視線を向ける。だが陽光を反射した窓は、白く眩まばゆく輝かがやいて、まるで焦じらすように光宏の心を煽あおるばかり。

　それでも……気になるのだ。美春の「今日」という言葉。そして、なぜか現れた月つき代よ。

　まさか──。

　まさか、まさか──。

　頭の中で、幾いく度どとなく「まさか」を連呼しながら、光宏は固かた唾ずを呑のんで、扉を見つめ続ける。

　事前の連れん絡らくなど何もなかった。今日来るなんて聞かされてなかった。そもそも、いつ帰国するとも知らなかった。

　でも──それは、おそらく光宏だけだったのだろう。現に美春も月代も、ちゃんとこの日最大のイベントを、前もって知っていたのだから。

　後部座席の扉が開かれた。それに続いて、軽かろやかな足取りで懐なつかしい校門の前に降り立ったのは──。

　流れるような黒くろ髪かみに、涼すずしげな美び貌ぼう。背はスラリとして、佇たたずまいは堂々と。

　思い出の制服に身を包んだその姿は、間違いなく二年と七ヶ月前に惜おしまれながら日本を去った、学園一のお嬢じよう様さま。

　周囲から一いつ斉せいに、驚おどろきと喜びのどよめきが上がった。

　しかし光宏は、もはやそれさえ認にん知ちできない。一気に周りの音が消え、景色が消え。

　すべての感覚は、今ここに再会を果たした愛いとしい少女、ただ一人へと向けられる。

「──北きた原はらさんっ！」

　叫さけんだ。同時に、卒業式では堪こらえていたはずの涙なみだが溢あふれそうになり、思わず息を呑んだ。

　そんな光宏の様子に、北原紗衣は、かつてと変わらぬポーカーフェイスを見せ。

　足早に、迷いなくこちらへ駆かけ寄ってきた。

　だから光宏も、もうためらうことはない。

「北原さんっ！」

　涙を一筋零こぼし、光宏は再度叫んだ。そして彼女をギュッと抱だき締しめるべく──そう、初めて三次元の少女に告白したあの日、心の中で強く望んだ願いを実現すべく。両手を大きく広げ、紗さ衣えに向かって走り出す。

　たとえ周囲のどよめきが、戸と惑まどいに変わろうとも。

　美み春はると月代の冷やかす声が飛び交かおうとも。

　佐さ和わが「見てらんないわ」と恥はずかしげにそっぽを向こうとも。

　光みつ宏ひろと紗衣。二人の影かげは今、二年と七ヶ月の時を経て、ついに重なろうと──。

「──ウグッ？」

　刹那、光宏は得体の知れない痛みを覚え、低く呻いた。

　ふと見れば、紗衣の掲かかげた右手の平が、容よう赦しやなく自分の肋ろつ骨こつを、正面から突ついていた。

「き、北原さん、いったい何を……」

　もしや、拒きよ絶ぜつされたのか。ラブコメでもないのに不気味なことをするなとか、そういう真っ当なツッコみか。

　あまりの痛みと哀かなしさに、さっきとは違うベクトルの涙を浮かべながら、呻き崩くずれそうになる光宏。とその時。胸の辺りで、ブチッと異様な音がした。

「……ふぅ、どうやら間に合ったみたいね」

　それが、懐かしい少女の、再会後の第一声だった。

　そして彼女が掲げた手には、たった今もぎ取ったばかりの第二ボタンが。

「早くしないと他の人に取られるんじゃないかと思って、空港からひやひやしながら飛んで来たのよ。だってほら、こういうイベントって、一度きりのものだもの。逃のがせないでしょう？」

　そんなよく分からないことをのたまいながら、糸まみれの戦利品を満足げに眺ながめる紗衣。この暴走ぶりこそ、あの時の光宏の「好き」に対する、彼女なりの答えに違ちがいない。

　だから、いろいろとツッコみたい気持ちは抑おさえ。

　光宏は泣き笑いの顔とともに彼女を見上げ、ようやく、大切な言葉を贈おくった。

「お帰りなさい、北原さん」

「ただいま、葛かつ本もとくん♪」

　ニッコリと微ほほ笑えんでくれた紗衣の笑え顔がおが、どこまでも眩まぶしかった。




「つーか、紗衣以外誰だれも欲しがってなかったけどね」

　突とつ如じよ学校全土に嵐あらしを巻き起こして去っていった二人を見送ると、美春は身も蓋ふたもなく呟つぶやいた。

　ここにいた卒業生達の切ない気持ちも、これできれいに吹ふっ飛んだことだろう。まあ、サプライズの一種だ。こんなのもアリか。

　いや、冗じよう談だん抜ぬきでサプライズだったのだ。紗衣からメールがあったのが三日前。「卒業式の朝には帰国できるはずだから、学校で葛本くんの前に現れて、驚かせてあげようと思うの」と、何とも微笑ましいことが書いてあった。

　もっともその内容を知って、無む駄だなギャラリーが一人増えてしまったけど。

「ねー、尾び行こうしないの？」

　横っちょで月つき代よがつまらなそうに喚わめく。彼女にしてみれば、久々に会えた親友が三次元の男に独どく占せんされて、いろいろと不満なのだろう。

　そんな月代を筒つつで小突きながら、美春はあくまで常識的に窘たしなめた。

「今日ぐらい二人きりにさせてあげなよ。どうせ私らは明日、同人誌の打ち合わせで顔を合わせるんだから」

「ま、そうだけどさ。……二人きり、ねぇ」

　何やら意味ありげにニヤつく月代。どうせ良からぬことでも妄もう想そうしているのだろう。美春は敢あえて触ふれずに、スルーしておいた。

　と、そこで佐和が口を開く。

「あのさ、やっぱり納なつ得とくできないんだけど」

　実に理解不能だと言わんばかりに、光宏と紗衣の消えていった校門を睨にらみながら。

「いくら北原さんがアレだからって、ミックンのどこに惚ほれちゃったわけ？　だいたいミックンの恋れん愛あいスキルなんて、全部ギャルゲーだけで成り立ってるんだよ？　告白からデートの誘さそい方まで、芸がないにも程ほどがあるのに……どうして、ああなっちゃったんだろ」

　ブツブツと不満げに零こぼす佐和。まあ、そう思う気持ちも分からなくはないが。

　美春は指でメガネの真ん中を軽く押さえると、したり顔で言った。

「無理もないんじゃない？　確かに葛本くんの恋愛スキルは、ギャルゲー止まりかもしれないけど──」

　それは、紗衣も同じだ。

　案外あの二人、お似合いなのかもしれないな──。

　そんなことを思いながら。美春は舞まい散る桜の花びらを一つ、そっと手の平で受け止めた。




　　　　＊




　一方、紗衣と二人で学校を後にした光宏は。

「北きた原はらさん、どこに行くんですか？」

　紗衣に手を引かれて、どこかへ連行されている最中だった。

　久々に校舎内を散策するでもなく、落ち着ける場所で語り合うでもなく。紗衣は何やら急せくように、光宏を伴ともなってズンズン進む。

「あの、北原さん？」

　仕方なくもう一度訊たずねると、紗衣はその顔をこちらに向け。

「ひと気のない所よ」

　何やら意味深な言葉を返してきた。

　ひと気のない所──。しかも、いい雰ふん囲い気きの男女が二人きりで。

「な、何をする気ですか……？」

「葛本くんが何をうろたえているのか知らないけど、そんなの決まっているでしょう？」

　いや、どう決まっているのか。光みつ宏ひろはさっぱり分からぬまま……いや、むしろ分かろうとしないよう努めたまま、どこまでも紗さ衣えに付いていく。

　やがて二人が着いたのは、とても懐なつかしいあの公園だった。初めて紗衣が歌うた川がわミウミの正体を現した、思い出の場所だ。

「変わってないわね」

　嬉うれしそうに言いながら、紗衣は遊歩道を逸それ、静かな小道へと入っていく。

　そしてようやく足を止めたのは、樹き々ぎに周囲を囲まれた芝しば生ふの中。いかにも人目を避さけて何かできそうな、そんな場所にて。

　彼女はほんのりと頰ほおを赤らめ、どことなく息を弾はずませながら、囁ささやいた。

「葛本くん。私はこの日のために、ずっと我が慢まんしていたのよ？」

「は、はあ。……何をです？」

　そんな風に惚とぼけてみせても、光宏の期待は引っ込まない。もはや紗衣以上に顔を赤くし、全身をガクガク震ふるわせ。さあ改めてその華きや奢しやな身体からだを抱だき締しめようとした、その時。

　不意に紗衣が、己おのれのポケットに手を差し入れた。

　そして、この動きから始まる展開といえば、一つきりであることを──光宏はもちろん知っている。

「さあ、始めるわよ、葛かつ本もとくん！」

　そう言って紗衣が取り出したのは、とても懐かしい不思議アイテム。今でも色いろ褪あせぬメタリックピンクに輝かがやく、彼女愛用のペンタブレット。

　そのペン先が虚こ空くうのキャンバスを走るや、見る見るうちに、一枚の絵が具現化する。

　少し太めの樹をバックに立つ、欧おう風ふうの装そう飾しよくを施ほどこされた、樫かし造りの扉とびら。

「これは……まさか」

　そう呟つぶやいた光宏に、紗衣は一つ頷うなずいてみせると。

「ずっと、行くのだけは我慢していたの。でも今朝、ようやくミラーサイトをアップできたから、これで片方が消えても安心だわ」

　軽くツッコめそうな台詞せりふとともに、両手でそっと扉を押す。

　その隙すき間まから溢あふれ出すのは、淡あわい桃もも色いろを帯びた陽ひの光。

　その隙間から覗のぞき出すのは、荘そう厳ごんに佇たたずむ学園の門。

　その隙間から聞こえ出すのは、賑にぎやかな乙おと女め達の大だい歓かん声せい。

「言っておくけど、葛本くん──」

　目の前に広がり始めた、夢満開の異世界を前に、ふと紗衣がこちらを振ふり向く。

「盗とってはダメよ？　でも、普ふ通つうに仲良くするだけなら許してあげるわ。──同じ二次専として、ね？」

　ニッコリと微ほほ笑えみ、彼女は改めて扉を開け放った。

　そこには、紫むらさきのローブに身を包んだ魔ま導どう士し見習いがいて。

　手に鞭むちを持った、真っ赤なメイドがいて。

　万年スクール水着の、恥はずかしがりやなマーメイドがいて。

　ウェイトレス姿に笑え顔がおが眩まぶしい、喫きつ茶さ店てんの看板娘むすめがいて。

　ネコミミと肉球がキュートな、お茶目な猫妖精ケツト・シーがいて。

　ツインテールとむくれ顔がどこか妹を思わせる、ツンデレなプリンセスがいて。

　そして、タキシードで男装を気取った、ヘンタイな悪魔っ娘こがいて。

　その他、大勢の懐かしい女の子達が勢せい揃ぞろいして──。

「お姉さま、お帰りなさいっ！」

「みんな、ただいまっ！」

　カリンの元気な声を合図に、紗衣はこれ以上にない勢いで走り出した。

　光宏もまた一つ微笑むと、彼女の後を追って、扉の先へ走っていく。

　異世界ミラージュ・ネル。天才萌もえイラストレーター・歌川ミウミの描えがく、夢と魔法と萌えっ娘がいっぱいの、至高の二次元パラダイス。

[image: ]

　今夜はちょっと遅ち刻こくするかもしれないな──。

　そんなことを少しだけ思いながら。光宏は紗衣と二人、美少女達が待つ二次元世界へ、仲良く飛び込んでいくのだった。


ＴＨＥ　ＥＮＤ









　あとがき







　こんにちは。東です。このたびは『妄もう想そう少女が～る』最終巻をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　そう、最終巻なんです。何だかんだで一年と四ヶ月続いたこのシリーズも、今回をもって無事完結となりました。始まった当初は、「本当にこんなアレな内容で大だい丈じよう夫ぶだろうか」という疑問が多々ありましたが、気が付けば雑誌連れん載さいに始まり、読者参加企き画かくやドラマＣＤ化など、いろいろと盛りだくさんなことになっておりました。ここまで応おう援えんしていただいた皆みな様さまには、本当に頭が下がる思いです。

　さて──これが最後の「あとがき」です。せっかくですので、ここで今一度、シリーズ全体の流れを振ふり返かえってみたいと思います。




　記念すべき一巻目、『妄もう想そう少女が～る　そんなにいっぱい脱げません!?』が発売されたのは、二〇〇九年八月のことでした。このタイトルに釣つられた方も、多数いらっしゃったのではないかと思います。ちなみに名付けは私じゃありません。担当編集者です（と、こっそり暴ばく露ろ）。

　私にとっては、初めての「お色気ラブコメ」というジャンルでした。今見返しても手て探さぐり感が漂ただよっているのが分かります。そんな中で、シリーズの方向性を決定付けてくれたのは、北原さんにその場のノリで言わせた「ハァハァ」という台詞せりふでした。いいのか。

　ちなみに、お気に入りは第五話の肖しよう像ぞう画が編です。また、美春や「ミラネルライフ」の設定は、この時点ですでに固まっておりました。

　続いて同年十二月。二巻目『どうぞ私を召し上がれ[image: ]』が発売になりました。一巻からの流れを受うけ継つぎ、紗衣と月代の対決という形は保ったまま、次回へ向けての伏ふく線せんを張っているのがこの巻です。「教室のドアを開けたら異世界」というシュールさを狙ねらったナナコ編を始め、徐じよ々じよに自分色を強めています。お気に入りは三話のメガネ話。

　一方、この二巻発売と並行する形で、同年十月から翌二〇一〇年二月にかけて、「ザ・スニーカー」誌の方にて、短期集中連載が掲けい載さいされました。一月には公式モバイルサイト「すにすに村」にショートショートも載のり、二月には読者参加企画とドラマＣＤ化が決まり──と、本当に目まぐるしい進展を見せたのが、この時期です。

　さて四月に入り、ついに三巻目『決戦は夏コミ最終日！』が登場です。「ＶＳ月代編」のクライマックスということで、執しつ筆ぴつには相当気合いが入りました。これまでの伏線をすべて回収しつつ、紗衣と月代、そして美春という三人の「歌川ミウミ」の関係に決着をつけよう──というコンセプトのもと、とにかく書きたかったすべてを、ここに注ぎ込みました。

　シリーズ初の長編にして、登場人物もほぼオールキャスト。おかげでページ数もエライことになってしまいましたが、私の思い入れも一ひと入しおです。楽しんでいただけましたら幸いです。

　続いては……一応これにも触ふれておきます。同月末のこと、「ザ・スニーカー」六月号にて、何やら衝しよう撃げき的なものが掲載されました。

　同誌上で開かい催さいされた企画──スニーカー文庫の様々な新シリーズに登場するヒロイン勢の中から、「嫁よめにしたいキャラ」を読者が投票で選ぶ「俺の嫁コンテスト」。その一位に、何と我らが『妄もう想そう少女が～る』の北原紗衣が輝かがやくという、恐おそるべき展開が。「なぜこんなお花畑な作品の、お花畑な子が」と、担当編集者ともども大いに驚きよう愕がく（＆歓かん喜き）したのを覚えています。ちなみに、この時特別にちこたむさんに描かき下ろしていただいたウェディングドレス姿の紗衣は、四巻の口絵に収録されています。

　余談ながら、同時に開催された男性キャラ人気投票「ザ・スニ１のムコは俺だ！」の一位が、葛本光宏でした。よかったねミックン、貰もらい手があったよ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。六月に入りまして、かねてから動いていた読者参加企画、「妄想コンテスト」の結果が、「ザ・スニーカー」八月号に掲載されました。日頃、読者の皆様から直接お声を戴いただく機会など滅めつ多たにないだけに、この企画は大変いい刺し激げきになりました。書き下ろし短編の方も、いい意味で悪乗りできたと思います。

　そして八月。完結編の前編となる四巻目『もし葛本くんが萌えっ娘だったら』が発売になりました。女子寮りようで女装で女湯で……と、お約束は一通りやらかしつつ、一番の見所は肖像画の大活かつ躍やく（？）だったような気がしなくもなく。ちなみにこの巻では、本物の紗衣はほとんど登場していません。たまにはこんなのもありかな、と思ってやってみました。

　そしてそして、八月末。ドラマＣＤ版『妄もう想そう少女が～る』が発売になりました。紗衣役に日笠陽子さん、光宏役に下野紘さん、月代役に伊藤かな恵さん──などなど、豪ごう華かキャストの皆様をお迎むかえしての音声化です。収録の際には私もアフレコ現場にお邪じや魔ましたのですが、何しろ初めてのことで、ずっと緊きん張ちようしどおしでした。まあ、私の思い出話はともかく、かなり聞き応ごたえのある一品ですので、まだお持ちでない方はぜひ。書き下ろしショートショートも付いてますよ。

　時は進んで十一月。五巻目『エッチな目はダメ、お兄ちゃん[image: ]』が発売されました。こちらは前述の雑誌掲載分などをまとめた短編集。またしてもタイトルが釣る気満々です。いや、今度ばかりは私が付けたのですが。

　一巻目と同じ短編集ながら、だいぶ慣れてきたなぁ、というのが私自身の感想です。お気に入りは三話の妹編と、四話のコンテスト編。どちらも方向性こそ違ちがいますが、乗りながら書けたと思います。

　──で。いよいよ二〇一〇年十二月。

　この最終巻、『だって私は二次専だから』を、皆様にお届けします。




　光宏の恋こいの行ゆく方えはもちろんのこと。紗衣の切ない心情に、月代の大暴走。カリンの健けな気げな姿や、それに対するアサミの優やさしさ（？）まで、とにかくギュッと詰つまった一冊になりました。

　加えて今回は、二次元キャラも総登場。カリン達以外の面々も、三巻の比ではないほど、大いに活躍しています。いや、ナギサなんかはセクハラされているだけのような気もしますが、活躍は活躍です。

　まさに大団円にふさわしくなるよう、頑がん張ばって書き上げました。最後の『妄もう想そう少女が～る』、どうぞお楽しみください。

　あ、神村しづるとか出てないけど、べつにいいよね？




　では最後に──ええ、本当に最後になりましたが、恒こう例れいの謝辞をば。

　イラスト担当のちこたむ様。これまで本当にありがとうございました。ちこたむ様の素す敵てきなイラストがあればこその『妄もう想そう少女が～る』です。個人的には、メイさんとヒヨコがツボでした。また機会がありましたら、よろしくお願いいたします。

　担当編集のＨ様。素敵なタイトルに始まり、何から何までご尽じん力りよくいただきまして、本当にお世話になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　そしてもちろん、読者の皆みな様さま。ここまでお読みいただき、まことにありがとうございました。「萌もえ」とは、あくまで個人の感情です。だからこそ、「萌えはかくあるべし」などという決まりはありません。どう向き合うかは人それぞれ。この『妄もう想そう少女が～る』というお話を軽く読み流した後で、ふとした折にそんなことを思い出していただければ幸いです。

　さて、そろそろ残りページも少なくなってまいりました。お名な残ごり惜おしくはありますが、この辺でお別れしたいと思います。

　次にお目にかかる時には、まったく別のシリーズを掲かかげてのことになるでしょう。時期は未定ですが、来年の、できればそう遠くないうちに……とは思っておりますので、その際にはまたよろしくお願いいたします。

　それでは、貴方あなたに良き二次元ライフが訪おとずれますよう、願いを込こめて締しめの台詞せりふを。




「べ、べつに、あんたのために毎回変なコスプレしてたんじゃないんだからぁっ！」（by佐和）





東　亮太　　









●編集部より、『妄もう想そう少女が～る５　エッチな目はダメ、お兄ちゃん[image: ]』におけるサイン色紙抽ちゆう選せんプレゼントについて訂てい正せいとお詫わび




　11月１日発売『妄もう想そう少女が～る５　エッチな目はダメ、お兄ちゃん[image: ]』の巻末「あとがき」内に掲けい載さい（文責・編集部）した、サイン色紙抽選プレゼントの応おう募ぼ方法に「応募券のついている商品のみ対象です」との記き載さいがありましたが、本企き画かくに応募券は必要ありませんので、ここに訂正させていただきます。読者のみなさまにはご迷めい惑わくをおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。大変申し訳ございませんでした。何なに卒とぞご了りよう承しようくださいますようお願い申し上げます。










妄もう想そう少女が～る




だって私わたしは二に次じ専せんだから








東あずま　亮りよう太た
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